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ま
え
が
き 

２
０
０
３
年
か
ら
２
０
０
６
年
ま
で
の
４
年
間
、
仕
事
で
中
国
の
北

京
に
駐
在
す
る
機
会
を
得
た
。
そ
の
間
、
中
国
各
地
の
顧
客
や
社
内
拠

点
を
頻
繁
に
行
き
来
し
た
が
、
行
く
先
々
で
、
名
所
旧
跡
を
見
て
回
っ

た
り
、
街
を
ぶ
ら
ぶ
ら
歩
い
て
地
元
の
人
た
ち
の
暮
ら
し
振
り
を
肌
で

感
じ
た
り
す
る
の
が
と
て
も
楽
し
み
だ
っ
た
。 

駐
在
し
て
２
年
が
経
っ
た
頃
、
こ
れ
ま
で
訪
れ
た
都
市
や
観
光
地
を

中
国
地
図
上
に
プ
ロ
ッ
ト
し
て
み
る
と
予
想
以
上
に
多
か
っ
た
こ
と

に
驚
い
た
。
そ
こ
で
、
せ
っ
か
く
の
機
会
な
の
で
、
帰
任
ま
で
に
何
か

目
標
を
立
て
て
中
国
の
各
地
を
旅
し
て
み
よ
う
と
思
い
、
「
中
国
の
全

て
の
省
・
直
轄
市
・
自
治
区
・
特
別
行
政
区 

計
34)
を
訪
問
す
る
こ
と
」

と
、「
中
国
の
全
て
の
世
界
遺
産
（
当
時
33
ヶ
所
※
）
を
見
て
回
る
こ
と
」

の
２
つ
の
目
標
を
設
定
し
た
。 

そ
れ
か
ら
は
、
機
会
を
作
っ
て
は
中
国
各
地
を
旅
歩
き
し
た
。
当
初

は
ガ
イ
ド
付
き
の
旅
も
あ
っ
た
が
、
慣
れ
て
く
る
と
手
作
り
の
旅
を
楽

し
ん
だ
。
週
末
に
時
間
が
と
れ
る
と
現
地
の
ホ
テ
ル
を
予
約
し
飛
行
機

や
夜
行
列
車
に
飛
び
乗
っ
て
出
か
け
た
。
旅
は
一
人
旅
・
仲
間
と
の
旅

が
半
々
く
ら
い
。
複
数
人
だ
と
割
り
勘
が
効
き
経
済
的
だ
が
、
一
人
旅

の
気
儘
さ
も
魅
力
だ
。
旅
先
で
の
移
動
は
主
に
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
だ
が
、

一
人
旅
で
移
動
手
段
の
確
保
が
難
し
い
時
に
は
中
国
人
向
け
の
ツ
ア

ー
に
潜
り
込
ん
だ
り
も
し
た
。 

  

そ
し
て
帰
任
直
前
、
つ
い
に
２
つ
の
目
標
の
両
方
と
も
達
成
す
る
こ

と
が
で
き
た
。 

こ
れ
ら
旅
歩
き
記
録
は
個
人
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
た
が
、

本
と
し
て
ま
と
め
た
ら
と
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、
今
回
、
再
編
集
を

す
る
こ
と
と
し
た
。 

な
お
、
中
国
か
ら
帰
任
後
に
も
、
年
１
回
程
度
、
仲
間
と
中
国
奥
地

の
旅
歩
き
を
楽
し
ん
で
い
る
が
、
そ
の
記
録
も
追
加
し
て
い
る
。 

            

※
中
国
の
世
界
遺
産
は
2006
年
当
時
33
ヶ
所
、
現
在(

2023
年
６
月)

は
56
ヶ
所
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１
．
九
寨
溝
・
黄
龍 

⑨
⑩ 

2003
年
11
月
１
日
～
３
日 

世
界
自
然
遺
産
（
１
９
９
２
年
登
録
）
の
九
寨
溝
と
黄
龍
に
旅
を
す

る
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
九
寨
溝
は
ア
バ
・
チ
ベ
ッ
ト
族
（
羌
族
）
自
治

州
に
属
し
、
成
都
の
北
西
４
５
０
ｋ
ｍ
に
あ
る
秘
境
中
の
秘
境
で
、
中

国
で
一
番
美
し
い
所
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
は
成
都
か
ら
バ

ス
で
12
時
間
、
３
０
０
０
ｍ
超
級
の
峠
を
何
回
も
越
え
て
や
っ
と
た
ど

り
着
く
所
で
、
車
中
で
高
山
病
に
な
る
人
も
い
た
そ
う
だ
が
、
つ
い
１

カ
月
ほ
ど
前
に
航
空
路
が
開
通
し
た
た
め
、
こ
れ
を
利
用
し
て
出
か
け

た
。 

［
１
日
目
］ 

午
前
中
に
成
都
で
の
仕
事
を
終
え
、
15
時
半
に
、
小
型
の
エ
ア
バ
ス

（
百
数
十
人
乗
り
）
で
成
都
空
港
を
離
陸
。
20
分
も
し
な
い
う
ち
に
切

り
立
っ
た
雪
山
が
幾
重
に
も
見
え
て
き
た
。
シ
ャ
ッ
タ
ー
チ
ャ
ン
ス
と

思
っ
た
が
、
カ
メ
ラ
が
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
の
中
だ
と
気
づ
き
が
っ
か
り
。 

高
い
山
の
脇
を
か
す
め
た
と
思
っ
た
ら

す
ぐ
に
着
陸
。
空
港
な
ど
作
れ
そ
う
に
な

い
海
抜
３
３
４
７
ｍ
の
山
岳
地
帯
に
「
九

寨
黄
龍
空
港
」
は
奇
跡
的
に
存
在
し
て
い

た
。
こ
れ
よ
り
低
い
所
だ
と
周
り
の
山
が

邪
魔
し
て
着
陸
で
き
な
い
た
め
に
こ
ん
な

所
に
造
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。 

飛
行
機
を
下
り
る
と
さ
す
が
に
息
苦
し
い
。
気
温
は
６
度
。
カ
メ
ラ

を
取
り
出
し
パ
チ
パ
チ
取
り
ま
く
る
。 

空
港
か
ら
バ
ス
で
１
時
間
半
か
け
、
九
寨
溝
に
あ
る
ホ
テ
ル
（
海
抜

１
９
９
０
ｍ
）
へ
向
か
う
。
バ
ス
は
凄
い
ス
ピ
ー
ド
で
ど
ん
ど
ん
下
る
。

途
中
、
段
々
畑
、
山
羊
、
ヤ
ク
、
黒
い
小
型
の
馬
、
原
住
民
（
少
数
民

族
）
の
家
々
の
光
景
が
目
に
飛
び
込
ん
で
き
た
。
途
中
か
ら
道
の
脇
に

勢
い
良
く
流
れ
る
川
が
見
え
始
め
、
だ
ん
だ
ん
大
き
く
な
っ
て
い
っ
た
。 

ホ
テ
ル
ま
で
も
う
少
し
の
所
で
突
然
渋
滞
の
列
に
突
っ
込
む
。
こ
の

先
で
崖
崩
れ
が
発
生
し
緊
急
工
事
で
全
面
通
行
止
め
と
の
こ
と
。
息
抜

き
に
バ
ス
を
降
り
て
近
く
を
散
歩
。
現
地
人
と
雑
談
を
少
し
。
カ
シ
オ

の
小
さ
い
デ
ジ
カ
メ
に
興
味
を
持
っ
た
よ
う
だ
。
中
国
で
は
普
通
話

（
標
準
語
）
が
ど
こ
で
も
通
じ
る
こ
と
に
改
め
て
感
激
し
た
。 

結
局
１
時
間
待
た
さ
れ
て
片
側
交
互
通
行
で
開
通
し
、
や
っ
と
ホ
テ

ル
「
九
寨
溝
国
際
大
酒
店
」
に
到
着
。
ホ
テ
ル
の
店
員
は
片
言
の
日
本

語
を
話
す
人
も
い
る
が
、
日
本
人
観
光
客
は
全
く
見
ら
れ
な
い
。
事
実
、

今
回
の
旅
を
通
し
て
、
我
々
以
外
の
日
本
人
は
全
く
見
か
け
て
い
な
い
。

た
だ
、
中
国
国
内
の
観
光
客
は
大
勢
つ
め
か
け
て
お
り
、
そ
の
う
ち
、

秘
境
で
は
な
く
、
あ
り
き
た
り
の
観
光
地
に
な
り
そ
う
だ
。
因
み
に
、

物
価
も
観
光
地
価
格
。
足
マ
ッ
サ
ー
ジ
（
１
時
間
）
が
、
成
都
で
は
25

元
（
３
５
０
円
）
だ
が
、
九
寨
溝
で
は
１
１
０
元
（
１
５
０
０
円
）
。
北

京
よ
り
高
い
。 

夜
は
先
ず
成
都
で
や
り
残
し
た
仕
事
を
片
付
け
、
そ
の
後
、
仲
間
に

九寨溝⻩⿓空港 
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誘
わ
れ
カ
ラ
オ
ケ
へ
。
早
々
に
引
上
げ
部
屋
に
戻
っ
て
明
日
に
備
え
る
。 

［
２
日
目
］ 

９
時
出
発
。
２
０
０
０
ｍ
の
高
地
で
少
し
冷
え
る
が
快
晴
・
無
風
で

絶
好
の
九
寨
溝
日
和
、
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
の
上
に
ダ
ウ
ン
の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の

み
で
十
分
だ
。
１
０
０
元
の
入
場
券
を
見
せ
て
九
寨
溝
の
ゲ
ー
ト
を
越

え
、
専
用
の
観
光
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
に
乗
り
込
ん
だ
。
乗
る
前
に
観
光
地

図
（
４
元
）
を
購
入
。
地
図
が
あ
る
と
安
心
だ
。 

九
寨
溝
は
、
大
雑
把
に
言
え
ば
、
２
つ
の
支
流
と
１
つ
の
本
流
が
「
Ｙ
」

の
字
形
に
な
り
、
こ
の
中
に
、
川
、
早
瀬
、
滝
、
池
、
沼
、
湖
な
ど
が

連
な
っ
て
い
る
。
長
さ
は
全
長
６
０
ｋ
ｍ
、
広
さ
７
４
０
平
方
ｋ
ｍ
、

入
口
（
「
Ｙ
」
の
下
の
所
）
が
海
抜
１
９
９
０
ｍ
、
最
高
点
が
「
Ｙ
」
の

左
上
の
「
長
海
」
と
呼
ば
れ
る
所
で
海
抜
３
１
５
０
ｍ
で
あ
る
。 

九
賽
溝
の
名
前
の
由
来
は
、
溝
（
谷
）
に
沿
っ
た
９
つ
の
チ
ベ
ッ
ト

族
の
村
落
（
村
寨
）
と
い
う
こ
と
ら
し
い
。
１
９
７
０
年
代
に
森
林
伐

採
労
働
者
に
よ
り
偶
然
に
発
見
さ
れ
た
と
の
こ
と
。
急
峻
な
谷
が
太
古

の
昔
に
氷
河
で
埋
め
尽
く
さ
れ
、
そ
の
氷
河
の
流
れ
が
岩
肌
を
削
り
刻

ん
で
、
114
の
「
海
子
」
と
呼
ば
れ
る
湖
沼
と
、
17
の
瀑
布
を
作
り
だ
し

た
そ
う
だ
。 

石
灰
を
含
ん
だ
水
は
、
濁
り
が
な
く
、
水
色
・
コ
バ
ル
ト
ブ
ル
ー
・

エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
等
々
さ
ま
ざ
ま
な
色
に
見
え
る
。
ま
た
こ
れ
ら

の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
が
感
動
的
だ
。
透
明
感
も
す
ば
ら
し
い
。
川
の
小

魚
（
イ
ワ
ナ
に
似
て
い
る
）
が
群
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。 

バ
ス
は
「
長
海
」（
Ｙ
の
左
上
）
を
目
指
し
て
猛
ス
ピ
ー
ド
で
駆
け
上

が
る
。
環
境
を
考
え
て
天
然
ガ
ス
で
走
る
低
公
害
車
だ
そ
う
だ
が
馬
力

は
あ
る
。
道
は
殆
ど
が
未
だ
舗
装
さ
れ
て
お
ら
ず
、
バ
ス
の
席
は
怖
い

く
ら
い
に
揺
れ
る
。
途
中
、
工
事
用
の
ダ
ン
プ
が
数
多
く
走
っ
て
お
り

工
事
中
の
個
所
も
多
い
。
１
時
間
強
で
最
高
点
の
「
長
海
」
に
到
着
。 

長
海
：
透
き
通
る
水
に
青
空
が
映
っ
て
美
し
い
。
一
般
に
中
国
の
観

光
地
の
池
や
湖
は
濁
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
が
九
寨
溝
は
別
格
。
北
海

道
の
摩
周
湖
を
思
い
出
す
。
周
り
の
山
々
を
見
る
と
、
緑
の
針
葉
樹
の

中
に
黄
色
く
色
づ
い

た
木
々
（
カ
ラ
マ
ツ
ら

し
い
）
が
混
じ
っ
て
美

し
い
コ
ン
ト
ラ
ス
ト

を
作
っ
て
い
る
。
そ
の

奥
に
は
岩
を
剥
き
出

し
に
し
た
５
０
０
０

九寨溝⼊⼝ 

⻑海 

⻑海 

⻑海 
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ｍ
超
級
の
山
々
が
そ
び
え
立
っ
て
い
て
、
ま
る
で
ア
ル
プ
ス
の
写
真
を

見
て
い
る
の
よ
う
だ
。 

五
彩
池
：
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
と
コ
バ
ル
ト
ブ
ル
ー
で
底
ま
で
鮮

や
か
だ
。
遊
歩
道
に
沿
っ
て
散
策
し
た
。 

再
び
バ
ス
に
乗
り
、
Ｙ
字
の
接
点
（
２
つ
の
支
流
と
本
流
の
分
岐
点
）

の
所
ま
で
下
り
今
度
は
右
側
に
登
っ
て
行
く
。 

熊
猫
海
・
熊
猫
海
瀑
布
：
バ
ス
を
降
り
岸
辺
を
散
策
。
少
し
行
く
と

突
然
、
瀑
布
が
現
れ
る
。
そ
の
大
き
さ
に
び
っ
く
り
（
後
で
も
っ
と
大

き
な
瀑
布
を
た
く
さ
ん
見
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
）。 

こ
の
あ
と
、
Ｙ
字
の
接
点
ま
で
戻
り
昼
食
と
買
い
物
。
九
寨
溝
＋
黄

龍
の
Ｖ
Ｃ
Ｄ
（
２
枚
組
10
元
）
と
、
家
族
へ
の
み
や
げ
品
を
購
入
し
た
。 

昼
食
後
、
再
度
Ｙ
字
の
右
上
に
戻
り
「
五
花
海
」
へ
。 

五
花
海
：
湖
沼
の
中
の
流
木
が
と
て
も
が
き
れ
い
だ
。
水
が
冷
た
い

た
め
腐
ら
な
い
と
の
こ
と
。
水
の
色
が
微
妙
に
変
化
す
る
中
を
岩
魚
が

五彩池 

熊猫海 

五花海 

珍珠灘 

珍珠灘 

五彩池 

熊猫海 

五花海 

珍珠灘 

珍珠灘瀑布 
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泳
い
で
い
る
。
下
流
側
に
は
瀑
布
も
あ
り
、
九
寨
溝
の
中
で
も
必
見
の

ス
ポ
ッ
ト
だ
。 

珍
珠
灘
・
珍
珠
灘
瀑
布
：
流
れ
の
中
に
長
い
遊
歩
道
が
あ
る
。
岩
肌

の
浅
瀬
を
跳
ね
る
水
は
名
前
の
由
来
の
通
り
珍
珠
（
真
珠
）
の
よ
う
だ
。 

諾
日
朗
瀑
布
：
３
２
０
ｍ
に
及
ぶ
幅
の
広
い
き
れ
い
な
滝
。 

樹
正
瀑
布
：
森
の
中
の
き
れ
い
な
滝
。
滝
の
下
流
に
は
川
の
中
に
木

が
生
え
て
い
る
。 

や
が
て
橋
が
見
え
て
き
て
、
そ
の
袂
に

は
水
車
で
回
る
ボ
ン
教
の
マ
ニ
車
が
あ

る
。 ５

時
半
頃
ホ
テ
ル
帰
着
。
今
日
は
バ
ス

で
の
移
動
が
中
心
だ
っ
た
が
、
途
中
ハ
イ

キ
ン
グ
コ
ー
ス
も
か
な
り
あ
っ
て
思
っ

た
よ
り
疲
れ
た
。 

 

夕
食
後
、
ホ
テ
ル
の
別
館

で
チ
ベ
ッ
ト
民
族
芸
能
を
見

た
。
全
体
的
に
は
チ
ベ
ッ
ト

調
で
あ
る
が
、
現
代
的
な
衣

装
の
チ
ベ
ッ
ト
人
の
ダ
ン
サ

ー
が
現
代
調
の
歌
や
踊
り
を

繰
り
出
し
た
。
チ
ベ
ッ
ト
族

の
女
性
は
と
て
も
美
し
く
魅

力
的
だ
。 

［
３
日
目
］ 

朝
６
時
半
起
床
。
雲
が
や

や
多
い
が
天
気
は
概
ね
良

好
。
８
時
半
に
ホ
テ
ル
を
出

発
し
、
次
の
目
的
地
の
黄
龍

に
向
か
う
。
黄
龍
は
九
寨
溝

諸⽇朗瀑布 樹正瀑布 

樹正瀑布 盆景海 

⽔⾞で回るボン教のマニ⾞ チベット族の⽔⾞⼩屋 

チベット⺠族芸能 標⾼ 4200ｍ地点から 標⾼ 4200ｍ地点から 
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か
ら
１
３
０
ｋ
ｍ
ほ
ど
離
れ
て
お
り
、
一
旦
空
港
ま
で
戻
り
そ
れ
か
ら

黄
龍
へ
の
合
計
３
時
間
の
旅
。
途
中
、
現
地
人
の
村
を
い
く
つ
も
越
え

て
行
く
。
周
り
に
は
５
０
０
０
ｍ
超
級
の
山
々
が
多
く
見
え
る
。 

今
回
の
旅
行
の
最
高
点
で
あ
る
海
抜
４
２
０
０
ｍ
地
点
の
所
で
バ

ス
を
降
り
撮
影
タ
イ
ム
。
有
名
な
雪
宝
頂
山
（
５
５
８
８
ｍ
）
も
見
え

た
。
ゆ
っ
く
り
動
い
て
も
息
苦
し
い
。
こ
の
辺
り
ま
で
来
る
と
、
森
林

は
な
く
な
り
山
は
地
肌
剥
き
出
し
で
高
山
植
物
が
少
し
あ
る
だ
け
。
今

日
は
高
地
で
の
ハ
イ
キ
ン
グ
が
中
心
な
の
で
、
念
の
た
め
、
途
中
で
酸

素
ボ
ン
ベ
を
買
っ
た
。
１
缶
20
元
。
20
分
ぐ
ら
い
酸
素
が
持
つ
そ
う
だ
。

ボ
ン
ベ
と
言
っ
て
も
海
水
浴
で
使
う
浮
き
輪
か
ク
ッ
シ
ョ
ン
の
よ
う

な
も
の
。 

11
時
半
に
黄
龍
に
到
着
し
昼
食
タ
イ
ム
。
高
地
で
沸
騰
点
が
低
い
せ

い
か
芯
が
あ
っ
て
固
い
ご
飯
だ
。
早
々
に
食
事
を
切
り
上
げ
黄
龍
ハ
イ

キ
ン
グ
開
始
。 

黄
龍
は
雪
宝
頂
の
麓
に
あ
る
水
景
群
で
、
白
や
黄
色
の
石
灰
岩
で
で

き
た
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
の
池
が
棚
田
状
に
３
４
０
０
も
連
な
る
。

海
抜
３
１
０
０
ｍ
～
３
５
０
０
ｍ
の
高
所
に
あ
る
が
、
道
は
桟
道
で
整

備
さ
れ
、
そ
の
両
側
に
蓮
の
葉
の
よ
う
な
形
の
池
が
続
い
て
い
る
。
谷

の
奥
に
は
万
年
雪
を
い
た
だ
く
雪
宝
頂
山
が
黄
色
い
龍
が
山
を
駆
け

上
る
よ
う
に
見
え
る
そ
う
だ
が
、
今
日
は
残
念
な
が
ら
見
え
な
か
っ
た
。 

黄
龍
は
九
寨
溝
と
違
っ
て
、
入
口
（
海
抜
３
１
０
０
ｍ
）
か
ら
遊
歩

道
を
ず
っ
と
歩
い
て
登
っ
て
行
く
。
さ
す
が
３
０
０
０
ｍ
を
越
え
る
高

地
、
軽
快
に
は
歩
け
ず
ゆ
っ
く
り
一
定
の
ペ
ー
ス
で
登
り
始
め
る
。
あ

ま
り
速
く
登
っ
て
し
ま
う
と
高
山
病
に
な
る
恐
れ
も
あ
る
。 

自
力
で
登
れ
な
い
人
の
た
め
に
、
客
を
駕
籠
に
乗
せ
二
人
の
男
が
背
負

っ
て
運
ん
で
く
れ
る
サ
ー
ビ
ス
あ
り
。
値
段
は
高
そ
う
だ
が
意
外
と
繁

盛
し
て
い
た
。 

上
の
方
へ
行
く
に
連
れ
、
所
々
に
雪
の
積
も
っ
て
い
る
所
も
見
ら
れ

た
が
、
水
は
流
れ
が
あ
る
せ
い
か
殆
ど
凍
っ
て
は
い
な
か
っ
た
。 

最
後
の
ほ
う
は
か
な
り
き
つ
く
感
じ
た
。
酸
素
ボ
ン
ベ
を
使
う
程
で

⻩⿓⼊⼝ 

⻩⿓ 

⻩⿓ 

⻩⿓ 

⻩⿓ 
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は
無
い
が
試
し
に
少
し
使
っ
て
見
る
と
確
か
に
気
持
ち
い
い
。
全
長
7.5

km
の
う
ち
残
り
５
０
０
ｍ
の
地
点
で
引
き
返
し
た
。
最
後
ま
で
行
け
た

が
、
自
由
行
動
時
間
（
３
時
間
）
の
半
分
を
過
ぎ
た
の
で
無
理
を
し
な

い
こ
と
に
し
た
。
帰
り
は
行
き
の
半
分
以
下
の
時
間
で
帰
っ
て
来
ら
れ

た
。
30
分
も
余
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
バ
ス
の
中
で
休
息
。
少
し
急
ぎ
過

ぎ
た
せ
い
か
軽
い
頭
痛
が
す
る
。 

３
時
15
分
出
発
。
空
港
に
向
け
て
同
じ
道
を
引
き
返
す
。
酸
素
不
足
・

疲
れ
た
身
体
・
右
に
左
に
激
し
く
揺
れ
る
車
の
３
拍
子
が
揃
っ
て
気
分

が
悪
い
。
再
度
４
２
０
０
ｍ
の
峠
を
越
え
１
時
間
半
で
空
港
に
。
バ
ス

を
降
り
る
と
氷
の
粒
（
霰
）
が
チ
ラ
つ
い
て
い
た
。 

飛
行
機
に
搭
乗
し
て
や
っ
と
低
気
圧
と
酸
素
不
足
か
ら
解
放
さ
れ

た
。
因
み
に
、
酸
素
濃
度
は
、
海
抜
０
ｍ
に
比
べ
、
３
０
０
０
ｍ
で
約

68
％
、
４
０
０
０
ｍ
で
約
60
％
に
な
る
の
だ
そ
う
だ
。
気
圧
に
つ
い
て

も
ほ
ぼ
同
様
の
比
率
で
低
下
す
る
。
成
都
の
ホ
テ
ル
へ
帰
っ
て
、
九
寨

黄
龍
空
港
で
飲
み
か
け
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
取
り
出
す
と
、
グ
チ
ャ
グ

チ
ャ
に
潰
れ
て
お
り
、
気
圧
の
違
い
実
感
し
た
。 

成
都
の
四
川
料
理
店
で
最
後
の
会
食
・
宴
会
を
派
手
に
や

っ
て
や
っ
と
解
散
。
頭
痛
も
す
っ
か
り
と
れ
、
気
持
ち
よ
く
疲

れ
た
身
体
で
旅
の
余
韻
に
浸
り
な
が
ら
ぐ
っ
す
り
寝
た
。 

    

２
．
敦
煌 

④ 

2004
年
４
月
29
日
～
５
月
１
日 

会
社
の
同
僚
と
２
泊
３
日
で
「
敦
煌
」
を
旅
行
し
た
。 

［
１
日
目
］ 

15
時
30
分
に
北
京
空
港
を
出
発
。
飛
行
機
は
小
型
ジ
ェ
ッ
ト
（
Ｂ
Ａ

ｅ
・
１
４
６
）
で
、
途
中
「
銀
川
」
を
経
由
し
て
の
４
時
間
の
旅
で
あ

る
。 20

時
過
ぎ
に
敦
煌
空
港
着
。
ま
だ
明
る
い
。
敦
煌
は
北
京
か
ら
１
９

０
０
ｋ
ｍ
真
西
に
あ
り
、
北
京
よ
り
１
時
間
40
分
遅
い
こ
と
に
な
る
。

敦
煌
は
「
沙
州
」
と
も
呼
ば
れ
、
そ
の
名
の
通
り
広
大
な
砂
漠
に
囲
ま

れ
た
オ
ア
シ
ス
都
市
で
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
交
差
点
で
あ
る
。
敦
煌
の
年

間
降
水
量
は
た
っ
た
の
40
ミ
リ
、
蒸
発
す
る
水
量
は
そ
の
２
４
０
０
倍
。

夏
と
冬
、
昼
と
夜
の
温
度
差
も
大
き
い
。 

 

空
港
か
ら
市
内
ま
で
は
13

km
と
比
較
的
近
い
。
途
中
、
ポ
プ
ラ
並
木

⻩⿓ 

駕籠サービス 

⻩⿓ 
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が
続
く
。
所
々
に
杏
（
ア
ン
ズ
）
の
木
も
見
え
る
。
こ
の
辺
り
の
畑
で

は
、
以
前
は
小
麦
が
作
ら
れ
て
い
た
が
今
は
全
て
綿
花
だ
そ
う
だ
。
ま

た
、
米
が
と
れ
な
い
た
め
、
麺
が
主
食
だ
そ
う
だ
。 

入
口
の
門
を
く
ぐ
っ
て
市
街
に
入
る
。
敦
煌
は
人
口
18
万
人
、
こ
の

内
９
万
人
が
農
民
の
小
さ
な
街
で
あ
る
。
20
分
足
ら
ず
で
宿
泊
地
の
敦

煌
賓
館
に
到
着
。
四
つ
星
。
設
備
は
イ
マ
イ
チ
だ
が
格
調
の
高
い
ホ
テ

ル
で
あ
る
。
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
後
、
近
く
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
遅
い
夕
食
を

と
っ
た
。 

［
２
日
目
］ 

 

朝
の
レ
ス
ト
ラ
ン
会
場
は
熟
年
の
日
本
人
だ
ら
け
、
さ
す
が
シ
ル
ク

ロ
ー
ド
の
主
要
地
だ
。
比
較
的
質
素
な
料
理
が
多
い
中
で
一
番
の
お
気

に
入
り
は
蘭
州
牛
肉
麺
。
と
て
も
美
味
し
か
っ
た
。
天
気
は
薄
曇
り
。

気
温
は
14
～
26
度
で
北
京
と
ほ
ぼ
同
じ
。
絶
好
の
観
光
日
和
だ
。 

８
時
に
玉
門
關
に
向
け
て
出
発
。
玉
門
關
は
敦
煌
市
内
か
ら
西
北
へ

１
０
０
ｋ
ｍ
の
ゴ
ビ
砂
漠
の
ど
真
ん
中
に
あ
る
。
途
中
、
狼
煙
台
、
映

画
村
、
墓
（
土
葬
だ
そ
う
だ
）
が
見
え
た
。
砂
漠
の
細
い
道
は
入
る
。

「
駱
駝
草
」
が
所
々
に
生
え
て
い
る
。
こ
こ
の
砂
漠
は
「
ゴ
ビ
砂
漠
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
実
は
、
ゴ
ビ
（
小
石
の
意
味
）
と
砂
漠
（
砂
の

意
味
）
は
別
で
、
場
所
も
別
れ
て
お
り
、
こ
の
２
つ
の
間
に
は
河
あ
る

そ
う
だ
。 

 

ま
ず
先
に
「
漢
代
の
万
里
の
長
城
」
に
到
着
。
北
京
近
郊
の
「
八
達

嶺
」
と
は
全
く
規
模
が
違
う
が
、
２
０
０
０
年
の
風
雪
に
耐
え
た
姿
で

横
た
わ
っ
て
い
た
。 

 

こ
の
後
「
玉
門
關
」
へ
。
玉
門
關
は
古
代
の
関
所
跡
で
、
漢
代
は
こ

こ
が
国
家
の
権
力
が
及
ぶ
西
端
の
場
所
で
あ
っ
た
。
今
は
、
25
ｍ
四
方
・

高
さ
10
ｍ
の
城
壁
が
残
る
の
み
で
あ
る
。
近
く
に
、
砂
漠
の
中
に
水
が

溜
ま
っ
て
い
る
所
（
湿
地
？
）
も
あ
っ
た
。 

 

市
内
へ
戻
り
昼
食
を
と
っ
た
後
、
世
界
遺
産
の
「
莫
高
窟
」
へ
。 

莫

高
窟
は
千
仏
洞
と
も
呼
ば
れ
そ
の
名
の
通
り
１
０
０
０
以
上
の
洞
窟

が
あ
る
が
、
発
掘
さ
れ
て
い
る
の
は
５
０
０
弱
だ
け
。
そ
れ
で
も
総
面

漢代の万⾥の⻑城 

漢代の万⾥の⻑城 

⽟⾨關 

莫⾼窟 

莫⾼窟 
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積
4.5
万
平
米
に
及
ぶ
壁
画
と
、
２
０
０
０
体
を
越
え
る
塑
像
が
あ
る
。

最
も
古
い
も
の
は
４
世
紀
で
、
そ
の
後
１
０
０
０
年
に
わ
た
り
掘
り
継

が
れ
た
。「
本
当
に
素
晴
ら
し
い
」
の
一
言
。
中
で
も
、
次
の
３
つ
が
印

象
に
残
っ
た
。 

１
５
８
窟
（
涅
槃
窟
）「
臥
仏
」：
特
に
左
側
（
頭
の
方
）
か
ら
見
る

お
釈
迦
様
の
顔
が
美
し
い
。 

第
１
３
０
窟
「
大
仏
」
：
高
さ
26
ｍ
と
巨
大
で
立
派
。
洞
窟
の
中
に

入
っ
て
見
上
げ
て
び
っ
く
り
。 

第
５
７
窟
の
「
樹
下
説
法
図
」：「
脇
侍
菩
薩
」
の
美
し
さ
に
は
目
を

見
張
る
。 

洞
窟
内
は
撮
影
禁
止
だ
っ
た
の
で
、
少
し
高
か
っ
た
が
豪
華
な
写
真

解
説
本
を
購
入
し
た
。 

 

次
は
、「
鳴
沙
山
」
。
入
口
か
ら
駱
駝
に
乗
っ
て
山
の
ふ
も
と
へ
。
駱

駝
は
初
体
験
。
乗
り
降
り
の
際
に
、
前
膝
を
ガ
ク
ン
と
折
り
曲
げ
る
が
、

こ
の
時
に
結
構
揺
れ
て
怖
い
が
そ
の
後
は
中
々
楽
ち
ん
だ
。
ふ
も
と
ま

で
来
る
と
、
近
く
に
「
月
牙
泉
」
が
見
え
る
。
砂
の
中
か
ら
湧
き
出
た

三
日
月
形
の
湖
だ
。
月
牙
泉
の
畔
に
あ
る
楼
閣
に
登
っ
て
ま
わ
り
を
見

て
み
る
。
鳴
沙
山
は
月
の
砂
漠
を
進
む
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
の
イ
メ
ー
ジ
に

近
い
風
景
を
体
験
で
き
る
場
所
と
言
わ
れ
る
だ
け
あ
っ
て
本
当
に
素

晴
ら
し
い
。
特
に
、
風
が
作
り
出
し
た
鋭
角
な
砂
丘
に
で
き
る
日
向
と

日
陰
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
は
幻
想
的
だ
。
砂
を
良
く
見
て
み
る
と
、
赤
・

黄
・
緑
・
白
・
黒
の
５
色
が
あ
り
、
天
候
や
太
陽
の
角
度
に
よ
っ
て
様
々

な
色
合
い
に
な
る
よ
う
だ
。 

 

砂
山
の
頂
上
ま
で
歩
い
て
登
っ
て
み
る
。
登
り
易
い
よ
う
に
階
段
み

た
い
な
も
の
が
付
い
て
い
る
所
（
有
料
）
も
あ
っ
た
が
敢
え
て
何
も
無

い
砂
の
斜
面
に
挑
戦
。
細
か
い
砂
が
足
に
ま
と
わ
り
つ
い
て
、
中
々
前

に
進
め
な
い
。
靴
の
中
も
服
も
砂
だ
ら
け
に
な
っ
た
。
最
後
は
か
な
り

苦
し
か
っ
た
が
休
み
休
み
し
て
何
と
か
頂
上
に
到
達
。
気
分
は
爽
快
、

眺
め
も
最
高
だ
。
日
が
沈
む
ま
で
待
っ
て
夕
焼
け
の
風
景
を
見
た
か
っ

た
が
、
時
間
の
関
係
で
諦
め
た
。
下
山
は
滑
り
台
を
滑
り
降
り
る
よ
う

鳴沙⼭(駱駝) 

鳴沙⼭(⽉⽛泉) 

鳴沙⼭(登⼭途中) 

鳴沙⼭(沙樹) 

鳴沙⼭ 
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に
一
気
に
駆
け
降
り
た
。 

夕
食
後
は
、
み
ん
な
で
爆
竹
を
鳴
ら

し
て
は
し
ゃ
い
だ
。 

［
３
日
目
］ 

同
じ
型
の
飛
行
機
で
帰
路
に
つ
く
。

実
質
一
日
の
観
光
で
あ
っ
た
が
、
盛
り

沢
山
で
楽
し
い
旅
行
だ
っ
た
。 

 

 

３
．
雲
南
省 

⑰
㉙ 

2004
年
７
月
29
日
～
８
月
３
日 

夏
休
み
を
利
用
し
て
妻
と
二
人
で
雲
南
省
を
旅
行
す
る
こ
と
に
し

た
。
ち
ょ
う
ど
仕
事
で
日
本
に
帰
国
し
て
い
た
の
で
、
北
京
へ
の
戻
り

時
期
に
合
わ
せ
て
、
成
田→

北
京→

昆
明
と
い
う
ル
ー
ト
で
雲
南
省
入

り
し
た
。 

［
１
日
目
］ 

Ｊ
Ａ
Ｌ
か
ら
Ｃ
Ａ
（
中
国
国
際
航
空
）
へ
と
乗
り
継
い
で
19
時
過
ぎ

に
昆
明
に
到
着
。
一
日
が
か
り
の
移
動
で
や
や
疲
れ
た
が
気
持
ち
は
ワ

ク
ワ
ク
。
空
港
で
ガ
イ
ド
の
岳
さ
ん
と
待
ち
合
わ
せ
し
て
、「
雲
秀
楼
」

で
夕
食
。
有
名
な
雲
南
料
理
「
過
橋
米
線
」
が
出
て
き
た
。
ス
ー
プ
が

冷
め
な
い
よ
う
に
油
を
加
え
た
米
粉
製
の
麺
（
「
米
線
」
と
呼
ば
れ
て
い

る
）
で
、
昔
、
妻
が
対
岸
に
い
る
科
挙
勉
強
中
の
夫
に
熱
々
の
麺
を
食

べ
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
が
由
来
だ
そ
う
だ
。
今
日
は
機
内
食
だ
け
だ
と

思
っ
て
し
っ
か
り
食
べ
て
し
ま
っ
た
の
で
お
腹
が
苦
し
い
。
21
時
過
ぎ

に
昆
明
緑
州
大
酒
店
に
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
。 

［
２
日
目
］ 

朝
、
ホ
テ
ル
周
辺
を
散
歩
。
ち
ょ
う
ど
良
い
気
候
で
気
持
ち
が
良
い
。

昆
明
は
南
に
位
置
す
る
が
標
高
１
９
０
０
ｍ
と
高
地
の
た
め
年
間
を

通
し
て
穏
や
か
で
「
春
城
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。 

「
石
林
」
に
向
か
う
車
内
で
、
岳
さ
ん
か
ら
雲
南
省
に
つ
い
て
の
説

明
を
し
て
も
ら
っ
た
。
雲
南
省
は
、
土
地
の
94
％
が
山
地
。
北
西
に
あ

る
梅
里
雪
山
（
標
高
６
７
４
０
ｍ
、
未
登
頂
の
山
）
か
ら
南
東
の
ベ
ト

ナ
ム
国
境
付
近
（
標
高
７
６
ｍ
）
ま
で
傾
斜
し
た
形
状
の
省
で
、
様
々

な
気
候
・
自
然
が
見
ら
れ
る
。
山
岳
地
形
の
た
め
省
内
の
移
動
は
大
変

で
、
今
は
航
空
機
が
よ
く
利
用
さ
れ
る
。
こ
の
た
め
昆
明
空
港
は
中
国

で
第
３
番
目
に
発
着
数
の
多
い
空
港
だ
そ
う
だ
。
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
と

も
近
く
交
流
も
多
い
。
鉄
道
も
中
国
で
一
般
的
な
標
準
軌
（
1.5
ｍ
）
の

他
に
、
昆
明
と
ハ
ノ
イ
を
結
ぶ
狭
軌
（
1.0
ｍ
）
や
鉱
物
運
搬
用
の
特
殊

狭
軌
（
0.6
ｍ
）
と
３
種
類
も
あ
る
そ
う
だ
。
ま
た
、
雲
南
省
は
、
動
物
・

植
物
・
非
鉄
金
属
（
金
・
銀
・
銅
・
錫
な
ど
）
が
豊
富
で
と
少
数
民
族

も
25
種
と
多
い
。
ま
た
、
煙
草
の
産
地
と
し
て
も
有
名
で
、
昔
は
麻
薬

の
産
地
で
も
あ
っ
た
そ
う
だ
。
こ
の
他
、
松
茸
の
も
有
名
で
、
年
間
５

０
０
０
ト
ン
も
採
れ
る
と
の
こ
と
。 

９
時
40
分
、
石
林
着
。
石
林
は
、
昆
明
の
南
東
１
０
０
ｋ
ｍ
に
あ
り
、

鳴沙⼭ 
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森
林
と
カ
ル
ス
ト
地
形
に
よ
る
壮
大
な
景
観
が
４
０
０
平
方
ｋ
ｍ
も

続
く
景
勝
地
。
昔
、
海
が
隆
起
し
そ
の
後
の
浸
食
や
地
震
で
岩
山
が
削

ら
れ
、
鋭
い
石
山
の
奇
観
が
数
多
く
出
現
し
た
と
の
こ
と
。
桂
林
も
同

じ
よ
う
に
し
て
で
き
た
が
、
石
林
の
方
が
若
い
と
の
こ
と
。 

午
後
、
今
度
は
西
郊
外
に
あ
る
西
山
森
林
公
園
へ
向
か
う
。
途
中
か

ら
リ
フ
ト
に
乗
り
換
え
て
山
頂
の
「
龍
門
」
へ
。
地
上
か
ら
１
０
０
０

ｍ
も
あ
る
龍
門
の
断
崖
（
標
高
２
３
０
０
ｍ
）
か
ら
の
昆
明
湖
の
眺
め

は
素
晴
ら
し
い
。 

龍
門
か
ら
帰
り
に
突
然
の
豪
雨
に
遭
い

し

ば

ら

く

休

ん

で

い

る
と
、
近
く

に

器

用

に

「
花
文
字
」

を

書

く

お

じ

さ

ん

が

い
た
。
ど
う

や

ら

名

前

を

書

い

て

い

る

ら

し

い
。
と
て
も

綺

麗

で

珍

し
い
の
で
、
自
分
た
ち
二
人
の
他
、
友
達
の
分
ま
で
書
い
て
も
ら
っ
た
。 

雨
が
小
降
り
に
な
っ
た
の
で
、
カ
ー
ト
に
乗
っ
て
下
山
。
途
中
「
華

亭
寺
」
の
中
の
美
術
品
を
扱
っ
て
い
る
店
に
立
ち
寄
っ
た
際
に
、「
棚
田
」

を
描
い
た
一
枚
の
美
し
い
版
画
を
見
つ
け
た
。
棚
田
に
月
光
が
当
た
っ

て
美
し
く
輝
い
て
い
る
も
の
で
枚
数
限
定
。
迷
っ
た
が
、
実
際
に
棚
田

を
見
て
か
ら
と
い
う
気
持
ち
か
ら
買
う
の
を
見
送
っ
た
。 

帰
り
道
で
雲
南
民
族
資
料
館
の
お
茶
屋
に
立
ち
寄
る
。
雲
南
省
は
お

茶
の
原
産
地
で
も
あ
る
。
プ
ー
ア
ー
ル
茶
の
他
に
、
高
原
烏
龍
茶
、
ラ

イ
チ
紅
茶
（
「
東
方
美
人
」
の
名
が
つ
い
て
い
る
）
等
が
有
名
。
い
ろ
い

ろ
試
飲
し
て
み
て
、
お
土
産
に
幾
つ
か
買
っ
た
。 

夕
食
後
、
空
路
で
西
双
版
納
（
シ
ー
サ
ン
パ
ン
ナ
）
に
移
動
。
空
港

で
ガ
イ
ド
の
陳
さ
ん
と
待
ち
合
わ
せ
、
宿
泊
先
の
泰
園
酒
店
へ
。
ホ
テ

ル
で
１
時
間
程
、
足
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
し
て
か
ら
就
寝
。 

［
３
日
目
］ 

朝
、
ホ
テ
ル
の
池
の
周
り
を
散
歩
。
こ
こ
は
亜
熱
帯
。
植
物
の
種
類

も
昆
明
と
は
全
く
違
う
。 

「
カ
ン
ラ
ン
パ
自
由
市
場
」
へ
向
け
出
発
。
街
を
出
て
す
ぐ
に
メ
コ

ン
川
の
橋
を
渡
り
川
に
沿
っ
て
進
む
。
今
は
雨
期
で
、
メ
コ
ン
川
は
茶

褐
色
の
色
を
し
て
水
量
も
多
い
。
こ
れ
が
ベ
ト
ナ
ム
ま
で
続
い
て
い
る

の
か
と
思
う
と
感
動
す
る
。 

昆明_⽯林 昆明_⽯林 

昆明_⻄⼭⿓⾨ 昆明_⽯林 
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９
時
過
ぎ
に
カ
ン
ラ
ン
パ
自
由
市
場
に
到
着
。
野
菜
・
果
物
・
肉
・

生
き
た
ア
ヒ
ル
や
鶏
・
小
物
等
々
何
で
も
売
っ
て
い
て
す
ご
い
活
気
だ
。 

「
大
仏
寺
」
見
学
後
、
泰
族
の
民
宅
を
訪
問
。
高
床
式
の
家
で
実
際

に
泰
族
の
人
が
暮
ら
し
て
い
る
。 

11
時
、
「
孟
輪
植
物
園
」
に
向
け
、
メ
コ
ン
川
に
沿
っ
て
南
東
へ
更

に
１
時
間
進
む
。
道
は
あ
ま
り
良
く
な
い
。
途
中
帰
り
も
含
め
何
回
か

ス
コ
ー
ル
に
遭
っ
た
。
お
蔭
で
あ
ま
り
暑
く
な
い
。
孟
輪
植
物
園
の
広

い
園
内
で
は
多
様
な
熱
帯
植

物
が
見
ら
れ
る
。
他
の
植
物

を
絞
め
殺
し
て
し
ま
う
「
ガ

ジ
ュ
マ
ル
」、
音
に
反
応
す
る

植
物
な
ど
様
々
だ
。 

帰
り
道
、
運
転
手
が
道
端

で
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
を
買
っ
て

く
れ
た
。
完
熟
で
と
て
も
甘

く
て
美
味
し
か
っ
た
。 

夜
に
空
路
で
麗
江
へ
。
飛

行
機
が
１
時
間
遅
れ
た
お
蔭

で
、
西
双
版
納
の
空
港
で
、
ア

ジ
ア
カ
ッ
プ
サ
ッ
カ
ー
を
見

る
こ
と
が
で
き
た
。
日
本
が

ヨ
ル
ダ
ン
に
劇
的
な
勝
ち
方

を
し
た
あ
の
試
合
。
周
り
は

全
て
ヨ
ル
ダ
ン
応
援
、
と
い
う
よ
り
反
日
本
。
妻
も
中
国
で
の
反
日
感

情
を
目
の
当
た
り
に
し
て
戸
惑
っ
た
様
子
。 

麗
江
空
港
で
ガ
イ
ド
の
周
さ
ん
と
待
ち
合
わ
せ
て
、
ホ
テ
ル
（
阿
丹

閣
酒
店
）
へ
。
こ
れ
ま
で
１
泊
で
の
移
動
が
続
い
た
が
、
こ
こ
麗
江
で

は
２
泊
。
や
っ
と
少
し
落
ち
着
く
。 

⻄双版納_孟輪植物園 

⻄双版納_⼤仏寺 

⻄双版納_メコン川 

カンランパ⾃由市場 カンランパ⾃由市場 

カンランパ⾃由市場 

麗江_⽟泉公園 麗江_⽟泉公園 
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［
４
日
目
］ 

麗
江
は
標
高
２
４
０
０
ｍ
。
朝
は
少
し
肌
寒
い
の
で
長
袖
＋
ブ
ル
ゾ

ン
で
出
発
。
ま
ず
「
玉
泉
公
園
」
へ
。「
黒
龍
潭
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る

公
園
で
、
湧
き
水
が
豊
富
。
園
内
か
ら
玉
龍
雪
山
が
見
え
る
と
の
こ
と

だ
が
、
今
日
は
残
念
な
が
ら
雲
の
中
だ
っ
た
。
園
内
に
あ
る
「
東
巴
（
ト

ン
バ
）
博
物
館
」
へ
。
こ
こ
で
は
、
麗
江
の
人
口
の
55
％
を
占
め
る
納

西
（
ナ
シ
）
族
の
象
形
文
字
で
あ
る
東
巴
文
字
や
そ
の
文
化
を
展
示
し

て
い
る
。
東
巴
先
生
（
東
巴
文
化
の
伝
承
者
）
に
記
念
に
東
巴
文
字
で

「
家
内
安
全
」
と
名
前
を
書
い
て
も
ら
い
一
緒
に
記
念
撮
影
。 

９
時
に
「
束
河
村
」
着
。
こ
こ
は
納
西
族
の
住
居
が
村
毎
保
存
さ
れ

て
い
る
。
通
り
の
脇
に
は
堀
が
あ
り
玉
龍
雪
山
か
ら
の
冷
た
い
綺
麗
な

水
が
溢
れ
て
い
る
。
時
々
雨
が
落
ち
て
く
る
。
麗
江
は
雨
の
多
い
所
で
、

一
日
の
う
ち
に
晴
れ
た
り
雨
が
降
っ
た
り
が
何
度
も
繰
り
返
さ
れ
る
。

そ
れ
が
ま
た
古
い
町
並
み
に
似
合
い
、
い
つ
ま
で
居
て
も
飽
き
な
い
。 

麗江_東巴博物館 

麗江_束河村 

⽟⿓雪⼭ 

麗江古城 

麗江古城 

麗江_束河村 

麗江_束河村 

麗江_束河村 

⽟⿓雪⼭ 

麗江古城 
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昼
食
後
、「
玉
龍
雪
山
」
へ
。
当
初
の
計
画
で
は
、
リ
フ
ト
で
途
中
ま

で
と
な
っ
て
い
た
が
、
是
非
に
と
お
願
い
し
て
、
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
で
一

番
高
い
所
に
挑
戦
す
る
こ
と
に
し
た
。
標
高
４
７
０
０
ｍ
近
い
所
な
の

で
、
防
寒
着
を
レ
ン
タ
ル
、
酸
素
ボ
ン
ベ
持
参
で
出
発
。
因
み
に
、
高

山
病
を
回
避
す
る
に
は
、
十
分
な
睡
眠
と
水
分
を
多
く
と
る
こ
と
だ
そ

う
だ
。
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
は
、
霧
（
雲
）
の
中
を
ど
ん
ど
ん
登
っ
て
行
く
。

曇
っ
て
下
が
見
え
な
い
の
で
高
所
恐
怖
症
の
私
に
は
好
都
合
。
４
５
０

０
ｍ
地
点
で
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
を
降
り
、
残
り
は
歩
い
て
の
登
山
。
苦
し

か
っ
た
が
酸
素
ボ
ン
ベ
の
助
け
を
借
り
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
登
り
、
つ
い

に
最
高
点
の
４
６
８
０
ｍ
に
到
達
。
北
半
球
で
最
も
南
に
あ
る
氷
河
が

間
近
に
良
く
見
え
た
。
因
み
に
、
玉
龍
雪
山
自
体
は
雪
崩
が
多
く
、
未

だ
誰
も
制
覇
し
て
い
な
い
未
登
頂
の
山
だ
と
の
こ
と
。
一
方
、
納
西
族

に
と
っ
て
は
神
聖
な
山
で
あ
る
た
め
、
登
山
挑
戦
者
が
出
る
度
に
、
東

巴
先
生
が
「
失
敗
」
を
願
っ
て
祈
り
を
あ
げ
る
と
の
こ
と
。
下
山
後
は

軽
い
高
山
病
か
、
若
干
気
持
ち
が
悪
い
。 

こ
の
あ
と
、
獅
子
山
に
あ
る
「
万
古
楼
」
に
登
り
、「
麗
江
古
城
」
の

町
並
み
を
見
渡
す
。
流
石
、
世
界
文
化
遺
産
⑰
に
な
っ
て
い
る
だ
け
あ

っ
て
素
晴
ら
し
い
眺
め
だ
。 

獅
子
山
か
ら
、
四
方
街
の
方
に
向
か
っ
て
ゆ
っ
く
り
歩
い
て
降
り
て

行
く
。
街
は
観
光
地
化
し
て
人
で
溢
れ
て
い
る
が
ち
ょ
っ
と
残
念
だ
っ

た
が
、
そ
れ
で
も
、
と
て
も
綺
麗
な
町
並
み
風
景
が
至
る
所
に
見
ら
れ

る
。
街
中
に
は
お
店
・
レ
ス
ト
ラ
ン
も
沢
山
あ
る
。
散
策
中
に
あ
る
店

で
ト
ン
バ
文
字
の
印
鑑
を
作
っ
て
貰
っ
た
。
ガ
イ
ド
の
周
さ
ん
に
よ
る

と
、
納
西
族
は
商
売
が
全
く
下
手
で
、
こ
の
た
め
、
漢
族
に
店
を
貸
し

て
営
業
し
て
貰
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。 

夜
は
納
西
族
の
古
典
音
楽
を
観
賞
し
た
。 

［
５
日
目
］ 

今
日
は
「
大
理
」
方
面
へ
。
ホ
テ
ル
か
ら
車
で
何
回
か
山
を
越
え
２

時
間
ほ
ど
で
「
蝴
蝶
泉
」
に
到
着
。
こ
こ
で
ガ
イ
ド
の
戴
さ
ん
と
合
流
。

蝴
蝶
泉
を
散
策
後
、
喜
州
の
白
（
ペ
ー
）
族
の
村
で
、「
三
道
茶
」
を
飲

麗江古城 

麗江古城 

麗江古城 

麗江古城 

納⻄族古典⾳楽 
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み
な
が
ら
白
族
の
民
族
舞
踊
を
鑑
賞
。
三
道
茶
と
は
、
苦
い
お
茶
、
甘

い
お
茶
、
こ
も
ご
も
混
ざ
っ
た
お
茶
を
３
回
に
分
け
て
味
わ
う
。 

こ
の
後
、「
三
塔
寺
」
を
見
て
「
大
理
古
城
」
へ
。
三
塔
寺
は
、
70
ｍ

の
大
塔
と
そ
の
両
側
に
あ
る
40
ｍ
の
二
基
の
小
塔
が
印
象
的
な
お
寺

だ
。 大

理
は
麗
江
に
比
べ
れ
ば
規
模
は
は
る
か
に
小
さ
く
観
光
客
も
少

な
い
。
観
光
に
力
を
入
れ
て
い
な
い
と
の
こ
と
。 

夕
方
、
空
路
に
て
昆
明
へ
。
夕
食
（
キ
ノ
コ
料
理
）
の
後
、
岳
さ
ん

の
案
内
で
、
足
マ
ッ
サ
ー
ジ
へ
。
値
段
は
や
や
高
め
だ
が
腕
は
合
格
。 

［
６
日
目
］ 

午
前
中
に
「
民
族
博
物
館
」
を
見
学
し
、
昼
食
後
に
空
港
へ
。
Ｃ
Ａ

便
に
て
北
京
に
戻
っ
た
。 

今
回
の
旅
は
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
的
に
は
や
や
厳
し
か
っ
た
が
十
分
満

足
で
き
た
。
雲
南
省
に
は
、
こ
の
他
に
も
魅
力
的
な
所
が
沢
山
あ
る
。

例
え
ば
、
壮
観
な
棚
田
の
風
景
で
有
名
な
雲
南
省
南
部
の
「
元
陽
」
や
、

菜
の
花
が
き
れ
い
な
「
羅
平
」（
昆
明
か
ら
車
で
１
日
の
所
）
、
西
北
部

の
桃
源
郷
「
香
格
里
拉
（
シ
ャ
ン
グ
リ
ラ
）」
等
々
。
次
の
機
会
に
是
非

行
っ
て
み
た
い
。 

［
付
記
］ 

2004
年
１１
月
に
会
社
の
同
僚
と
麗
江
・
大
理
を
再
訪
問
し
た
。

こ
の
と
き
は
晴
天
で
玉
龍
雪
山
が
綺
麗
に
見
え
た
。 

⼤理_三塔寺 

⼤理_三塔寺 

⼤理_喜州⽩族村 

⼤理_喜州⽩族村 

⼤理_蝴蝶泉 

⽟⿓雪⼭(ホテルから) 

⽟⿓雪⼭(⽩⽔から) 

[２００４年１１⽉撮影] 
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４
．
ウ
ル
ム
チ
・
ト
ル
フ
ァ
ン 

2004
年
10
月
１
日
～
５
日 

国
慶
節
休
暇
を
利
用
し
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド(

ウ
ル
ム
チ
・
ト
ル
フ
ァ

ン)

の
一
人
旅
に
出
か
け
た
。 

［
１
日
目
］ 

北
京
は
秋
晴
れ
で
気
温
は
15
度
だ
が
、
風
が
強
い
た
め
厚
手
の
上
着

か
必
要
だ
。
北
京
空
港
内
は
い
つ
も
と
同
じ
の
混
み
具
合
だ
が
、
旅
行

客
ば
か
り
で
ビ
ジ
ネ
ス
客
は
い
な
い
。
先
月
か
ら
中
国
国
際
航
空
（
Ｃ

Ａ
）
の
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ウ
ン
ジ
が
使
え
る
よ
う
に
な
り
、
待
ち
時

間
を
ゆ
っ
た
り
と
過
ご
せ
て
嬉
し
い
。 

ほ
ぼ
定
刻
に
離
陸
。
機
体
（
Ｂ
７
６
７
・
２
０
０
）
は
新
し
い
設
備

で
座
席
の
背
も
た
れ
も
高
く
座
高
の
高
い
私
に
は
あ
り
が
た
い
。
天
気

が
良
い
の
と
飛
行
機
が
通
常
よ
り
低
空
（
８
５
０
０
ｍ
）
を
飛
行
し
て

い
る
た
め
、
眼
下
の
景
色
が
よ
く
見
え
る
。
し
ば
ら
く
し
て
内
モ
ン
ゴ

ル
に
入
る
と
砂
漠
が
現
れ
ど
こ
ま
で
も
続
く
。
太
陽
を
追
い
か
け
る
様

に
西
に
進
ん
で
行
っ
た
が
、
19
時
24
分
、

つ
い
に
日
没
。
と
て
も
綺
麗
だ
。
だ
ん
だ

ん
暗
く
な
る
中
、
地
平
線
だ
け
が
オ
レ
ン

ジ
色
に
輝
い
て
い
る
。 

21
時
少
し
前
に
ウ
ル
ム
チ
空
港
到
着
。

ウ
ル
ム
チ
は
北
京
か
ら
約
２
４
０
０
ｋ

ｍ
西
に
あ
り
、
北
京
・
東
京
間
よ
り
遠
い
。

新
疆
ウ
ィ
グ
ル
自
治
区
の
中
心
で
、
世
界
で
最
も
内
陸
に
位
置
す
る
都

市
だ
そ
う
だ
。
北
京
と
同
じ
時
間
を
使
っ
て
い
る
が
実
質
２
時
間
の
時

差
が
あ
る
。
空
港
で
ガ
イ
ド
と
待
ち
合
わ
せ
ホ
テ
ル
（
新
疆
大
酒
店
）

へ
。
ホ
テ
ル
ロ
ビ
ー
で
上
海
在
住
の
日
本
人
グ
ル
ー
プ
（
20
人
）
に
会

う
。
雲
南
の
時
と
比
べ
日
本
人
が
非
常
に
多
い
感
じ
。
年
配
の
人
が
大

半
だ
が
家
族
連
れ
も
多
い
。 

［
２
日
目
］ 

朝
10
時
（
北
京
の
８
時
の
感
覚
）
に
天
池
に
向
け
出
発
。
ガ
イ
ド
の

代
麗
さ
ん
（
女
性
・
23
才
）
は
２
年
間
の
日
本
語
学
校
を
卒
業
し
今
年

４
月
か
ら
旅
行
会
社
に
勤
め
て
い
る
と
の
こ
と
。
た
だ
、
オ
フ
シ
ー
ズ

ン
は
仕
事
が
無
く
な
る
た
め
別
の
仕
事
を
探
し
来
年
ま
た
復
帰
予
定

で
、
今
年
は
私
が
最
後
の
仕
事
と
の
こ
と
。
日
本
語
は
イ
マ
イ
チ
だ
が

真
面
目
で
明
る
い
。
も
っ
と
日
本
語
を
勉
強
し
て
将
来
は
上
海
辺
り
で

働
き
た
い
と
の
こ
と
。 

天
池
ま
で
１
時
間
半
、
道
は
整
備
さ
れ
て
い
て
立
派
だ
。
車
窓
か
ら

は
広
大
な
荒
れ
地
に
放
牧
さ
れ
て
い
る
牛
・
馬
・
羊
が
見
え
る
。
高
速

を
降
り
た
後
は
天
山
山
脈
か
ら
の
清
流
に
沿
っ
て
登
っ
て
行
く
。
途
中

「
パ
オ
」
が
所
々
に
見
え
る
。
パ
オ
は
丸
い
形
を
し
た
カ
ザ
フ
ス
タ
ン

人
の
住
居
で
、
全
て
観
光
用
と
の
こ
と
。
料
金
所
を
過
ぎ
る
と
道
は
更

に
険
し
く
な
っ
た
。
日
陰
に
は
雪
が
残
っ
て
い
る
。
途
中
で
専
用
バ
ス
、

更
に
電
気
自
動
車
に
乗
り
換
え
て
進
む
。 

急
に
視
界
が
開
け
天
池
に
到
着
。
快
晴
で
遠
く
ま
で
よ
く
見
え
る
。

⾶⾏機内からの⽇没 
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青

い

湖

の

奥
に
、
雪
を

被

っ

た

天

山

ボ

ゴ

タ

峰
（
５
４
４

５
ｍ
）
を
中
心
と
す
る
山
々
が
見
え
る
。
中

国
の
ス
イ
ス
と
呼
ば
れ
る
だ
け
あ
っ
て
絶

景
だ
。
た
だ
撮
影
に
は
逆
光
な
の
が
ち
ょ
っ

と
残
念
。
こ
こ
は
海
抜
１
９
８
０
ｍ
だ
が
天
気
が
良
い
せ
い
か
寒
く
は

感
じ
な
い
。
遊
覧
船
（
20
元
）
に
乗
り
湖
を
一
周
し
た
。 

昼
食
後
、
ウ
ル
ム
チ
市
内
へ
戻
り
本
場
の
新
疆
絨
毯
の
製
造
現
場
と

お
店
を
見
学
。
以
前
に
西
安
で
見
た
の
よ
り
規
模
も
大
き
く
立
派
な
も

の
が
多
い
が
見
る
だ
け
で
早
々
に
引
き
上
げ
た
。 

15
時
30
分
、
次
の
目
的
地
の
ト
ル
フ
ァ
ン
へ
向
か
う
。
途
中
、
道
沿

い
に
風
力
発
電
の
設
備
が
数
ｋ
ｍ
に
わ
た
り
連
な
っ
て
い
る
所
が
あ

り
小
休
止
。
車
を
降
り
る
と
す
ご
い
風
、

さ
す
が
風
力
発
電
の
場
所
だ
。
車
は
逆
風

を
受
け
な
が
ら
更
に
進
む
。
平
坦
な
不
毛

の
土
地
が
し
ば
ら
く
続
い
た
が
、
そ
の

後
、
山
々
が
見
え
て
き
た
。
山
と
い
っ
て

も
そ
ん
な
に
高
く
は
な
く
、
石
・
砂
利
・

土
で
で
き
た
裸
の
山
だ
。 

途
中
で
道
を
間
違
え
る
。
今
日
の
運
転
手
（
李
さ
ん
）
は
余
り
慣
れ

て
い
な
い
上
に
地
図
を
見
る
の
が
不
得
意
で
、
結
局
、
私
が
地
図
を
見

て
指
示
す
る
こ
と
に
。
地
図
と
耳
を
頼
り
に
や
っ
と
た
ど
り
着
く
。
後

で
確
認
す
る
と
約
40

km
・
30
分
の
ロ
ス
、
よ
く
こ
れ
で
済
ん
だ
も
の

だ
。 ト

ル
フ
ァ
ン
は
中
国
で
最
も
暑
い
所
で
夏
は
最
高
気
温
が
40
度
を

超
え
る
。
49
度
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
る
そ
う
だ
。
一
方
、
冬
は
零
下
30

に
も
な
る
厳
し
い
気
候
だ
。
広
大
な
ト
ル
フ
ァ
ン
盆
地
の
中
に
あ
り
、

標
高
は
数
十
ｍ
と
内
陸
と
し
て
は
か
な
り
低
地
。
年
間
降
水
量
は
17
ミ

リ
。
乾
燥
し
て
い
る
た
め
果
物
は
甘
く
て
美
味
し
い
。
特
に
葡
萄
は
有

名
で
、
黄
緑
色
の
種
無
し
葡
萄
が
多
い
。
雨
は
少
な
い
が
水
に
は
困
ら

な
い
。
天
山
山
脈
か
ら
の
大
量
の
雪
解
け
水
が
地
下
水
と
な
っ
て
や
っ

て
く
る
た
め
だ
。 

ト
ル
フ
ァ
ン
に
着
く
と
、
明
日
の
予
定
を
繰
り
上
げ
、
カ
レ
ー
ズ
（
坎

儿
井
）
を
見
に
行
く
。
カ
レ
ー
ズ
は
天
山
山
脈
の
伏
流
水
を
オ
ア
シ
ス

に
引
く
地
下
水
路
で
、
万
里
の
長
城
、
大

運
河
と
並
ぶ
中
国
の
古
代
三
大
土
木
工

事
の
ひ
と
つ
だ
そ
う
だ
。
カ
レ
ー
ズ
の
近

く
の
店
で
干
し
葡
萄
を
味
見
し
て
み
た
。

み
ん
な
美
味
し
い
が
、
中
で
も
「
極
品
香
」

と
い
う
の
が
飛
び
抜
け
て
香
り
が
良
く

美
味
し
い
の
で
５
０
０
ｇ
買
っ
た
（
50

天池 

天池 

⾵⼒発電設備 

ぶどう棚 
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元
）。
他
の
よ
り
数
倍
高
か
っ
た
。 

中
国
一
人
旅
で
つ
ま
ら
な
い
の
は
一
人
で
の
食
事
。
三
人
分
位
の
量

が
出
て
き
て
結
局
残
す
こ
と
に
な
る
し
、
間
が
持
た
ず
に 

さ
っ
さ
と

食
べ
て
終
わ
り
に
し
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
今
回
は
、
ガ
イ
ド
の
代
さ
ん

と
運
転
手
の
李
さ
ん
に
無
理
に
頼
ん
で
、
一
緒
に
食
べ
る
こ
と
に
し
た
。

規
則
で
は
一
緒
は
不
可
ら
し
い
が
、
一
緒
の
ほ
う
が
話
も
弾
ん
で
食
事

も
美
味
し
い
。 

夜
、
町
中
を
散
歩
し
て
み
た
。
出
店
・
屋
台
が
い
っ
ぱ
い
で
賑
や
か

だ
。
道
に
は
ロ
バ
車
が
多
い
。
観
光
用
と
実
用
の
両
方
が
あ
る
。
ま
た
、

家
の
入
口
や
道
沿
い
な
ど
至
る
所
に
ト
ル
フ
ァ
ン
の
シ
ン
ボ
ル
の
葡

萄
の
棚
が
あ
る
。
ホ
テ
ル
（
吐
魯
番
賓
館
）
の
前
は
大
通
り
自
体
が
大

き
な
葡
萄
棚
で
覆
わ
れ
て
い
る
。 

ト
ル
フ
ァ
ン
は
人
口
49
万
人
で
、
70
％
が
ウ
ィ
グ
ル
族
。
イ
ス
ラ
ム

教
徒
な
の
で
回
族
と
同
じ
か
と
思
っ
た
ら
違
う
と
の
こ
と
。
回
族
は
男

の
帽
子
の
色
が
白
色
、
ウ
ィ
グ
ル
族
は
カ
ラ
フ
ル
な
色
だ
。
ま
た
、
回

族
の
姓
は
「
馬
」
が
非
常
に
多
く
、
他
に
は
「
代
」
な
ど
。

但
し
、
ガ
イ
ド
の
代
さ
ん
は
漢
族
だ
そ
う
だ
。 

［
３
日
目
］ 

９
時
、
高
昌
故
城
に
向
け
出
発
。
ト
ル
フ
ァ
ン
は
か
な
り

暑
い
所
だ
が
、
今
日
は
涼
し
く
上
着
が
必
要
だ
。
い
き
な
り

道
に
迷
う
。
な
ん
と
高
昌
故
城
は
行
っ
た
こ
と
が
な
い
と
。

道
路
地
図
も
な
い
た
め
、
３
回
ほ
ど
道
を
た
ず
ね
や
っ
と

到
着
。
途
中
、
道
沿
い
に
煙
突
か
ら
火
が
出
て
い
る
の
が
見
え
た
。
ト

ル
フ
ァ
ン
か
ら
哈
密
ま
で
油
田
地
帯
が
あ
る
と
の
こ
と
。 

高
昌
故
城
は
西
遊
記
で
有
名
な
三
蔵
法
師
が
厚
い
も
て
な
し
を
受

け
、
お
礼
に
１
ヶ
月
間
こ
こ
で
仏
教
の
講
義
を
し
た
こ
と
で
も
有
名
な

所
。
ロ
バ
車
（
往
復
50
元
）
に
揺
ら
れ
て
奥
ま
で
進
む
。
土
埃
が
す
ご

く
、
靴
と
ズ
ボ
ン
が
真
っ
白
に
な
っ
た
。
帰
り
の
ロ
バ
車
を
待
っ
て
い

る
と
突
然
声
を
か
け
ら
れ
た
。
振
り
返
る
と
、
知
人
の
Ｓ
さ
ん
（
北
京

駐
在
）
だ
っ
た
。
家
族
と
一
緒
に
ツ
ア
ー
旅
行
に
来
て
い
て
、
今
晩
、

敦
煌
に
向
か
う
と
の
こ
と
。 

次
の
ア
ス
タ
ー
ナ
古
墳
で
は
、
夫
婦
の
ミ
イ
ラ
が
あ
っ
た
が
特
別
面

白
い
も
の
無
か
っ
た
。
ガ
イ
ド
に
よ
る
と
、
こ
こ
に
来
る
の
は
日
本
人

ば
か
り
。
確
か
に
周
り
を
見
る
と
日
本
人
だ
ら
け
。 

次
は
、
火
焔
山
の
山
並
み
を
抜
け
て
ベ
ゼ
ク
リ
ク
千
仏
洞
へ
。
壁
画

の
保
存
状
況
や
規
模
は
敦
煌
の
莫
高
窟
に
は
及
ば
な
い
が
、
こ
こ
か
ら

見
え
る
周
り
の
景
色
は
素
晴
ら
し
い
。
千
仏
洞
と
火
焔
山
の
間
を
縫
う

⾼昌故城 

⾼昌故城 

⾼昌故城 
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よ
う
に
川
が
大
き
な
音
を
立
て
て
流
れ
て
お
り
、
そ
の
付
近
一
帯
が
緑

の
オ
ア
シ
ス
に
な
っ
て
い
る
。
千
仏
洞
の
近
く
の
火
焔
山
の
斜
面
を
登

っ
て
い
る
人
を
見
か
け
た
の
で
、
途
中
ま
で
行
っ
て
み
る
こ
と
に
し
た
。

敦
煌
の
砂
丘
（
鳴
沙
山
）
を
登
る
よ
り
は
楽
だ
が
、
そ
れ
で
も
赤
い
砂

利
土
が
砂
の
よ
う
に
絡
み
付
く
。
ラ
ク
ダ
に
乗
っ
て
山
を
登
っ
て
い
る

人
も
い
る
。
あ
ん
な
急
な
所
を
よ
く
登
れ
る
と
感
心
。
振
り
返
る
と
赤

茶
け
た
火
焔
山
の
山
並
み
が
壮
大
だ
。
こ
の
辺
り
は
普
段
は
か
な
り
暑

く
な
る
様
だ
が
、
今
日
は
薄
曇
り
で
ち
ょ
う
ど
良
い
陽
気
。
斜
面
の
中

間
点
ま
で
登
っ
た
と
こ
ろ
で
時
間
切
れ
、
引
き
返
す
。 

ホ
テ
ル
に
戻
る
途
中
、「
火
焔
山
旅
游
風
景
区
」
と
い
う
所
に
立
ち
寄

る
。
こ
こ
か
ら
の
火
焔
山
が
最
も
き
れ
い
と
の
こ
と
で
、
火
焔
山
バ
ッ

ク
に
記
念
写
真
。
と
こ
ろ
で
、
火
焔
山
と
い
え
ば
三
蔵
法
師
が
馬
を
繋

い
だ
杭
や
猪
八
戒
に
似
た
岩
が
有
名
だ
か
、
今
回
は
時
間
の
関
係
で
行

け
ず
に
残
念
だ
っ
た
。 

昼
食
後
は
、
ト
ル
フ
ァ
ン
地
区
博
物
館
を
見
学
予
定
だ
っ
た
が
、
日

本
人
以
外
は
あ
ま
り
行
か
な
い
と
聞
い
て
中
止
し
、
代
わ
り
に
「
ア
イ

デ
ィ
ン
湖
（
艾
丁
湖
）
」
に
行
く
こ
と
に
し
た
。
海
抜
マ
イ
ナ
ス
154
ｍ

で
中
東
の
死
海
に
次
い
で
世
界
で
２
番
目
に
低
い
所
で
、
今
回
の
予
定

に
は
無
か
っ
た
が
是
非
と
も
行
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
た
。
ア
イ
デ

ィ
ン
湖
は
市
内
か
ら
60

km
の
所
に
あ
る
が
、
普
通
の
車
で
は
行
け
な

い
。
500
元
で
や
っ
と
行
け
る
車
を
見
つ
け
た
。
但
し
、
途
中
の
吐
峪
溝

と
い
う
所
ま
で
回
族
（
イ
ス
ラ
ム
人
）
の
二
人
組
と
の
相
乗
り
が
条
件
。 

14
時
40
分
、
私
と
ガ
イ
ド
、
白
い
帽
子
の
回
族
二
人
組
、
運
転
手
の

５
人
で
出
発
。
し
か
し
、
ア
イ
デ
ィ
ン
湖
は
南
に
あ
る
の
に
東
へ
東
へ

と
向
か
う
。
問
い
正
す
と
、
吐
峪
溝
は
か
な
り
東
の
所
に
あ
る
と
の
こ

と
で
、
１
時
間
近
く
ロ
ス
す
る
が
止
む
を
得
な
い
。
運
転
手
は
、
ア
イ

デ
ィ
ン
湖
よ
り
吐
峪
溝
の
方
が
綺
麗
で
素
晴
ら
し
い
と
盛
ん
に
勧
め

る
。
確
か
に
着
い
て
見
て
み
る
と
大
き
な
パ
ノ
ラ
マ
的
な
景
観
だ
が
、

人
工
的
な
感
じ
で
好
み
で
は
な
か
っ
た
。 

15
時
20
分
、
回
族
２
人
を
降
ろ
し
て
再
出
発
。
30
分
位
進
む
と
す

ご
い
悪
路
に
な
り
、
車
が
壊
れ

そ
う
な
く
ら
い
激
し
く
揺
れ

る
。
運
転
も
か
な
り
荒
っ
ぽ
い
。

こ
れ
で
は
車
高
が
高
い
ア
ウ

ト
ド
ア
用
で
な
い
と
無
理
だ
。

し
ば
ら
く
行
く
と
、
所
々
に
塩

水
が
殆
ど
干
上
が
っ
た
小
さ

ベゼクリク千仏洞 

⽕焔⼭ 

⽕焔⼭ 

⽕焔⼭ 
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な
池
（
と
い

う

よ

り

水

溜
ま
り
）
が

点

々

と

見

え
て
き
た
。

ま
た
、
土
を

掘

り

返

し

た

跡

も

至

る
所
に
あ
る
。
塩
を
採
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。
一
時
間
位
進
む
と
行
き

止
ま
り
、
道
を
間
違
え
た
様
だ
が
、
運
転
手
は
何
と
か
こ
こ
で
済
ま
そ

う
と
し
て
い
る
。
怯
ま
ず
に
引
き
返
し
て
別
の
道
を
探
さ
せ
る
。
結
局
、

３
回
間
違
え
て
あ
き
ら
め
模
様
に
な
っ
た
所
で
、
17
時
25
分
、
つ
い
に

「
艾
丁
湖
」
の
石
碑
を
発
見
。
湖
は
干
上
が
っ
て
見
る
べ
く
も
な
い
が
、

や
っ
と
世
界
第
二
の
低
地
に
た
ど
り
着
い
て
感
激
。
そ
れ
に
し
て
も
、

道
の
途
中
に
案
内
板
が
全
く
な
い
。
そ
れ
だ
け
誰
も
行
か
な
い
所
な
の

か
。
石
碑
の
所
で
、
ウ
ル
ム
チ
か
ら
車
と
自
転
車
で
来
た
四
人
組
に
出

会
っ
た
。
道
中
は
誰
に
も
会
わ
な
か
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
奇
跡
的
だ
。

記
念
に
塩
の
固
ま
り
を
拾
い
、
写
真
を
撮
り
、
た
っ
た
５
分
の
滞
在
で

帰
路
に
つ
く
。
ま
た
一
時
間
は
悪
路
が
続
く
。 

途
中
、
運
転
手
が
盛
ん
に
空
腹
を
訴
え
る
。
彼
は
回
族
で
昼
間
飯
を

食
っ
て
い
な
い
と
い
う
。
断
食
し
て
い
る
の
か
と
聞
い
た
ら
、
今
日
は

忙
し
く
て
食
べ
る
時
間
が
無
い
と
の
こ
と
。
確
か
に
、
ラ
マ
ダ
ン
（
断

食
月
）
は
未
だ
だ
ね
と
大
笑
い
。
19
時

10
分
、
ホ
テ
ル
着
。
運
転
手
に
感
謝
。

疲
れ
た
が
達
成
感
の
あ
る
冒
険
だ
っ

た
。 夕

食
後
、
ウ
ィ
グ
ル
族
の
歌
舞
を
見

る
。
ウ
ィ
グ
ル
族
の
女
性
は
彫
り
が
深

く
美
し
い
。
最
後
は
観
客
も
加
わ
っ
て

一
緒
に
踊
っ
て
盛
り
上
が
っ
た
。
夜
は

ホ
テ
ル
で
按
摩
。
１
０
０
元
／
時
間
と

か
な
り
高
め
。
按
摩
士
は
西
安
の
女
性
で
、
地
元
の
ウ
ィ
グ
ル
族
の
按

摩
士
は
い
な
い
そ
う
だ
。 

［
４
日
目
］ 

朝
、
予
定
に
な
か
っ
た
が
、
ト
ル
フ
ァ
ン
の
シ
ン
ボ
ル
「
蘇
公
塔
」

へ
。
高
さ
44
ｍ
の
塔
に
は
登
れ
な
い
が
、
横
の
モ
ス
ク
の
上
に
登
っ
て

一
面
の
葡
萄
畑
が
見
渡
せ
た
。 

10
時
に
ウ
ル
ム
チ
に
向
け
て
出
発
。
ま
た
３
時
間
の
旅
。
途
中
、
達

板
城
（
ダ
ー
バ
ン
チ
ャ
ン
）
と
い
う
小
さ
な
町
を
通
る
。
ち
ょ
う
ど
、

中
国
語
の
本
に
「
達
板
城
の
姑
娘
（
お
姉
さ
ん
）」
と
い
う
歌
が
あ
っ
た

の
で
覚
え
て
い
る
。
ガ
イ
ド
に
よ
る
と
昔
は
歌
の
よ
う
に
美
人
が
多
か

っ
た
が
近
親
結
婚
が
多
い
せ
い
で
最
近
は
美
人
で
な
く
な
っ
た
と
か
。

列
車
と
並
行
し
な
が
ら
更
に
行
く
と
「
塩
湖
」
が
見
え
て
き
た
。
死
海

並
み
の
塩
分
濃
度
だ
そ
う
だ
。
近
く
に
塩
の
工
場
（
観
光
用
）
も
見
え

ウィグル族の歌舞 

艾丁湖（アイディン湖） 

艾丁湖（アイディン湖） 
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る
。 13

時
、
ウ
ル
ム
チ
到
着
。
昼
食
後
、
お
土
産
屋
へ
。
日
本
語
が
話
せ

る
店
だ
と
い
う
が
、
私
は
ど
う
せ
行
く
な
ら
地
元
向
け
の
店
に
行
き
た

か
っ
た
。
し
か
し
、
彼
女
の
立
場
も
考
え
、
ち
ょ
っ
と
見
て
み
る
こ
と

に
し
た
。
案
の
定
、
観
光
客
向
け
で
値
段
も
高
め
だ
。
で
も
、
地
元
の

弦
楽
器
（
四
胡
の
一
種
）
が
妙
に
気
に
入
り
値
段
交
渉
。
半
分
に
値
切

っ
た
所
で
手
を
打
っ
た
。 

次
に
、
新
疆
ウ
ィ
グ
ル
自
治
区
博
物
館
へ
。
新
館
は
工
事
中
（
来
年

完
成
）
の
た
め
展
示
物
は
非
常
に
少
な
い
。
楼
蘭
の
美
女
の
ミ
イ
ラ
を

身
近
に
み
た
。
眉
毛
や
髪
の
毛
一
本
一
本
ま
で
ち
ゃ
ん
と
し
て
い
た
の

に
は
驚
い
た
。
白
人
そ
う
だ
。
そ
の
他
に
10
体
の
ミ
イ
ラ
が
リ
ア
ル
に

展
示
（
少
々
不
気
味
）
し
て
あ
っ
た
が
、
そ
れ
以
外
は
目
ぼ
し
い
も
の

は
無
か
っ
た
。
そ
の
後
、
市
内
を
一
望
で
き
る
紅
山
（
９
３
４
ｍ
）
に

登
る
。
ウ
ル
ム
チ
は
今
や
高
層
ビ
ル
が
林
立
す
る
大
都
市
と
な
っ
て
い

る
。
山
頂
に
ア
ヘ
ン
戦
争
で
有
名
な
清
末
の
政
治
家
「
林
則
徐
」（
福
建

省
出
身
）
の
像
が
あ
っ
た
。 

夕
食
後
は
街
を
散
策
。
ガ
イ
ド
の
代
さ
ん
に
は
危
険
な
の
で
あ
ま
り

遠
く
ま
で
行
く
な
と
言
わ
れ
た
が
、
１
時
間
以
上
か
け
て
ウ
ィ
グ
ル
族

の
屋
台
の
多
い
解
放
南
路
の
先
ま
で
歩
い
て
み
た
。
ウ
ル
ム
チ
は
人
口

の
８
割
は
漢
族
だ
そ
う
だ
が
、
こ
の
辺
り
は
８
割
が
回
族
か
ウ
ィ
グ
ル

族
だ
。
活
気
が
あ
り
お
祭
り
の
よ
う
な
賑
わ
い
だ
が
、
確
か
に
深
夜
一

人
で
歩
く
の
は
怖
い
か
も
知
れ
な
い
。
夜
は
ま
た
按
摩
（
足
と
全
身
の

２
時
間
で
１
６
０
元
）
。
旅
行
に
来
て
按
摩
を
し
な
が
ら
地
元
の
人
と

話
す
の
は
楽
し
み
の
一
つ
だ
。
と
こ
ろ
で
、
新
疆
に
は
少
数
民
族
の
言

葉
は
色
々
あ
る
が
、
普
通
語
は
十
分
通
じ
る
（
な
ま
っ
た
感
じ
は
あ
る

が
）。 

［
５
日
目
］ 

最
終
日
は
ホ
テ
ル
で
11
時
ま
で
の
ん
び
り
過
ご
し
て
空
港
へ
。
チ
ェ

ッ
ク
イ
ン
時
に
頼
み
込
ん
で
「
前
方
右
窓
側
」
の
席
を
何
と
か
確
保
。

来
る
時
に
見
逃
し
た
天
山
山
脈
を
ど
う
し
て
も
見
た
か
っ
た
か
ら
だ
。

ウルムチ_紅⼭ 

ウルムチ市内 

ウィグル族の市場 

ウィグル族の市場 

天⼭⼭脈（機内から） 
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運
良
く
空
は
快
晴
で
、
離
陸
し
て
直
ぐ
に
万
年
雪
を
抱
い
た
天
山
山
脈

の
大
パ
ノ
ラ
マ
が
見
え
て
き
た
。
手
前
の
赤
茶
け
た
大
地
か
ら
天
山
山

脈
に
続
く
大
地
の
う
ね
り
が
何
と
も
雄
大
だ
。
し
ば
ら
く
す
る
と
山
脈

が
次
第
に
低
く
な
り
赤
茶
け
た
大
地
か
ら
砂
漠
へ
と
風
景
が
移
っ
て

い
く
。
北
京
近
く
ま
で
来
た
時
、「
空
か
ら
の
万
里
の
長
城
」
を
初
め
て

見
る
こ
と
が
で
き
感
激
し
た
。 

今
回
の
旅
行
は
、
好
天
に
恵
ま
れ
、
ま
た
思
い
が
け
ず
「
艾
丁
湖
」

に
も
行
け
て
満
足
だ
。
ま
た
、
時
間
的
に
も
余
裕
が
あ
り
疲
れ
ず
に
の

ん
び
り
と
旅
行
が
で
き
た
。
た
だ
、
ウ
ル
ム
チ
で
「
第
一
号
氷
河
」
に

行
け
な
か
っ
た
の
は
残
念
だ
っ
た
（
７
・
８
月
以
外
は
雪
が
深
く
観
光

禁
止
だ
そ
う
だ
）。 

 

         

５
．
桂
林 

2004
年
10
月
23
日 

会
社
の
イ
ベ
ン
ト
で
桂
林
に
出
席
し
た
際
に
、
桂
林
一
日
観
光
の
機

会
が
あ
り
、
漓
江
下
り
と
两
江
四
湖
巡
り
を
体
験
し
た
。 

８
時
40
分 

漓
江
下
り
出
発
点
「
磨
盤
山
」
に
到
着
。
船
着
場
に
は
ざ

っ
と
50
隻
以
上
の
観
光
船
が
並
ん
で
い
る
。
ど
れ
も
50
人
以
上
は
乗

れ
る
大
型
船
で
山
水
画
に
出
て
く
る
舟
と
は
大
違
い
だ
。 

９
時
10
分 

漓
江
下
り
開

始
。
観
光
船

が
等
間
隔
に

船
隊
を
組
ん

で
一
斉
に
下

り
始
め
る
。

午
前
は
下
り
、

午
後
は
空
船

を
戻
す
と
い

う
段
取
り
だ
。

今
年
は
渇
水

で
例
年
よ
り

水
量
が
少
な

く
浅
い
所
は

漓江下り開始 

漓江下り⾵景 

漓江下りの船 

漓江下り⾵景 

天⼭⼭脈（機内から） 

万⾥の⻑城（機内から） 
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0.5
ｍ
～
１
ｍ
位
し
か
な
い
た
め
、
座
礁
し
な
い
よ
う
に
慎
重
に
進
ん
で

行
く
。
途
中
で
何
度
か
船
底
を
擦
っ
た
。 

30
分
程
経
っ
た
頃
か
ら
観
光
写
真
で
見
る
よ
う
な
風
景
が
現
れ
こ

れ
が
延
々
と
続
く
。
今
日
は
少
し
霞
ん
で
い
て
写
真
の
様
に
鮮
や
か
な

色
で
は
な
い
が
、
逆
に
水
墨
画
の
よ
う
で
趣
が
あ
る
。
こ
の
夏
に
昆
明

の
「
石
林
」
を
見
た
が
、
石
林
の
岩
が
壮
年
期
と
す
れ
ば
、
こ
ち
ら
は

や
や
老
年
期
、
岩
は
角
が
と
れ
て
全
体
に
丸
み
を
帯
び
て
い
る
。
近
く

の
山
か
ら
遠
く
の
山
へ
少
し
ず
つ
色
が
淡
く
な
っ
て
い
く
。
そ
の
シ
ル

エ
ッ
ト
の
重
な
り
合
い
が
何
と
も
絶
妙
だ
。 

途
中
、
竹
の
筏
を
上
手
に
操
る
地
元
の
鵜
飼
の
漁
師
、
岸
辺
で
水
草

を
食
べ
る
水
牛
の
群
れ
等
、
の
ど
か
な
風
景
が
続
く
。
た
だ
、
河
岸
工

事
が
進
み
、
岸
辺
に
モ
ダ
ン
な
別
荘
が
見
え
る
等
、
観
光
化
が
確
実
に

進
ん
で
い
る
よ
う
だ
。 

と
に
か
く
広
く
て
長
い
。
風
光
明
媚
な
山
並
み
が
現
れ
て
は
過
ぎ
て

漓江下り⾵景 

⽔⽜ 

漓江下り⾵景 

⽵の筏 

漓江下り⾵景 

九⾺画⼭ 

漓江下り⾵景 

漓江下り⾵景 

九⾺画⼭ 

漓江下り⾵景 
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行
く
。
途
中
、
船
上
で
の
昼
食
、
昼
寝
・
・
・

長
過
ぎ
て
ち
ょ
っ
と
飽
き
て
き
た
。
浅
瀬

を
越
え
る
の
に
時
間
を
要
し
た
せ
い
か
、

約
１
時
間
遅
れ
の
14
時
40
分
に
終
点

の
陽
朔
に
到
着
。
バ
ス
で
ホ
テ
ル
に
引
き

返
し
た
。 

夜
は
「
两
江
四
湖
」
を
巡
る
船
遊
び
を

体
験
。
两
江
四
湖
と
は
、
桂
林
の
街
を
流

れ
る
２
つ
の
川
（
漓
江
と
桃
花
江
）
と
四

つ
の
人
工
湖
（
榕
湖
・
杉
湖
・
桂
湖
・
木

龍
湖
）
を
船
で
ま
わ
る
１
時
間
半
の
旅
で

最
近
で
き
た
も
の
だ
そ
う
だ
。
船
か
ら
見

え
る
夜
の
街
並
み
は
緑
・
黄
・
赤
の
光
で

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
幻
想
的
だ
。
少
し
人

工
的
過
ぎ
る
感
は
あ
る
が
一
見
の
価
値

あ
り
。
湖
は
河
よ
り
も
水
位
が
3.5
ｍ
～

４
ｍ
高
い
た
め
、
３
ヶ
所
の
水
門
が
あ
る
。

今
回
は
そ
の
う
ち
の
２
カ
所
を
通
過
。
水

門
で
水
位
を
変
え
る
設
備
と
し
て
、
一
般

的
な
水
槽
式
の
も
の
他
に
、
設
備
全
体
が

上
下
す
る
エ
レ
ベ
ー
タ
式
の
も
の
が
あ

り
興
味
深
か
っ
た
。 

６
．
ハ
ル
ピ
ン
：
哈
尓
濱 

2005
年
２
月
８
日
～
10
日 

春
節
休
暇
を
利
用
し
て
極
寒
の
ハ
ル
ピ
ン
旅
行
を
し
た
。 

［
１
日
目
］ 

旧
暦
の
除
夕
（
大
晦
日
）
18
時
に
ハ
ル
ピ
ン
空
港
着
。
小
雪
。
空
港

か
ら
直
接
「
兆
麟
公
園
」
の
氷
祭
り
へ
。
気
温
は
マ
イ
ナ
ス
20
度
以
下
、

寒
い
と
い
う
よ
り
痛
い
。
10
分
位
が
限
界
で
そ
れ
以
上
は
耐
え
難
い
。

先
日
買
っ
た
一
眼
レ
フ
で
撮
影
開
始
。
低
温
で
も
バ
ッ
テ
リ
ー
も
含
め

順
調
に
稼
働
し
て
い
る
。 

ホ
テ
ル
（
昆
侖
大
酒
店
）
に
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
後
、
遅
い
夕
食
を
と
る

こ
と
に
し
た
（
機
内
食
が
な
か
っ
た
の
で
お
腹
が
空
い
た
）
。
店
を
探
す

が
何
処
も
閉
店
、
大
晦
日
の
せ
い
か
。
結
局
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
で
ガ
イ
ド

の
耿(

コ
ウ)

さ
ん
と
一
緒
に
軽
く
食
べ
た
。 

夜
の
12
時
に
年
越
し
の
水
餃
子
（
中
国
版
の
年
越
し
そ
ば
）
を
無
料

で
食
べ
ら
れ
る
と
聞
い
て
、
早
速
１
Ｆ
ロ
ビ
ー
に
降
り
て
い
っ
て
い
た

两江四湖夜景 两江四湖夜景 漓江下り終点 

兆麟公園 氷祭り 

兆麟公園 氷祭り 

兆麟公園 氷祭り 
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だ
い
た
。
ハ
ル
ピ
ン
は
水
餃
子
の
本
場
だ
け
あ
っ
て
美
味
し
い
。
大
盛

り
の
皿
い
っ
ぱ
い
を
平
ら
げ
た
。 

［
２
日
目
］ 

今
日
は
春
節
（
旧
暦
１
月
１
日
）
。
ホ
テ
ル
は
旅
行
客
で
満
杯
。
殆
ど

が
南
方
系
の
人
達
で
、
中
で
も
台
湾
人
が
多
い
。
ガ
イ
ド
の
耿
さ
ん
の

旅
行
社
で
も
客
の
95
％
以
上
は
台
湾
人
と
の
こ
と
。
そ
の
他
、
香
港
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
マ
レ
ー
シ
ア
か
ら
の
人
も
い
る
が
、
不
思
議
な
こ
と

に
日
本
人
は
三
日
間
を
通
し
て
全
く
見
か
け
な
か
っ
た
。
夏
は
結
構
い

る
そ
う
だ
が
、
今
の
季
節
は
年
配
の
人
に
は
敬
遠
さ
れ
る
よ
う
だ
。 

朝
９
時
半
出
発
。
一
時
間
半
か
け
て
二
龍
山
ス
キ
ー
場
へ
。
前
々
か

ら
中
国
で
ス
キ
ー
を
し
た
い
思
い
日
本
か
ら
ス
キ
ー
ウ
ェ
ア
を
持
参

し
て
き
て
い
て
、
こ
れ
ま
で
北
京
の
人
工
ス
キ
ー
場
に
は
何
回
か
行
っ

て
い
る
。
是
非
、
ハ
ル
ピ
ン
で
滑
り
た
い
と
思
っ
て
い
た
が
、
や
っ
と

念
願
が
か
な
っ
た
。
雪
質
は
最
高
だ
が
コ
ー
ス
は
短
く
平
坦
。
そ
れ
な

り
の
急
斜
面
は
あ

る
が
物
足
り
な
い
。

た
だ

10

年
振
り

の
初
滑
り
と
し
て

は
最
高
だ
。 

中
国
で
は
ス
キ

ー
は
ま
だ
ま
だ
メ

ジ
ャ
ー
な
レ
ジ
ャ

ー
で
は
無
い
よ
う

で
、
ほ
と
ん
ど
が

初
心
者
。
華
麗
に

滑
る
人
は
見
か
け

な
い
。
コ
ー
ス
の

途
中
に
止
ま
っ
て

い
る
人
も
多
く
注

⼆⿓スキー場 

ハルピン市街 

冰雪⼤世界 

ロシア料理店 冰雪⼤世界 

⼆⿓スキー場 

ハルピン郊外 

冰雪⼤世界 

ハルピン駅 ⼆⿓スキー場 
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意
が
必
要
だ
。 

４
時
間
は
滑
り
た
い
と
思
っ
て
い
た
が
、
と
て
も
寒
く
て
２
時
間
が

限
界
だ
っ
た
。
特
に
山
頂
は
風
も
あ
り
リ
フ
ト
に
乗
っ
て
い
る
間
に
顔

が
凍
っ
て
し
ま
う
。
で
も
久
し
振
り
に
ス
キ
ー
を
満
喫
で
き
満
足
。
２

時
半
に
遅
い
昼
食
を
と
っ
た
後
、
途
中
、
テ
レ
ビ
塔
を
見
学
し
て
か
ら

ホ
テ
ル
に
戻
り
休
息
し
た
。 

夕
方
６
時
か
ら
昨
日
よ
り
大
規
模
な
氷
祭
り
「
氷
雪
大
世
界
」
見
学
。

ハ
ル
ピ
ン
の
氷
祭
り
「
冰
灯
」
は
全
国
的
に
有
名
で
規
模
も
大
き
い
。

し
か
し
、
最
高
マ
イ
ナ
ス
17
度
、
最
低
マ
イ
ナ
ス
25
度
と
い
う
気
候

は
厳
し
過
ぎ
る
。
１
時
間
で
身
体
は
す
っ
か
り
凍
り
つ
い
て
し
ま
っ

た
。 夕

食
は
「
波
特
曼
西
餐
庁
（
ポ
ー
ト
マ
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
）」
で
ロ
シ

ア
料
理
を
食
べ
た
。
ハ
ル
ピ
ン
は
ロ
シ
ア
と
の
関
係
が
深
く
、
ロ
シ
ア

風
の
施
設
が
目
立
つ
。
こ
の
辺
は
、
通
称
「
ロ
シ
ア
街
」
と
呼
ば
れ
て

い
る
そ
う
だ
。
ロ
シ
ア
料
理
で
一
番
有
名
な
の
は
国
営
の
「
華
梅
西
餐

庁
」
と
い
う
所
だ
が
味
は
こ
ち
ら
の
方
が
は
る
か
に
上
だ
そ
う
で
、
し

か
も
美
し
い
ロ
シ
ア
女
性
の
ピ
ア
ノ
と
弦
楽
器
の
生
演
奏
付
き
。
ボ

ル
シ
チ
や
壷
入
り
シ
チ
ュ
ー
罐
肉
等
々
。
ガ
イ
ド
、
運
転
手
と
三
人
で

し
っ
か
り
食
べ
て
１
５
０
元
（
２
０
０
０
円
弱
）
は
格
安
、
満
足
だ
。 

ガ
イ
ド
の
耿
静
さ
ん
は
ハ
ル
ピ
ン
出
身
の
満
州
族
。
真
面
目
で
予

定
外
の
こ
と
ま
で
快
く
対
応
し
て
く
れ
た
。
運
転
手
の
王
さ
ん
（
漢

族
）
は
北
朝
鮮
通
。
ガ
イ
ド
等
で
北
朝
鮮
に
50
回
以
上
行
っ
て
い
る

と
の
こ
と
。
北
朝
鮮
人
が
国
外
に
出
る
の
は
大
変
だ
が
、
日
本
人
を
含

め
外
国
人
が
北
朝
鮮
に
入
る
の
は
簡
単
と
の
こ
と
。
ハ
ン
グ
ル
語
と
カ

タ
コ
ト
の
日
本
語
が
で
き
る
。 

［
３
日
目
］ 

予
定
に
は
無
か
っ
た
が
、
朝
、「
侵
華
日
軍
７
３
１
部
隊
罪
証
陳
列
館
」

へ
。
所
謂
、
石
井
部
隊
の
細
菌
兵
器
開
発
、
人
体
実
験
の
状
況
を
展
示
。

見
学
者
は
私
一
人
だ
け
。
中
国
で
は
ど
の
地
域
で
も
日
中
戦
争
に
関
す

ロシア料理店 凍結した松花江 

７３１陳列館 

⼈⺠防洪勝利記念塔 

７３１陳列館 

洪⽔の到達点マーク 
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る
展
示
館
が
必

ず
あ
る
。
南
京
や

北
京
の
盧
溝
橋

な
ど
が
有
名
だ
。

中
国
政
府
の
愛

国
主
義
教
育
（
反

日
教
育
）
の
影
響

が
と
て
も
強
い

よ
う
だ
。 

帰
り
に
「
松
花

江
」
の
畔
に
あ
る

人
民
防
洪
勝
利

記
念
へ
。
松
花
江

は
全
長
１
８
４

０
ｋ
ｍ
、
中
国
で

５
番
目
に
長
い

川
で
、
北
朝
鮮
国

境
に
近
い
長
白

山
の
天
池
か
ら

流
れ
出
て
黒
龍

江
（
ア
ム
ー
ル
川
）

に
合
流
し
日
本

海
に
出
る
。
松
花
江
は
冬
に
は
完
全
凍
結
し
ト
ラ
ッ
ク
で
も
走
れ
る
状

態
に
な
る
。
氷
祭
り
で
使
う
氷
は
こ
の
松
花
江
の
氷
を
切
り
出
し
て
使

う
そ
う
だ
。 

松
花
江
の
河
畔
か
ら
ロ
シ
ア
街
を
散
策
。
石
畳
の
道
が
何
と
も
素
晴

ら
し
い
。
こ
の
石
畳
の
石
は
各
々
の
長
さ
／
深
さ
が
1.5
ｍ
も
あ
り
、
非

常
に
丈
夫
な
作
り
と
な
っ
て
い
る
そ
う
だ
。 

東
北
虎
林
（
サ
フ
ァ
リ
パ
ー
ク
）
を
見
物
後
、
松
花
江
の
中
州
に
あ

る
「
太
陽
島
」
で
今
度
は
雪
祭
り
を
見
物
。
午
後
２
時
で
最
も
温
か
い

時
だ
が
そ
れ
で
も
マ
イ
ナ
ス
17
度
、
早
々
に
引
き
揚
げ
た
。
水
餃
子
店

で
昼
食
を
と
っ
た
後
、
ロ
シ
ア
正
教
の
美
し
い
教
会
「
聖
ソ
フ
ィ
ア
教

会
（
聖
索
菲
亜
教
堂
）」
を
見
学
し
た
後
、
空
港
へ
。 

北
京
に
着
く
と
、
気
温
０
度
だ
が
温
か
く
感
じ
た
。 

 
 

聖ソフィア教会 

聖ソフィア教会 

太陽島雪祭り ロシア街の⽯畳 

太陽島雪祭り ロシア街の⽯畳 

聖ソフィア教会 

東北⻁林 
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７
．
黄
山
・
宏
村 

⑦
㉗ 

2005
年
11
月
25
日
～
27
日 

安
徽
省
出
張
の
機
会
に
、
仕
事
仲
間
10
名
（
う
ち
日
本
人
２
名
）
と

世
界
遺
産
の
黄
山
と
宏
村
を
旅
行
し
た
。 

［
１
日
目
］ 

仕
事
の
関
係
で
、
北
京
か
ら
西
安
・
上
海
を
経
由
し
、
前
日
深
夜
に

安
徽
省
（
黄
山
）
入
っ
た
。
当
日
は
午
前
中
で
会
議
が
終
わ
り
、
午
後

か
ら
は
フ
リ
ー
タ
イ
ム
。
皆
で
宏
村
を
観
光
。
宏
村
は
世
界
文
化
遺
産

に
登
録
さ
れ
て
い
る
「
安
徽
省
古
民
居
群
」
の
中
の
一
つ
。
未
解
放
地

区
な
の
で
外
国
人
は
入
境
許
可
書
の
取
得
が
必
要
だ
が
、
仲
間
の
中
国

人
に
紛
れ
て
許
可
書
無
し
で
入
る
こ
と
が
で
き
た
。
宏
村
は
明
・
清
時

代
の
民
家
が
ほ
ぼ
完
璧
に
保
存
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
水
と
良
く
調
和

し
て
い
る
。
特
に
池
の
水
に
映
っ
た
街
の
光
景
は
素
晴
ら
し
い
。 

［
２
日
目
］ 

世
界
複
合
遺

産
の
黄
山
へ
。
バ

ス
で
麓
の
慈
光

閣
ま
で
行
き
、
こ

こ
か
ら
玉
屏
ロ

ー
プ
ウ
ェ
イ
で

標
高
１
６
８
０

ｍ
の
玉
屏
楼
ま

で
一
気
に
登
る
。

少
し
肌
寒
い
が

快
晴
で
周
り
の

山
々
が
く
っ
き

り
と
見
え
る
。 

登
山
客
に
手

招
き
を
し
て
い

宏村全景 

宏村⾵景 

宏村⾵景 

宏村_⽔に映える町並み 

⻩⼭_⽟屏楼付近 

宏村への途上 

宏村⼊⼝ 

宏村⾵景 

宏村_⽔に映える町並み 

⻩⼭_⽟屏楼付近 
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る
様
な
迎
客
松
を
バ
ッ
ク
に
記
念
撮
影
。
こ
の
後
、
黄
山
最
高
峰
（
標

高
１
８
６
４
ｍ
）
の
蓮
花
峰
に
登
る
組
と
ス
キ
ッ
プ
組
に
分
か
れ
た
が
、

も
う
ひ
と
り
の
日
本
人
の
Ｎ
さ
ん
も
無
理
や
り
誘
っ
て
登
る
組
へ
。
途

中
は
と
て
も
険
し
く
下
を
見
る
と
目
が
眩
み
そ
う
に
な
る
。
や
っ
と
の

思
い
で
頂
上
へ
。
眺
め
は
最
高
で
遠
く
ま
で
く
っ
き
り
綺
麗
に
見
え
る
。 

下
山
後
、
今
度
は
絶
壁
に
刻
ま
れ
た
石
段
「
百
歩
雲
梯
」
を
息
を
切

ら
れ
な
が
ら
一
気
に
登
り
、
光
明
頂
（
標
高
１
８
４
０
ｍ
）
へ
。
遠
く

に
「
飛
来
石
」
は
見
え
た
。
飛
来
石
は
空
か

ら
飛
ん
で
き
て
刺
さ
っ
た
様
な
格
好
の

12
ｍ
も
あ
る
奇
石
。
ど
の
よ
う
に
し
て
出

来
た
か
本
当
に

不
思
議
だ
。 

天
海
餐
庁
で

昼
食
後
、
飛
来

石
に
向
か
っ
て

進
む
。
日
陰
の

道
に
は
数
日
前

に
降
っ
た
雪
が

ま
だ
か
な
り
残

っ
て
い
る
。 

こ
の
後
、
雨

上
が
り
に
雲
海

が
涌
い
て
来
る
の
が
有
名
で
、
夕
日
の
名
勝

地
で
も
あ
る
排
雲
亭
へ
。
今
日
は
雲
一
つ
無

い
。
一
日
中
歩
き
続
け
て
、
夕
方
や
っ
と
北

海
賓
館
に
到
着
。

夕
焼
け
に
映
る

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ

が
綺
麗
だ
。 

⻩⼭_迎客松 

蓮花峰(最⾼峰)⼭頂にて 

⻩⼭_光明頂への途上 

⻩⼭_⾶来⽯を望む 

⻩⼭_排雲亭 

⻩⼭_迎客松 

⻩⼭_光明頂への途上 

蓮花峰(最⾼峰)⼭頂から 

⻩⼭_⾶来⽯ 

⻩⼭_光明頂から ⻩⼭_百歩雲梯 

⻩⼭_⾶来⽯への途上 
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［
３
日
目
］ 

早
起
き
し
て
ご
来
光
を
見
に
清
涼
台
へ
登
る
。
今
日
も
快
晴
。
山
の

端
が
次
第
に
赤
く
染
ま
り
や
が
て
太
陽
が
顔
を
出
す
、
そ
の
刻
々
と
変

化
す
る
様
子
は
実
に
神
秘
的
だ
。
朝
食
後
、
黒
虎
松
か
ら
始
信
峰
を
見

た
後
、
下
り
の
雲
谷
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
で
雲
谷
寺
へ
、
バ
ス
に
乗
り
換
え

下
山
。
途
中
、
お
茶
屋
さ
ん
で
買
物
タ
イ
ム
。
黄
山
毛
峰
と
い
う
緑
茶

が
有
名
で
１
セ
ッ
ト
購
入
し
た
。 

午
後
は
有
志
３
人
で
ゴ
ル
フ
。
連
日
の
登
山
の
疲
れ
で
途
中
か
ら
足

を
引
き
吊
り
な
が
ら
プ
レ
ー
。
夕
食
後
皆
と
別
れ
一
人
深
夜
便
で
北
京

へ
戻
っ
た
。
無
茶
を
し
て
バ
テ
バ
テ
に
な
っ
た
が
と
て
も
楽
し
い
旅
だ

っ
た
。 

   
 

<スケジュール> 

11/24(木) 上海→黄山 MU5561(21:15-22:10) 

 黄山高尓夫酒店泊 

11/25(金) ＡＭ 仕事、ＰＭ 宏村観光 黄山高尓夫酒店泊 

11/26(土) 終日 黄山観光 北海賓館 

11/27(日) ＡＭ 黄山観光、ＰＭ ゴルフ 

黄山→北京 CA1552(21:25-23:35) 

⻩⼭_排雲亭 ⻩⼭_⼣暮れ 

⻩⼭_北海賓館 ⻩⼭_早朝の清涼台 

⻩⼭_ご来光 in 清涼台 ⻩⼭_ご来光 in 清涼台 

⻩⼭_早朝の雲海 ⻩⼭_清涼台 
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８
．
張
家
界
・
鳳
凰 

⑧ 

2006
年
５
月
18
日
～
22
日 

仕
事
の
関
係
で
10
名
の
仲
間
（
う
ち
日
本
人
３
名
）
と
張
家
界
を
旅

行
し
た
。
張
家
界
は
１
９
９
２
年
に
「
武
陵
源
」
の
名
前
で
世
界
自
然

遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
る
。
中
国
に
あ
る
４
つ
の
自
然
遺
産
の
う
ち
の

ひ
と
つ
で
前
か
ら
是
非
行
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
た
所
。
や
っ
と
夢

が
叶
っ
た
。 

［
１
日
目
］ 

南
京
で
の
仕
事
を
終
え
夜
行
便
で
張
家
界
へ
。
出
迎
え
の
ガ
イ
ド
は

地
元
の
少
数
民
族
「
土
家
族
」
の
青
年
。
分
か
り
易
い
中
国
語
だ
が
私

の
実
力
で
は
半
分
聞
き
取
る
の
が
や
っ
と
。
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
に
乗
り
15

分
で
ホ
テ
ル
着
。
と
て
も
蒸
し
暑
い
。
昼
間
の
最
高
気
温
は
35
度
だ
っ

た
と
の
こ
と
。 

今
回
は
前
半
が
猛
洞
河
川
下
り
と
鳳
凰
古
城
観
光
、
後
半
が
本
命
の

張
家
界
（
武
陵
源
）
観
光
だ
。 

［
２
日
目
］ 

朝
９
時
出
発
。
狭
く
て
乗
り
心
地
に
悪
い
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
に

揺
ら
れ
２
時
間
半
で
猛
洞
河
に
到
着
。
ガ
イ
ド
が
「
全
身
ず
ぶ

濡
れ
に
な
る
か
ら
覚
悟
し
て
」
と
言
う
の
で
、
急
い
で
、
雨
具

と
サ
ン
ダ
ル
、
眼
鏡
止
め
一
式
を
10
元
で
買
っ
て
準
備
し
た

が
、
ガ
イ
ド
は
殆
ど
意
味
が
な
い
と
言
う
。
筏
風
の
ゴ
ム
ボ
ー

ト
に
乗
っ
て
川
下
り
（
中
国
語
で
「
漂
流
」
と
言
う
）
を
開
始
。

最
初
は
流
れ
が
緩
や
か
。
途
中
で
お
兄
さ
ん
が
舟
で
近
づ
い
て

き
て
水
鉄
砲
や
ら
バ
ケ
ツ
を
買
え
と
勧
め
る
。
何
に
使
う
の
か

と
思
っ
て
前
を
見
た
ら
、
ボ
ー
ト
同
士
で
水
の
掛
け
合
い
合
戦

を
や
っ
て
い
る
。
激
戦
で
皆
ず
ぶ
濡
れ
。
我
々
の
舟
は
参
戦
を

回
避
し
よ
う
と
し
た
が
、
一
緒
に
乗
っ
た
女
性
３
人
組
が
仕
掛

け
て
し
ま
っ
た
た
め
一
斉
に
戦
闘
状
態
に
。
水
鉄
砲
売
り
の
お

兄
さ
ん
の
策
略
に
ま
ん
ま
と
嵌
ま
る
。 

猛洞河川下り 

猛洞河川下り 

芙蓉鎮 

猛洞河川下り 

猛洞河川下り 

猛洞河川下り 



35 
 

３
時
間
超
え
の
川
下
り
、
後
半
は
み
な
戦
闘
に
飽
き
た
の
と
川
が
急

流
に
な
っ
た
こ
と
で
本
来
の
川
下
り
を
楽
し
む
。
上
半
身
は
水
掛
け
戦

争
、
下
半
身
は
川
下
り
の
し
ぶ
き
で
、
結
局
、
雨
具
の
甲
斐
な
く
全
身

ず
ぶ
濡
れ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。 

２
時
過
ぎ
に
芙
蓉
鎮
と
い
う
所
で
昼
食
。
こ
の
付
近
は
大
部
分
が
少

数
民
族
で
漢
族
は
20
％
と
の
こ
と
。
土
家
族
語
で
、
女
性
は
「
ア
ー
メ

ン
」、
男
性
は
「
ア
ー
グ
」
と
言
う
と
ガ
イ
ド
か
ら
聞
い
て
、
食
事
の
時

に
皆
で
係
員
を
「
ア
ー
メ
ン
、
ア
ー
メ
ン
」
と
呼
ん
で
み
た
。
食
後
、

街
を
ブ
ラ
ブ
ラ
す
る
。
街
中
に
「
人
民
公
社
」
の
看
板
が
あ
る
。
中
国

に
来
て
初
め
て
見
る
。 

次
の
目
的
地
の
鳳
凰
に
向
か
う
車
窓
に
は
田
園
風
景
が
広
が
る
。
こ

の
辺
り
は
棚
田
が
多
い
。
今
は
田
植
え
の
季
節
。
機
械
は
無
く
、
牛
と

人
手
で
作
業
し
て
い
る
。 

途
中
、
昔
は
殆
ど
の
住
民
が
強
盗
だ
っ
た
と
言
う
物
騒
な
町
：
吉
首

県
や
有
名

な

白

酒

「
酒
鬼
」

の
工
場
脇

を
通
っ
て
、

３
時
間
半

か
け
て
鳳

凰
に
到
着
。 

夕
食
後
、

鳳
凰
古
城

夜
景
を
観

光
。
古
い

街
並
み
と

城
壁
が
ラ

イ
ト
ア
ッ

「姜糖」製造中 

鳳凰古城の朝 

鳳凰古城のお店 

鳳凰古城の街並み 

鳳凰古城_沱江 

棚⽥⾵景 

鳳凰古城夜景 

鳳凰古城の街中 

鳳凰古城の街並み 

鳳凰古城_沱江 
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プ
さ
れ
、
沱
江
に
映
る
光
景
は
絶
品
だ
。
沱
江
に
あ
る
跳
石
を
伝
っ
て

対
岸
の
酒
場(

酒
吧)

へ
。
皆
で
酒
を
酌
み
交
わ
し
夜
景
を
楽
し
ん
だ
。 

［
３
日
目
］ 

朝
か
ら
鳳
凰
古
城
を
観
光
。
鳳
凰
は
湖
南
省
の
西
部
に
位
置
し
明
・

清
時
代
の
古
い
街
並
み
が
残
る
古
城
。
周
囲
を
青
い
山
々
に
囲
ま
れ
、

町
の
真
ん
中
を
「
沱
江
」
が
悠
々
と
流
れ
て
い
る
。
地
元
苗
族
の
作
家

「
瀋
従
文
」
の
小
説
「
辺
城
」
の
映
画
が
80
年
代
に
大
ヒ
ッ
ト
し
た
こ

と
も
あ
り
中
国
人
に
は
有
名
な
所
ら
し
い
が
、
日
本
人
は
殆
ど
見
掛
け

な
い
。
私
も
今
回
初
め
て
知
っ
た
。
た
だ
、
地
球
の
歩
き
方
の
最
新
号

（
06
～
07
）
に
鳳
凰
の
特
集
が
載
っ
て
い
る
の
で
今
後
は
日
本
人
が

押
し
寄
せ
る
か
も
し
れ
な
い
。 

石
畳
の
路
地
の
両
側
に
は
商
店
が
並
び
活
気
に
溢
れ
て
い
る
。
苗
族

の
女
性
が
手
作
り
の
土
産
物
を
売
っ
て
い
る
。
ま
た
「
姜
糖
」
と
呼
ば

れ
る
生
姜
飴
を
独
特
の
延
ば
し
方
で
作
っ
て
い
る
店
も
有
る
。
何
個
か

土
産
に
買
っ
た
（
１
個
３
元
）。
橋
の
た
も
と
か
ら
小
舟
に
乗
っ
て
沱

江
を
ゆ
っ
く
り
遊
覧
。
両
岸
に
は
、
半
分
位
が
川
に
突
き
出
て
い
る
こ

の
地
方
独
特
の
木
造
の
家
が
見
え
、
畔
で
は
女
性
達
が
川
で
洗
濯
を
し

て
い
る
。
対
岸
か
ら
は
若
い
女
性
の
歌
う
民
謡
の
声
が
聞
こ
え
て
く
る

（
こ
れ
は
観
光
用
だ
そ
う
だ
）。
次
に
「
虹
橋
（
沱
江
に
か
か
る
大
き

な
石
橋
）」
の
上
に
建
つ
「
風
雨
楼
」
へ
。
こ
こ
か
ら
の
眺
め
は
特
に

素
晴
ら
し
い
。
鳳
凰
の
紹
介
写
真
と
し
て
よ
く
使
わ
れ
る
と
の
こ
と
。

河
沿
い
に
は
堤
防
代
わ
り
の
城
壁
が
続
き
、
こ
れ
に
並
行
し
て
豪
商
の

邸
宅
が
並
ぶ
「
老
菜
街
」
が
あ
る
。
こ
の
後
、「
東
門
城
楼
」「
瀋
従
文

故
居
」「
楊
家
祠
堂
」「
熊
希
齢
故
居
」
を
見
て
ま
わ
り
、
昼
食
後
、
車

で
張
家
界
へ
戻
る
。 

［
４
日
目
］ 

い
よ
い
よ
張
家
界
観
光
。
天

気
は
晴
れ
で
や
や
霞
が
か
か

っ
て
い
る
。
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
で

鳳凰古城_沱江 鳳凰古城_沱江 

鳳凰古城_沱江遊覧 鳳凰古城_沱江遊覧 

鳳凰古城_沱江遊覧 鳳凰古城_沱江遊覧 

張家界⼊⼝ 
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「
黄
石
寨
」
へ
。
最
新
式
の
設
備
で
３
つ
の
黄
色
い
ゴ
ン
ド
ラ
が
セ
ッ

ト
で
一
緒
に
動
く
。
怖
が
る
時
間
も
無
い
く
ら
い
早
く
終
点
に
到
着
。

「
黄
石
寨
」
は
切
り
立
っ
た
山
の
上
か
と
思
っ
た
ら
案

外
平
坦
で
誰
で
も
歩
け
る
。
「
六
奇
閣
」
「
摘
星
台
」
と

歩
き
、
「
琵
琶
渓
」
「
五
指
峰
」
を
見
て
ま
わ
る
。
黄
山

と
も
違
う
、
桂
林
と
も
違
う
独
特
の
奇
景
に
た
だ
圧
倒

さ
れ
る
。
言
葉
で
説
明
す
る
よ
り
写
真
を
見
て
も
ら
っ

た
方
が
早
い
が
、
実
際
は
写
真
以
上
に
凄
い
。 

午
後
は
「
金
鞭
渓
」
へ
。
渓
谷
に
沿
っ
た
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を
「
水

繞
四
門
」
ま
で

２
時
間
散
策
。

途
中
、「
金
鞭
岩
」

「
紫
草
潭
」「
千

里
相
会
」
を
見

て
回
る
。
武
陵

源
が
黄
山
と
違

う
の
は
、
緑
と

水
が
多
い
こ
と

だ
。
こ
の
後
、

車
で
「
宝
峰
湖
」

へ
行
き
、
小
舟

で
湖
上
を
遊
覧

し
た
。 

［
５
日
目
］ 

絶
好
の
天
気

で
霞
も
無
い
。

今
日
は
「
天
子

山
」
方
面
へ
。

先
ず
、
観
光
電

⻩⽯寨ロープウェイ 張家界_⻩⽯寨 

張家界_⻩⽯寨 

張家界_⻩⽯寨 

張家界_⾦鞭渓 

張家界_⻩⽯寨 

張家界_⻩⽯寨 

張家界_⾦鞭渓 

張家界_⽔繞四⾨ 張家界_宝峰湖遊覧 

苗族の⼥性と 

張家界_⼗⾥画廊 
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車
に
乗
っ
て
「
十
里
画
廊
」
へ
。
こ
こ
か
ら
見
る
景
色
は
圧
巻
で
そ
の

名
の
通
り
一
面
画
廊
の
様
だ
。
一
眼
レ
フ
で
写
真
を
撮
り
ま
く
る
。
こ

の
後
、
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
で
「
賀
龍
公
園
」
へ
登
り
、
こ
こ
か
ら
、「
御
筆

峰
」「
仙
女
献
花
」
な
ど
を
見
る
。
下
山
後
、
時
間
が
余
っ
た
の
で
、
有

志
で
「
龍
王
洞
」
を
観
光
し
た
。 

最
後
の
夕
食
は
皆
で
盛
り
上
が
っ
た
。
白
酒
も
入
り
、
店
の
「
ア
ー

メ
ン
」
（
土
家
族
の
女
性
店
員
）
と
記
念
写
真
。 

盛
り
上
が
っ
て
い
る

最
中
、
仕
事
の
関
係
で
、

私
は
皆
と
別
れ
ひ
と
り

空
港
へ
。
深
夜
に
北
京

に
戻
っ
た
。 

  

張家界_⼗⾥画廊 張家界_⼗⾥画廊 

張家界_賀⿓公園から 張家界_賀⿓公園から 

⿓王洞 ⿓王洞 

<スケジュール> 

5/18(木)南京->張家界 MU2707(20:40-22:00) [張家界泊]民航旅游山庄 

5/19(金)猛洞河川下り。土家族の村:芙蓉鎮で昼食&観光。専用車で鳳凰へ(3.5H)。 

夕食後 鳳凰古城の夜景観光。[鳳凰泊]暁園賓館 

5/20(土)鳳凰古城観光(沱江遊覧,虹橋風雨楼,東門城楼,瀋従文故居,楊家祠堂,熊希

齢故居) 専用車で張家界へ。[張家界泊]民航旅游山庄 

5/21(日)武陵源観光 「黄石寨」(摘星台六奇閣・琵琶渓・五指峰) 「金鞭渓」(金鞭

岩・紫草潭・千里相会・水繞四門)、宝峰湖上遊覧 [張家界泊]武陵源賓館 

5/22(月)張家界「武陵源」観光 「天子山」(賀龍公園・御筆峰・仙女献花・十里画廊)

「龍王洞」観光、買物、夕食後空港へ。張家界->北京 CA1384(21:40-23:55) 

⼟家族の店員 下りロープウェイ 



39 
 

９
．
平
遙
・
太
原 

⑱ 

2006
年
６
月
24
日
～
25
日 

急
に
旅
に
出
た
く
な
り
、
近
く
て
手
頃
な
世
界
遺
産
「
平
遙
古
城
」

へ
行
く
こ
と
に
し
た
。
平
遥
は
明
代
か
ら
清
代
末
期
ま
で
山
西
商
人
の

拠
点
で
あ
り
、
特
に
清
代
末
期
は
為
替
業
務
で
栄
え
た
中
国
の
金
融
中

心
地
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
没
落
し
た
が
、
再
開
発
が
行
わ
れ
な
か
っ
た

た
め
、
明
代
始
め
に
造
営
さ
れ
た
町
が
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
る
。 

今
回
は
旅
行
社
経
由
で
全
て
手

配
し
た
の
で
楽
な
旅
だ
っ
た
。 

［
１
日
目
］ 

朝
、
北
京
か
ら
空
路
で
太
原
へ
。

空
港
で
ガ
イ
ド
の
Ｗ
さ
ん
と
待
ち

合
わ
せ
専
用
車
で
出
発
。
最
初
は

太
原
市
内
の
「
普
祠
」
へ
。
普
祠

は
周
の
武
王
の
子
の
唐
叔
虞
を
祭

っ
た
所
だ
そ
う
だ
。
滾
々
と
湧
き

出
る
泉
「
難
老
泉
」
と
樹
齢
三
千

年
の
傾
い
た
柏
の
老
木
が
印
象

的
。
Ｗ
さ
ん
の
話
で
は
世
界
遺
産

に
追
加
申
請
中
と
の
こ
と
。 

こ
の
後
、
高
速
を
と
ば
し
て
平

遙
へ
。
途
中
で
警
察
の
パ
ト
カ
ー

に
停
め
ら
れ
る
。
何
か
と
思
え
ば
、
我
々
の
車
の
後
部
ナ
ン
バ
ー
プ
レ

ー
ト
が
無
い
。
今
朝
盗
ま
れ
た
と
の
こ
と
。
中
国
で
は
よ
く
あ
る
ら
し

い
。
北
京
で
も
プ
レ
ー
ト
無
し
新
車
は
良
く
見
掛
け
る
が
呆
れ
た
。
10

分
位
調
べ
た
後
、
お
咎
め
無
し
で
解
放
さ
れ
る
。 

「
平
遙
古
城
」
の
城
壁
（
西
門
）
に
到
着
。
突
然
、
人
力
車
の
叔
父

さ
ん
が
声
を
掛
け
る
。
Ｗ
さ
ん
の
友
達
で
、
彼
に
た
だ
で
人
力
車
に
乗

せ
て
貰
い
城
内
へ
。
西
大
街
か
ら
南
大
街
に
入
る
と
シ
ン
ボ
ル
の
「
市

楼
」
が
見
え
て
き
た
。「
県

衙
（
ガ
）」
を
見
た
後
、「
成

錦
雲
」
と
い
う
店
で
昼
食
。

午
後
は
、
銀
行
（
両
替
商
）

の
元
祖
「
日
昇
昌
」
を
見

学
、
そ
の
後
、
さ
っ
き
の

人
力
車
の
叔
父
さ
ん
の

案
内
で
、
城
内
に
住
ん
で

漆
塗
り
の
工
芸
品
を
作

っ
て
い
る
「
侯
さ
ん
一
家
」

を
訪
問
。
中
で
お
茶
を
飲

み
な
が
ら
お
喋
り
し
た

り
太
極
拳
の
実
演
を
見

せ
て
貰
っ
た
り
し
た
。
帰

り
に
、
漆
塗
り
の
素
敵
な

太原_普祠 太原_普祠 

平遙古城_⻄⾨ 普祠の難⽼泉 

平遙古城_⽇昇昌 平遙古城_市楼 
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指
輪
ケ
ー
ス
（
２
８
０
元
）
を
妻
の
た
め
に
購
入
し
た
。
こ
の

後
、
暑
い
中
だ
っ
た
が
、
城
壁
に
登
り
西
門
か
ら
東
門
ま
で
半

周
し
た
（
１
周
は
6.4
ｋ
ｍ
）。
城
壁
は
数
年
前
の
地
震
で
少
し
崩

れ
た
所
も
あ
る
そ
う
だ
が
保
存
状
態
は
良
好
。
途
中
、
モ
ン
ゴ

ル
様
式
の
「
奎
星
楼
」
に
登
り
街
の
全
景
を
見
る
こ
と
が
で
き

た
。 夕

方
、
近
く
の
「
双
林
寺
」
と
「
鎮
国
寺
」
を
観
光
し
た
後
、

夕
食
の
時
間
ま
で
ホ
テ
ル
に
戻
り
休
憩
し
て
い
る
と
、
突
然
激

し
い
雷
雨
が
襲
っ
て
き
た
。
と
に
か
く
凄
い
。
豪
雨
の
中
を
夕

食
の
店
に
飛
び
込
む
。
こ
の
辺
は
毎
日
の
様
に
雷
雨
・
嵐
が
あ

る
そ
う
だ
。 

［
２
日
目
］ 

平
遙
か
ら
太
原
へ
戻
る
途
中
で
「
喬
家
大
院
」
を
観
光
。
清
代

に
財
を
な
し
た
豪
商
の
邸
宅
（
３
１
３
も
部
屋
が
あ
る
豪
邸
）

を
博
物
館
に
し
た
も
の
。
映
画
の
撮
影
舞
台
に
も
な
っ
た
た
め

観
光
客
が
多
か
っ
た
。
そ
の
後
、
太
原
市
内
に
戻
り
「
双
塔
寺
」

観
光
。
２
つ
の
八
角
形
13
層
の
塔
が
全
く
同
じ
形
で
鏡
に
映
し

た
様
だ
。 

時
間
が
余
っ
た
の
で
「
汾
河
」
の
河
岸
付
近
を
散
策
。
更
に
、

按
摩
店
で
時
間
を
潰
し
て
空
港
へ
。
19
時
の
フ
ラ
イ
ト
で
北
京

に
戻
っ
た
。 

 

平遙古城_奎星楼 平遙古城_城壁の上から 太原_双塔寺 

平遙古城_漆塗り⼯芸家宅 平遙古城_侯さん⼀家 太極拳の実演 

<スケジュール> 

6/24(土) 北京→太原 CA1145(7:20-8:25) 太原市内の「普祠」観光後平遙へ。 

平遙で「平遙古城」「双林寺」「鎮国寺」観光 「麗澤苑国際酒店」泊 

6/25(日) 平遙から太原への途中「喬家大院」観光。太原で「双塔寺」観光。 

「汾河」河岸散策。足裏按摩で時間潰し。太原→北京 MU5295(19:00-20:05) 
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10
．
都
江
堰
・
青
城
山 

㉔ 

2006
年
６
月
29
日 

成
都
出
張
中
に
仕
事
が
早
く
終
わ
っ
た
の
で
、
友
人
に
タ
ク
シ
ー
を

手
配
し
て
も
ら
い
、
世
界
遺
産
の
「
都
江
堰
」
と
「
青
城
山
」
を
観
光

し
た
。 

午
後
２
時
に
ホ
テ
ル
を
出
発
。
途
中
、
運
転
手
が
ガ
ス
欠
だ
と
言
っ

て
Ｌ
Ｐ
Ｇ
ス
タ
ン
ド
へ
。
長
い
列
で
30
分
も
か
か
っ
た
。
１
時
間
半
で

「
都
江
堰
」
着
。
だ
が
運
転
手
は
初
め
て
ら
し
く
全
く
地
理
が
分
か
ら

な
い
。
仕
方
が
無
い
の
で
地
図
を
買
っ
て
こ
ち
ら
が
道
を
指
示
す
る
こ

と
に
。 

高
台
の
「
秦
堰
楼
」
ま
で
車
で
行
き
、
こ
こ
か
ら
岷
江
の
水
利
施
設

の
全
貌
を
見
渡
す
。
岷
江
が
上
流
で
外
江
と
内
江
に
分
流
さ
れ
そ
れ
ぞ

れ
が
ゴ
ウ
ゴ
ウ
と
音
を
立
て
て
流
れ
て
い
る
。
水
量
も
多
い
。 

中
国
は

昔
か
ら
土
木
技
術
が
優
れ
て
い
る
。
こ
の
都
江
堰
は
紀
元
前
３
世
紀
に

作
ら
れ
た
も
の
だ
が
今
で
も

そ
の
機
能
を
果
た
し
て
い
る
。

高
台
か
ら
河
辺
に
下
り
て
、
内

江
に
架
か
っ
た
吊
り
橋
を
渡

っ
て
中
州
（
金
剛
堤
）
へ
。
急

流
に
架
か
る
吊
り
橋
は
ち
ょ

っ
と
怖
い
。
金
剛
堤
か
ら
人
字

堤
ま
で
電
動
車
で
進
み
、
そ
の

後
歩
い
て
離
堆
公
園
を
経
て

出
口
へ
。
南
橋
を
見
た
後
、
こ

ち
ら
に
廻
し
て
お
い
た
タ
ク

シ
ー
に
乗
っ
て
、
次
の
目
的
地

の
青
城
山
へ
向
か
う
。 

30
分
足
ら
ず
で
「
青
城
山
」

入
口
に
着
く
。「
青
城
山
」
は
道

都江堰 

都江堰(吊橋) 

都江堰(吊橋) 

都江堰 

都江堰 

都江堰(吊橋) 

都江堰 

都江堰離堆公園)( 
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教
と
仏
教
の

聖
地
で
、
道

教
寺
院
の
あ

る
「
前
山
」
と

仏
教
寺
院
の

あ
る
「
後
山
」

に
分
か
れ
て

い
る
。
今
回

は
時
間
の
関

係
で
「
前
山
」

の
み
。「
山
門
」

か
ら
大
急
ぎ

で
「
月
城
湖
」

へ
。
し
か
し
、

対
岸
の
ロ
ー

プ
ウ
ェ
イ
は

ギ
リ
ギ
リ
の

所
で
終
わ
っ

て
い
た
の
で
、

こ
っ
ち
は
諦

め
、
途
中
迄

引
き
返
し
て

「
天
師
洞
」
方
面
へ
登
り
始
め
る
。
す
る
と
、「
担
ぎ
屋
」
が
寄
っ
て
き

て
乗
れ
と
し
つ
こ
く
迫
る
。
最
初
は
拒
否
し
た
が
、
時
間
も
無
い
こ
と

だ
し
一
度
は
体
験
し
て
み
る
か
と
思
い
直
し
乗
る
こ
と
に
し
た
。
重
い

私
を
籠
に
乗
せ
二
人
で
担
ぐ
。
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
要
員
が
二
人
い
て
途
中

で
交
代
し
な
が
ら
進
む
。
あ
っ
と
言
う
間
に
「
天
師
洞
」
ま
で
来
て
し

ま
っ
た
。
下
り
も
勧
め
ら
れ
た
が
自
分
で
降
り
た
。
結
局
、
見
た
の
は

「
青
城
山
」
全
体
の
三
分
の
一
位
か
。
待
た
せ
て
い
た
タ
ク
シ
ー
で
成

都
に
戻
る
と
既
に
20
時
近
く
に
な
っ
て
い
た
。 

  

11
．
廬
山
・
景
徳
鎮 

⑮ 

2006
年
７
月
７
日
～
９
日 

駐
在
期
間
も
残
り
少
な
く
な
り
、
中
国
の
世
界
遺
産
を
全
部
制
覇
し

た
い
と
い
う
夢
を
達
成
す
べ
く
毎
週
末
に
旅
行
を
計
画
す
る
中
、
今
回

は
同
じ
夢
を
持
つ
同
僚
の
Ｈ
さ
ん
と
一
緒
に
「
廬
山
」
を
旅
行
し
た
。

こ
の
話
を
福
州
在
住
の
Ｓ
さ
ん
に
話
す
と
是
非
行
き
た
い
と
い
う
こ

と
で
、
三
人
旅
と
な
っ
た
。 

廬
山
は
昔
か
ら
避
暑
地
と
し
て
知
ら
れ
、
多
く
の
文
人
・
著
名
人
が

訪
れ
て
い
る
。
日
本
の
箱
根
・
軽
井
沢
と
い
っ
た
所
か
。
ま
た
、
共
産

党
の
「
廬
山
会
議
」
が
開
か
れ
た
場
所
で
も
あ
る
が
、
こ
の
会
議
後
、

国
が
纏
ま
ら
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、「
陰
」
の
山
と
言
う
人
も
い
る
と

の
こ
と
（
顧
客
で
老
朋
友
の
Ｄ
さ
ん
の
話
）。 

都江堰(南橋) 

⻘城⼭(⼊⼝) ⻘城⼭(天師洞) 

都江堰の碑 都江堰(南橋) 

⻘城⼭ 



43 
 

［
１
日
目
］ 

夜
９
時
半
に
南
昌
着
。
空
港
で
運
転
手
と
Ｓ
さ
ん
が
待
っ
て
い
て
く

れ
た
。
Ｓ
さ
ん
は
福
州
か
ら
の
直
行
便
が
満
席
だ
っ
た
た
め
厦
門
経
由

で
先
に
来
て
我
々
に
合
わ
せ
て
く
れ
た
。
高
速
を
と
ば
し
て
２
時
間
弱

で
廬
山
の
麓
の
「
廬
山
天
沐
温
泉
賓
館
」
に
到
着
。
温
泉
レ
ジ
ャ
ー
施

設
を
兼
ね
た
３
星
ホ
テ
ル
だ
が
、
我
々
の
宿
泊
棟
は
合
宿
所
の
感
じ
だ

っ
た
。
も
う
24
時
近
か
っ
た
が
、
折
角
な
の
で
３
人
で
水
着
を
買
っ
て

温
泉
施
設
へ
行
っ
て
み
た
。
色
々
な
施
設
が
あ
る
が
こ
ん
な
深
夜
に
い

る
の
は
我
々
だ
け
。
30
分
位
で
引
き
上
げ
た
。 

［
２
日
目
］ 

朝
、
ホ
テ
ル
前
か
ら
廬
山
が
一
瞬
だ
が
く
っ
き
り
と
見
え
た
。
大
雨

の
予
報
だ
っ
た
が
何
と
か
持
ち
そ
う
か
。
８
時
過
ぎ
に
出
発
し
１
時
間

強
で
廬
山
着
。
予
定
に
は
無
か
っ
た
が
運
転
手
の
勧
め
で
先
ず
「
含
鄱

口
」
へ
。
日
の
出
の
絶
景
ポ
イ
ン
ト
だ
そ
う
だ
が
一
面
の
霧
で
何
も
見

え
な
い
。
次
に
「
白
居
易
草
堂
」
が
あ
る
花
径
公
園
を
経
由

し
て
、
崖
か
ら
石
が
飛
び
出
て
い
る
「
天
橋
」
へ
。
怖
か
っ

た
が
三
人
で
乗
っ
て

記
念
写
真
。
こ
の
後
、

「
錦
繍
谷
」
か
ら
「
仙

人
洞
」
へ
。
霧
で
20

ｍ
位
し
か
見
え
ず
に

残
念
だ
が
、
霧
が
山

に
押
し
寄
せ
た
り
引

い
た
り
す
る
光
景
は

幻
想
的
だ
。
昼
食
後
、

宋
美
齢
（
蒋
介
石
夫

人
）
の
別
荘
で
あ
る

「
美
廬
別
墅
」
や
「
周

恩
来
記
念
室
」
、
「
廬

廬⼭_含鄱⼝ 

廬⼭_天橋 

廬⼭_如琴湖(⼈⼝湖) 

廬⼭を麓から望む 

廬⼭_天橋 

廬⼭_仙⼈洞 

廬⼭_美廬別墅 

廬⼭会議旧址 
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山
会
議
旧
址
」
を
観
光
。 

夕
方
、
車
で
２
時
間
半
か
け
て
景
徳
鎮
へ
移
動
。
景
徳
鎮
合
資
賓
館

（
３
星
）
泊
。
夜
は
三
人
で
足
マ
ッ
サ
ー
ジ
に
行
っ
た
。 

［
３
日
目
］ 

朝
か
ら
車
で
「
陶
磁
館
」、
「
佳
洋
現
代
工
場
」
、「
古
窯
博
覧
区
」
を

見
て
ま
わ
る
。
景
徳
鎮
は
陶
磁
器
の
生
産
で
と
て
も
有
名
で
、
今
で
も

中
国
最
大
の
産
地
だ
そ
う
だ
。
私
は
陶
磁
器
の
知
識
に
乏
し
く
た
だ
見

て

回

る

だ

け

だ

っ

た

が
、
Ｓ
さ
ん

は

か

な

り

の

博

識

で

色

々

質

問

し
、
最
後
に

は

素

敵

な

組
合
せ
皿
（
小
～
大
10
枚
程
）
を
購
入
。

Ｈ
さ
ん
も
お
母
さ
ん
か
ら
頼
ま
れ
た
と

の
こ
と
で
綺
麗
な
花
瓶
を
買
っ
た
。 

昼
食
後
南
昌
へ
。
運
転
手
の
Ｄ
さ
ん
が

「
も
と
来
た
高
速
道
路
で
は
無
く
新
し

く
開
通
し
た
道
が
あ
り
距
離
も
近
い
し

景
色
も
良
い
」
と
勧
め
て
く
れ
た
。
巨
大

な
「
鄱
陽
湖
」
の
南
側
を
大
き
な
橋
を
い

く
つ
も
渡
り
な
が
ら
行
く
ル
ー
ト
で
景

色
が
素
晴
ら
し
い
。
今
回
の
運
転
手
の
Ｄ

さ
ん
は
親
切
で
気
が
利
く
。
食
事
の
場
所

探
し
、
観
光
案
内
、
追
加
観
光
の
勧
め
（
料

金
追
加
無
し
）
等
々
、
ガ
イ
ド
兼
任
の
感

じ
だ
。
空
港
で
Ｓ
さ
ん
と
別
れ
Ｈ
さ
ん
と

二
人
で
北
京
へ
戻
る
。
Ｓ
さ
ん
は
こ
の
後

遅
い
便
で
厦
門
へ
、
そ
の
ま

ま
車
で
福
州
へ
戻
り
月
曜
朝

一
に
出
社
だ
そ
う
だ
。
三
人

で
和
気
あ
い
あ
い
楽
し
い
旅

だ
っ
た
。 

 

景徳鎮_陶磁器製の信号 

景徳鎮_博覧館 

鄱陽湖 

景徳鎮_博覧館 

鄱陽湖 

<スケジュール> 

7/7(金) 北京→南昌 CA1573(19:25-21:30) 車で廬山の麓へ。廬山天沐温泉賓館泊 

7/8(土) 専用車で廬山へ(1.5H)、含鄱口・花径公園・錦繍谷・仙人洞・美廬別墅・廬

山会議旧址観光 夕方、専用車で景徳鎮へ(2.5H)。景徳鎮合資賓館(3 星)泊 

7/9(日) 専用車で陶磁館・佳洋現代工場・古窯博覧区 観光。昼食後、専用車で南昌

空港へ(3.5H) 南昌→北京 MU5175(17:50-19:55) 
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12
．
蛾
眉
山
・
楽
山 

⑯
㉜ 

2006
年
７
月
14
日
～
16
日 

Ｋ
さ
ん
、
Ｈ
さ
ん
と
３
人
で
四
川
省
の
世
界
遺
産
を
観
光
し
た
。
Ｋ

さ
ん
、
Ｈ
さ
ん
は
、
一
足
先
に
成
都
入
り
し
、「
都
江
堰
」
と
「
青
城
山
」

を
観
光
。
私
は
前
に
行
っ
て
い
た
の
で
ス
キ
ッ
プ
し
、
夜
に
成
都
入
り

し
翌
日
か
ら
２
人
に
合
流
す
る
こ
と
と
し
た
。 

［
２
日
目
］ 

朝
、
当
初
の
予
定
外
だ
っ
た
が
運
転
手
に
勧
め
ら
れ
て
「
パ
ン
ダ
繁

育
研
究
基
地
」
へ
。「
四
川
省
の
パ
ン
ダ
と
そ
の
生
息
地
」
が
世
界
遺
産

に
登
録
さ
れ
た
ば
か
り
と
あ
っ
て
期
待
し
て
い
た
が
、
季
節
的
に
最
悪

で
、
パ
ン
ダ
様
は
全
て
檻
の
中
で
氷
の
板
を
敷
布
団
に
熟
睡
中
。
遊
ん

で
い
る
バ
ン
ダ
も
ど
こ
か
に
い
る
だ
ろ
う
と
探
し
回
っ
た
が
く
た
び

れ
損
。
記
念
写
真
を
撮
っ
て
早
々
に
引
き
上
げ
、
次
の
目
的
地
の
「
楽

山
」
に
向
か
う
。 

「
楽
山
」
に
到
着
し
昼
食
後
、
船
で
川
（
岷
江
）
に
乗
り
出
し
水
上

か
ら
「
楽
山
大
仏
」
を
見
る
。
世
界
最
大
だ
そ
う
で
、
さ
す
が
に
デ
カ

イ
。
座
っ
て
い
る
の
に
70
ｍ
以
上
あ
り
、
離
れ
な
い
と
カ
メ
ラ
に
収
ま

り
切
れ
な
い
。
こ
の
後
、
今
度
は
山
に
登
り
山
側
か
ら
見
物
。
目
の
前

に
横
顔
、
鼻
や
耳
だ
け
で
も
６
～
７
ｍ
は
あ
り
そ
う
だ
。
大
仏
の
脇
の

階
段
を
降
り
て
足
元
ま
で
行
け
る
と
の
こ
と
だ
が
、
長
蛇
の
列
で
待
ち

時
間
が
１
時
間
以
上
と
の
こ
と
で
断
念
し
た
。 

こ
の
あ
と
、
蛾
眉
山
の
麓
ま
で
移
動
し
蛾
眉
山
大
酒
店
に
宿
泊
し
た
。 

［
３
日
目
］ 

朝
、
か
な
り
混
雑
す
る
と
聞
い
て
い
た
の
で
早
め
起
き
、
６
時
発
の

登
山
バ
ス
に
乗
る
。 

２
時
間
以
上
登
り
続
け
て
や

っ
と
終
点
の
「
雷
洞
平
」
着
。
こ

こ
か
ら
２
分
歩
い
て
ロ
ー
プ
ウ

ェ
イ
に
乗
り
換
え
る
。
毎
度
の
こ

と
だ
が
、
高
所
恐
怖
症
で
震
え
て

パンダ繁育基地 

氷の上で昼寝中のパンダ 

楽⼭⼤仏 

楽⼭⼤仏 

峨嵋⼭の麓 

楽⼭⼤仏 
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い
て
隣
の
Ｈ
さ
ん
に
笑
わ
れ
た
。
更
に
15
分
程
歩
い
て
や
っ
と
頂
上
の

「
金
頂
」
に
到
着
。
標
高
３
０
７
７
ｍ
と
い
う
だ
け
あ
っ
て
夏
で
も
寒

い
。
上
着
持
参
で
正
解
。「
蛾
眉
山
」
は
「
普
陀
山
」「
九
華
山
」「
五
台

山
」
と
並
ん
で
四
大
仏
教
名
山
の
ひ
と
つ
で
、
古
く
か
ら
仙
境
（
仙
人

の
住
む
所
）
と
讃
え
ら
れ
て
き
た
そ
う
だ
。
頂
上
付
近
に
一
際
大
き
い

金
色
の
仏
像
が
あ
っ
た
。
で
も
、
い
く
ら
仏
教
の
聖
地
と
は
言
え
、
自

然
と
不
釣
り
合
い
な
仏
像
だ
と
我
々
日
本
人
は
思
う
の
だ
が
・
・
、
中

国
に
は
こ
ん
な
の
が
多
い
。
我
々
が
「
金
頂
」
に
着
い
た
と
た
ん
、
急

に
霧
が
立
ち
込
め
て
き
て
下
界
の
景
色
が
全
く
見
え
な
く
な
っ
た
。
残

念
。
こ
こ
は
年
に
３
０
０
日
以
上
が
雨
か
霧
だ
そ
う
な
の
で
止
む
を
得

な
い
。 

「
金
頂
」
を
一
通
り
見
終
わ
っ
て
帰
ろ
う
と
す
る
と
、
更
に
先
の
「
万

沸
頂
（
標
高
３
０
９
９
ｍ
）
」
へ
の
観
光
列
車
が
あ
る
の
に
気
付
く
。
最

近
出
来
た
ら
し
い
。
聞
い
て
み
る
と
待
ち
時
間
は
１
時
間
で
と
て
も
間

に
合
わ
な
い
。
も
う
少
し
早
く
気
付
い
て
い
れ
ば
と
悔
や
み
つ
つ
下
山

を
開
始
。
途
中
で
「
万
年
寺
」
に

立
ち
寄
る
予
定
だ
っ
た
が
、
歩
き

の
ル
ー
ト
で
な
い
と
行
け
な
い

こ
と
が
わ
か
り
こ
れ
も
断
念
。 

下
山
後
に
遅
い
昼
食
を
と
り

成
都
空
港
に
戻
っ
た
。 

  
 

峨嵋⼭_⾦⾊の仏像 

峨嵋⼭_上りロープウェイ 

峨嵋⼭_⾦頂付近の霧 

霧の中の下りロープウェイ 

峨嵋⼭_⾦頂 

<スケジュール> 

7/14(金)北京→成都 CA4116(21:30-23:30) 

タクシーで森樺商務苑酒店泊へ 

(Ｋ/Ｈさんは朝から成都入りし、都江堰・ 

青城山観光) 

7/15(土)パンダ繁育研究基地を観光後、楽山観光。 

蛾眉山大酒店泊 

7/16(日)終日、蛾眉山観光後、成都空港へ。 
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１
３
．
承
徳
・
清
東
陵 

⑫
㉖ 

2006
年
７
月
22
日
～
23
日 

Ｎ
さ
ん
Ｋ
さ
ん
と
三
人
で
の
観
光
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
承
徳
は

昔
「
熱
河
」
と
呼
ば
れ
、
北
京
か
ら
北
東
へ
２
３
０
ｋ
ｍ
で
、
燕
山
山

脈
の
中
腹
の
武
烈
河
の
畔
に
あ
る
美
し
い
街
。
清
朝
の
夏
の
離
宮
で
あ

る
避
暑
山
荘
と
そ
の
背
後
に
配
置
さ
れ
た
仏
教
伽
藍
の
外
八
廟
が
あ

り
、
と
も
に
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
る
。 

［
１
日
目
］ 

朝
８
時
に
自
宅
を
専
用
車
で

出
発
。
今
回
は
、
友
達
の
Ｒ
さ

ん
経
由
で
専
用
車
を
チ
ャ
ー
タ

ー
し
た
。
ち
ょ
っ
と
高
め
（
全

込
２
０
０
０
元
）
だ
が
、
列
車

よ
り
便
利
な
の
と
３
人
で
割
勘

で
き
る
の
で
決
め
た
。
北
京
・

承
徳
間
は
高
速
道
路
建
設
中

で
、
現
在
開
通
し
て
い
る
の
は

北
京
側
が
六
環
路
迄
と
承
徳
近

郊
の
数
十
キ
ロ
の
み
。
車
は
順

義
・
懐
柔
・
密
雲
と
北
京
郊
外

の
街
を
進
み
、
古
北
口
で
長
城

を
越
え
承
徳
市
へ
入
る
。 

11
時
半
に
承
徳
着
。
昼
食
後
、
避
暑
山
荘
観
光
し
た
。
標
高
が
高
い

（
３
４
０
ｍ
）
だ
け
あ
っ
て
北
京
程
暑
く
な
い
。
入
口
で
ガ
イ
ド
を
雇

い
半
日
か
け
て
要
所
を
見
て
回
る
。
中
国
最
大
の
宮
廷
庭
園
と
い
わ
れ

る
だ
け
あ
っ
て
凄
く
広
い
（
頤
和
園
の
２
倍
、
故
宮
の
８
倍
）。
避
暑
山

荘
を
取
り
囲
む
「
万
米
の
長
城
（
万
里
の
長
城
の
千
分
の
一
の
ミ
ニ
版
）
」

の
高
台
か
ら
み
る
外
八
廟
、
特
に
、
チ
ベ
ッ
ト
の
ポ
タ
ラ
宮
の
ミ
ニ
版

で
あ
る
普
陀
宗
乗
之
廟
は
見
事
。
ま
た
、
船
上
か
ら
の
湖
の
景
色
も
絶

避暑⼭荘 

避暑⼭荘 

避暑⼭荘 

避暑⼭荘から外⼋廟を望む 

避暑⼭荘 

避暑⼭荘から外⼋廟を望む 

避暑⼭荘から外⼋廟を望む 

避暑⼭荘 
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品
。 翌

日
は
朝
８
時
か
ら
外
八
廟
へ
。
外
八
廟
は
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
寺
院
の

総
称
で
実
際
に
は
12
の
寺
院
は
あ
る
そ
う
だ
。
今
回
は
そ
の
う
ち
の
代

表
的
な
３
ヶ
所
：
普
陀
宗
乗
之
廟
，
須
弥
福
寿
之
廟
，
普
寧
寺
を
見
て

ま
わ
る
。
何
と
言
っ
て
も
圧
巻
は
普
陀
宗
乗
之
廟
、
美
し
く
規
模
も
大

き
い
。
こ
れ
で
も
ポ
タ
ラ
宮
の
ミ
ニ
版
と
は
！ 

ま
た
普
寧
寺
に
あ
る

世
界
最
大
の
木
彫
観
音
像
「
千
手
千
眼
大
悲
観
世
音
菩
薩
」
も
凄
い
。 

時
間
が
余
っ
た
の
で
、
リ
フ
ト
に
乗
っ
て
磬
錘
峰
（
ス
イ
ケ
イ
ホ
ウ
）

へ
。
山
頂
に
突
き
刺
さ
っ
た
様
な
40
ｍ
も
あ
る
巨
石
（
俗
称
：
洗
濯
棒
）

が
一
際
目
立
っ
て
市
内
の
何
処
か
ら
で
も
望
め
る
の
で
、
昨
日
か
ら
ず

っ
と
気
に
な
っ
て
い
た
。
若
干
霞
ん
で
い
た
が
山
頂
か
ら
は
、
避
暑
山

荘
と
外
八
廟
の
全
貌
を
見
渡
せ
る
。 

昼
食
後
帰
途
に
つ
く
。
途
中
で
事
故
渋
滞
に
巻
き
込
ま
れ
散
々
。
家

に
着
い
た
の
は
夜
の
７
時
半
過
ぎ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
中
国
で
は
渋

避暑⼭荘 避暑⼭荘 

避暑⼭荘_遊覧船から 普陀宗乗之廟 

普陀宗乗之廟 

普陀宗乗之廟 普陀宗乗之廟 

普陀宗乗之廟 

普陀宗乗之廟 普陀宗乗之廟 
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滞
時
に
反
対
車
線
ま
で
使
っ
て
我
先
に
と
進
む
た
め
、

途
中
で
デ
ッ
ド
ロ
ッ
ク
状
態
に
陥
る
。
今
回
も
こ
れ
で

全
く
動
か
な
く
な
っ
た
。
中
国
人
の
良
く
な
い
と
こ
ろ

だ
。 

  

［
清
東
陵
：
2006
年
７
月
２
日
（
日
）］ 

７
月
の
休
日
を
利
用
し
、
Ｎ
さ
ん
と
二
人
で
世
界
遺
産
の
清

東
陵
に
行
っ
た
。 

自
宅
か
ら
２
時
間
半
で
清
東
陵
に
到
着
。
清
東
陵
は
、
北
京
の

東
西
に
分
か
れ
て
い
る
清
の
皇
帝
皇
族
の
陵
墓
の
う
ち
の
東
の

陵
墓
。
河
北
省
遵
化
市
に
あ
り
、
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
に
あ
る
４
人
の
皇
帝
の
陵
墓
の
う
ち
、
今
回
は
、
康
熙
帝
の

景
陵
と
乾
隆
帝
の
裕
陵
を
見
た
。
裕
陵
は
中
が
公
開
さ
れ
て
お

り
地
下
宮
殿
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
更
に
、
乾
隆
帝
の
妃
の
陵

墓
の
裕
妃
園
寝
、
西
太
后
の
陵
墓
の
慈
禧
陵
、
ウ
ィ
グ
ル
族
で
乾

隆
帝
の
側
室
と
な
っ
た
香
妃
の
陵
墓
も
見
た
。
香
妃
墓
は
、
新
疆

の
カ
シ
ュ
ガ
ル
に
も
あ
る
が
、
調
査
の
結
果
で
は
こ
ち
ら
が
本

物
と
の
こ
と
。
夕
方
、
北
京
に
戻
っ
て
遅
い
昼
食
を
と
っ
た
。 

磬錘峰へ 

磬錘峰 

乾隆帝の裕陵 

⾹妃の陵墓 

⾹妃の陵墓 

清東陵参道 

裕陵の地下宮殿 

<スケジュール> 

7/22(土) 8:00 出発 11:30 承徳着  

昼食後、避暑山荘観光 承徳 露露大酒店泊 

7/23(日) 8:00 外八廟、磬錘峰観光 

13:30 承徳発 19:30 頃 北京着 
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14
．
泰
山
・
曲
阜 

⑥
⑬ 

2006
年
７
月
28
日
～
30
日 

今
回
は
初
め
て
中
国
人
向
け
の
ツ
ア
ー
に
参
加
し
て
、
泰
山
・
曲
阜

を
１
泊
２
日
で
旅
し
た
。 

［
１
日
目
］ 

金
曜
夜
に
北
京
か
ら
空
路
で
済
南
に
入
る
。
深
夜
に
ホ
テ
ル
着
。「
泰

山
・
曲
阜
１
泊
２
日
ツ
ア
ー
」
の
支
払
を
済
ま
せ
、
早
々
に
床
に
就
く
。 

［
２
日
目
］ 

朝
か
ら
生
憎
の
雨
、
景
色
は

あ
ま
り
期
待
出
来
そ
う
に
な

い
。
駅
前
に
集
合
し
７
時
半
出

発
。
初
め
て
の
中
国
人
向
け
ツ

ア
ー
参
加
な
の
で
や
や
緊
張
。

夏
休
み
で
家
族
連
れ
が
多
く
一

人
旅
は
私
だ
け
。 

10
時
に
泰
安
（
泰
山
の
麓
の

街
）
に
到
着
。
そ
の
後
、
曲
阜
に

向
か
い
、
世
界
文
化
遺
産
の
「
孔

廟
」「
孔
府
」「
孔
林
」
を
見
学
。

孔
廟
は
皇
帝
の
住
居
だ
け
に
許

さ
れ
て
い
る
紅
い
壁
、
黄
色
い

瓦
を
使
っ
て
お
り
さ
す
が
孔
子

様
。
曲
阜
に
着
い
た
頃
か
ら
雨
が
上
が
り
暑
い
夏
の
空
に
な
っ
た
。
夕

方
、
泰
安
に
戻
り
ホ
テ
ル
へ
。
ホ
テ
ル
は
２
つ
星
だ
が
不
満
は
無
い
。 

［
３
日
目
］ 

天
気
は
晴
れ
。
集
合
時
間
の
８
時
半
に
ロ
ビ
ー
に
行
く
と
誰
一
人
い

な
い
。
心
配
で
ガ
イ
ド
に
電
話
す
る
と
「
問
題
な
い
、
そ
の
う
ち
集
ま

る
」
と
。
15
分
位
し
て
ち
ら
ほ
ら
集
ま
る
。
怒
っ
ち
ゃ
い
け
な
い
、
こ

曲⾩_孔廟 

曲⾩_孔廟 

曲⾩_孔廟 

曲⾩_孔林 

済南駅前 

曲⾩_孔廟 

曲⾩_孔廟 

曲⾩_世界遺産の碑 
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れ
ぞ
中
国
式
。
入
口
で
入
場
券
（
門
票
）
を
買
う
。
中
国
の
門
票
は
、

一
般
人
の
他
、
子
供
・
学
生
・
老
人
・
身
障
者
等
の
割
引
が
あ
り
、
団

体
で
買
う
時
も
、
割
引
の
人
は
身
分
証
や
証
明
書
を
提
示
し
て
買
う
た

め
面
倒
で
時
間
も
か
か
る
。 

泰
山
は
中
国
五
岳
の
一
つ
で
、
秦
の
始
皇
帝
や
前
漢
の
武
帝
、
後
漢

の
光
武
帝
、
章
帝
、
唐
の
高
宗
皇
帝
、
玄
宗
皇
帝
、
宋
の
眞
宗
皇
帝
な

ど
は
皆
、
泰
山
で
封
禅
儀
式
（
天
帝
に
天
下
統
一
を
報
告
し
天
地
の
神

を
祀
る
儀
式
）
を
行
っ
た
そ
う
だ
。
ま
た
、
清
の
康
熙
帝
と
乾
隆
帝
は

何
回
も
登
っ
た
そ
う
で
、
孔
子
含
め
有
名
人
も
多
く
登
っ
て
い
る
。
世

界
複
合
遺
産
（
自
然
＋
文
化
）
に
も
登
録
さ
れ
て
い
る
。 

専
用
バ
ス
で
中
間
地
点
の
「
中
天
門
」
へ
。
こ
こ
で
、
徒
歩
組
と
ロ

ー
プ
ウ
ェ
イ
組
に
分
か
れ
る
。
泰
山
は
自
力
で
登
っ
た
方
が
縁
起
が
良

い
と
聞
い
て
い
た
の
で
迷
わ
ず
徒
歩
組
に
。
泰
山
は
海
抜
１
５
４
５
ｍ

と
そ
ん
な
に
高
い
山
で
は
な
い
が
、
麓
は
海
抜
ほ
ぼ
ゼ
ロ
な
の
で
思
っ

泰⼭_中天⾨付近 

泰⼭_登⼭途上 

泰⼭_⼗⼋盤(ここから霧) 

泰⼭_⼗⼋盤 

泰⼭_南天⾨ 

泰⼭⼊⼝ 

泰⼭_登⼭途上 

泰⼭_海抜 1,000m 付近 

泰⼭_⼗⼋盤 

泰⼭_もうすぐ南天⾨ 
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た
よ
り
高
く
感
じ
、
登
山
も
き
つ
い
。
中
天
門
か
ら
は
雲
歩
橋
、
望
人

松
、
五
松
亭
、
対
松
亭
と
登
っ
て
行
く
。
こ
こ
か
ら
升
仙
坊
を
経
由
し

て
南
天
門
ま
で
の
約
１
km
（
約
１
６
０
０
段
）
は
「
十
八
盤
」
と
呼
ば

れ
最
も
険
し
い
と
こ
ろ
。
こ
の
辺
り
か
ら
霧
が
急
に
濃
く
な
り
10
ｍ
先

が
見
え
な
い
。
１
０
０
段
毎
に
休
み
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
進
ん
だ
。
荷
担

ぎ
人
夫
が
重
い
荷
物
を
背
負
っ
て
ゆ
っ
く
り
と
リ
ズ
ム
を
取
っ
て
登

っ
て
い
く
。
こ
れ
が
仕
事
と
は
い
え
大
変
だ
。 

10
時
に
登
り
始
め
11
時
40
分
に
南
天
門
到
着
。
か
な
り
へ
ば
っ
た

が
予
定
時
間
の
12
時
半
よ
り
か
な
り
早
く
着
い
た
。
他
の
人
が
登
っ
て

く
る
の
を
待
っ
て
い
る
間
に
昼
食
を
取
っ
た
。
南
天
門
か
ら
先
は
、
特

に
き
つ
い
所
は
無
く
、
天
街
、
唐
摩
崖
、
碧
霞
祠
、
玉
皇
頂
と
続
く
。

天
街
に
は
、
ホ
テ
ル
・
レ
ス
ト
ラ
ン
・
み
や
げ
物
店
が
並
ん
で
お
り
賑

や
か
。
と
に
か
く
石
碑
が
多
い
。
中
で
も
唐
摩
崖
の
刻
石
は
唐
の
玄
宗

皇
帝
が
書
い
た
「
紀
泰
山
銘
」
と
い
う
石
碑
で
大
き
い
。
１
千
文
字
書

泰⼭_天街 

泰⼭_五嶽独尊 ⽯碑 

泰⼭_⽟皇頂 

泰⼭_下りロープウェイ 

泰⼭_全景 

泰⼭_南天⾨ 

泰⼭_天街 

泰⼭_⼭頂 

泰⼭_⽇観峰 

泰⼭_下りロープウェイ 
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か
れ
て
い
る
そ
う
だ
。
ま
た
、
有
名
な
「
五
嶽

独
尊
」
（
中
国
五
岳
の
中
で
一
番
と
い
う
意
味
）

の
文
字
も
あ
る
。
た
だ
、
ど
こ
も
か
し
こ
も
霧

ま
た
霧
で
視
界
が
悪
い
。
日
の
出
の
名
所
「
日

観
峰
」
も
霧
の
中
だ
っ
た
。 

下
山
は
時
間
の
関
係
で
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
を
利

用
。
怖
い
が
止
む
を
得
な
い
。
下
山
途
中
か
ら

急
に
霧
が
晴
れ
日
が
差
し
て
き
た
。
山
の
上
の

方
は
相
変
わ
ら
ず
霧
の
中
。
中
天
門
か
ら
専
用

バ
ス
で
麓
ま
で
戻
る
。
麓
か
ら
泰
山
の
雄
姿
が

き
れ
い
に
見
え
る
が
、
奥
の
奥
に
あ
る
山
頂
付

近
は
こ
こ
か
ら
は
見
え
な
い
。
バ
ス
に
２
時
間

半
揺
ら
れ
済
南
へ
戻
る
。
時
間
の
関
係
で
済
南

で
の
観
光
は
断
念
し
、
空
路
北
京
に
戻
っ
た
。 

  

１
５
．
重
慶
・
大
足 

㉒ 

2006
年
８
月
４
日
～
６
日 

西
安
出
張
の
週
末
を
利
用
し
て
「
重
慶
」
と
世
界
遺
産
の
「
大
足
石

刻
」
を
観
光
し
た
︒ 

［
１
日
目
］ 

夕
方
、
重
慶
空
港
着
。
リ
ム
ジ
ン
バ
ス
で
重
慶
市
内
へ
。
ホ
テ
ル
で

軽
く
夕
食
を
と
っ
た
後
、
有
名
な
重
慶
の

夜
景
を
見
に
行
く
。
タ
ク
シ
ー
の
運
転
手

に
聞
く
と
、
長
江
を
渡
っ
て
対
岸
の
高
台

の
南
山
植
物
園
が
ベ
ス
ト
だ
と
言
う
の

で
早
速
行
っ
て
貰
う
。
重
慶
は
長
江
と
嘉

陵
江
に
挟
ま
れ
た
半
島
状
の
丘
陵
で
、
別

名
「
山
城
」
と
呼
ば
れ
る
様
に
坂
が
多
い
。

自
転
車
は
殆
ど
見
掛
け
な
い
代
わ
り
に
、

「
棒
棒
軍
」
と
呼
ば
れ
る
天
秤
棒
の
様
な

棒
を
持
っ
た
荷
物
運
び
屋
さ
ん
が
至
る

所
に
ウ
ロ
ウ
ロ
し
て
い
る
。
こ
の
日
は
天

気
も
良
く
、
長
江
対
岸
の
高
台
か
ら
は
重

慶
の
夜
景
が
と
て
も
き
れ
い
に
見
え
た
。 

［
２
日
目
］ 

翌
早
朝
「
解
放
碑
」
付
近
を
散
歩
。
こ

の
辺
り
は
重
慶
最
大
の
繁
華
街
で
高
層

ビ
ル
も
多
い
。 

８
時
半
、
「
大
足
石
刻
１
日
観
光
ツ
ア

ー
（
昼
食
付
で
２
２
０
元
）
」
に
出
発
。
各

ホ
テ
ル
を
回
っ
て
参
加
者
を
長
江
河
岸

の
旅
行
社
に
集
結
さ
せ
ツ
ア
ー
毎
に
振

り
分
け
て
出
発
さ
せ
て
い
る
。 

<スケジュール> 

7/28(金) 北京→済南 MU5138(21:05-22:05) 

7/29(土) 泰山曲阜 2 日ツアー参加(曲阜) 

7/30(日) 泰山曲阜 2 日ツアー(泰山観光) 

済南→北京 CA1159(20:20-21:10) 

重慶の夜景 重慶_⻑江河岸 重慶の繁華街 
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約
３
時
間
で
「
大
足
石
刻
」
の
ひ
と
つ
の
「
宝
頂
山
石
刻
」
に
到
着
。

昼
食
後
、
石
刻
を
約
３
時
間
見
学
。
素
晴
ら
し
い
が
ほ
ぼ
想
定
の
範
囲

か
な
。
見
学
を
終
え
バ
ス
に
戻
っ
た
が
、
み
ん
な
中
々
戻
っ
て
来
な
い
。

中
国
人
ツ
ア
ー
は
い
つ
も
こ
ん
な
感
じ
で
30
分
遅
れ
は
良
い
方
だ
。
ま

た
、
帰
る
途
中
に
は
例
に
よ
っ
て
買
物
タ
イ
ム
が
あ
り
、
18
時
過
ぎ
に

や
っ
と
重
慶
に
戻
っ
た
。
夕
方
は
ま
た
「
解
放
碑
」
付
近
を
散
歩
。
久

し
振
り
に
フ
ラ
イ
ド
チ
キ
ン
が
食
べ
た
く
な
り
夕
食
は
ケ
ン
タ
ッ
キ

ー
へ
。 

と
こ
ろ
で
、
重
慶
は
中
国
の

「
三
大
ス
ト
ー
ブ
（
火
炉
）
」
の

１
つ
数
え
ら
れ
る
蒸
し
暑
い
所

（
他
は
武
漢
と
南
京
）。
特
に
今

年
は
最
高
気
温
が
44.5

度
の
日

も
あ
り
凄
ま
じ
か
っ
た
様
だ
。

雨
も
少
な
く
渇
水
が
続
い
た
と

の
こ
と
。 

［
３
日
目
］ 

早
朝
便
で
北
京
へ
戻
る
。
今
回
は
マ
イ

レ
ー
ジ
航
空
券
を
利
用
し
た
が
、
エ
コ
ノ

ミ
ー
席
が
空
な
し
で
、
初
め
て
フ
ァ
ー
ス

ト
ク
ラ
ス
席
を
利
用
し
た
。
た
だ
、
あ
ま

り
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
な
か
っ
た
。 

 

<スケジュール> 

8/4(金) 西安→重慶[CA4242(16:30-17:30)] 

重慶夜景(南山植物園) 重慶賓館泊 

8/5(土) 大足ツアー参加  重慶賓館泊 

8/6(日) 重慶→北京[CA1412(7:40-9:55)] 

⼤⾜⽯刻 

⼤⾜⽯刻 

⼤⾜⽯刻 

⼤⾜⽯刻 

⼤⾜⽯刻 ⼤⾜⽯刻 

⼤⾜⽯刻 重慶_解放碑 
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16
．
洛
陽
・
安
陽
・
鄭
州 

㉕
㉝ 

2006
年
８
月
18
日
～
20
日 

今
回
は
初
め
て
の
夜
行
列
車
の
旅
。
世
界
遺
産
の
龍
門
石
窟
の
他
、

少
林
寺
や
黄
河
も
観
光
予
定
。 

［
１
日
目
］ 

夜
、
北
京
西
駅
を
河
南
省
の
洛
陽
行
き
の
夜
行
で
出
発
。
中
国
の
夜

行
寝
台
車
は
初
め
て
の
体
験
。
軟
臥(

一
等
寝
台)

と
硬
臥(

二
等
寝
台)

が
あ
り
、
軟
臥
は
２
組
の
２
段
ベ
ッ
ド
で
１
部
屋(

コ
ン
パ
ー
ト
メ
ン

ト)

構
成
。
一
方
、
硬
臥
は
２×

３
段
ベ
ッ
ド
で
部
屋
に
ド
ア
が
無
い
。 

車
内
で
は
洛
陽
出
身
の
人
と
楽
し
く
お
し
ゃ
べ
り
し
て
23
時
に
就

寝
。
ベ
ッ
ド
は
私
の
身
長(

186

cm)

で
も
十
分
で
寝
心
地
も
良
い
。 

［
２
日
目
］ 

朝
８
時
半
に
洛
陽
に
到
着
。
ホ
テ
ル
へ
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
後
、
タ
ク
シ

ー
と
１
日
４
３
０
元
で
貸
し
切
り
の
交
渉
が
成
立
。
先
ず
、
今
回
の
最

大
の
目
的
の
龍
門
石
窟
へ
。
途

中
、
真
言
宗
（
空
海
）
縁
の
寺

と
言
わ
れ
る
廣
化
寺
を
立
ち

寄
っ
て
見
学
し
た
後
、
石
窟
入

口
へ
。 

龍
門
石
窟
は
伊
河
の
両
岸

に
沿
っ
て
石
窟
が
続
い
て
お

り
、
全
体
が
風
光
明
媚
な
所
で
、

特
に
、
東
山
か
ら
見
え
る
石
窟

の
全
景
は
圧
巻
。
ま
た
、
宝
泉

寺
の
廬
舎
那
仏
は
、
龍
門
石
窟

の
シ
ン
ボ
ル
的
存
在
、
端
正
な

顔
立
ち
で
美
し
い
。
唐
の
武
則

天
（
則
天
武
后
）
を
モ
デ
ル
に

し
た
と
言
わ
れ
る
。
２
時
間
か

⿓⾨⽯窟⼊⼝ 

⿓⾨⽯窟 

⿓⾨⽯窟_宝泉寺廬舎那仏 

洛陽_⽩⾺寺 

洛陽_廣化寺 

⿓⾨⽯窟 

⿓⾨⽯窟_宝泉寺廬舎那仏 

⿓⾨⽯窟全景 



56 
 

け
、
西
山
・
東
山
・
最
後
に
白
園
（
白
居
易
の
墓
）
と
見
て
ま
わ
る
。 

こ
の
後
白
馬
寺
へ
。
仏
教
伝
来
後
最
初
に
建
て
ら
れ
た
寺
院
で
、
シ

ン
ボ
ル
の
斉
雲
塔
（
高
さ
35
ｍ
）
が
印
象
的
だ
。 

午
後
は
少
林
寺
へ
。
少
林
寺
に
あ
る
壁
画
：
十
三
和
尚
救
唐
王
の
前

で
は
、
日
本
の
少
林
寺
拳
法
の
団
体
は
記
念
写
真
を
撮
っ
て
い
た
。
ま

た
、
有
名
な
武
僧
脚
坑
を
見
よ
う
と
し
た
が
中
々
見
つ
か
ら
ず
散
々
探

し
た
末
に
や
っ
と
た
ど
り
着
い
た
。
少
林
寺
と
塔
林
を
見
学
し
、
最
後

に
少
林
寺
武
術
館
で
演
武
を
観
賞
し
、
18
時
過
ぎ
に
洛
陽
に
戻
っ
た
。 

無
理
し
て
一
日
で
少
林
寺
ま
で
見
て
し
ま
っ
た
の
で
、
欲
が
出
て
、

安
陽
に
あ
る
殷
墟
へ
行
き
た
く
な
っ
た
。
調
べ
て
み
る
と
、
安
陽
は
洛

陽
か
ら
列
車
で
３
時
間
強
、
し
か
も
早
朝
３
時
発
で
立
席
乗
車
券
し
か

な
か
っ
た
が
、
今
年
８
月
に
世
界
遺
産
に
な
っ
た
ば
か
り
の
殷
墟
を
見

た
い
と
い
う
意
志
が
勝
っ
て
強
行
す
る
こ
と
と
し
た
。 

深
夜
２
時
半
起
床
、
３
時
の
列
車
に
飛
び
乗
る
。
ウ
ル
ム
チ
か
ら
の

⽩⾺寺の⻫雲塔 

少林寺_塔林 

少林寺_演武 

少林寺_⼗三和尚救唐王 

殷墟_甲⾻⽂碑廊 

⽩⾺寺の⻫雲塔 

少林寺_塔林 

少林寺 

少林寺_武術館 

殷墟_殷代⾞⾺坑 
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夜
行
で
車
内
は
満
員
で
、
座
る
ど
こ
ろ
か
床
に
寝
て
い
る
人
も
い
て
立

つ
場
所
の
確
保
に
一
苦
労
、
眠
く
て
長
い
３
時
間
だ
っ
た
。
駅
前
で
タ

ク
シ
ー
を
拾
い
、
屋
台
で
朝
食
（
２
元
）
、
８
時
を
待
っ
て
殷
墟
を
見
学
。

以
前
は
入
場
無
料
だ
っ
た
が
世
界
遺
産
に
な
っ
て
か
ら
有
料
（
50
元
）

に
な
っ
た
そ
う
だ
。
「
殷
代
車
馬
坑
」「
甲
骨
文
碑
廊
」
が
印
象
的
。 

９
時
50
分
発
の
高
速
バ
ス
で
３
時
間
か
け
て
鄭
州
へ
。
先
ず
タ
ク
シ

ー
で
北
西
30

km
に
あ
る
黄
河
遊
覧
区
へ
。
入
口
か
ら
は
電
動
車
で
河

辺
に
行
く
。
水
に
触
っ
て
み
る
と
、
や
や
温
め
、
そ
の
名
と
通
り
濁
っ

て
い
る
。
右
手
に
は
鉄
橋
が
そ
の
遥
か
先
に
対
岸
が
見
え
る
。
さ
す
が

に
広
い
。
電
動
車
は
既
に
戻
っ
て
し
ま
い
、
こ
の
後
の
交
通
手
段
は
バ

イ
ク
し
か
な
い
。
ち
ょ
っ
と
怖
か
っ
た
が
、
90
元
を
払
い
バ
イ
ク
の
後

ろ
に
乗
っ
て
黄
河
が
見
渡
せ
る
高
台
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
幾
つ
か
回

っ
た
。
帰
り
は
路
線
バ
ス
で
鄭
州
市
内
へ
。
こ
の
後
、
大
急
ぎ
で
、「
二

七
塔
」
と
「
商
代
遺
址
」
の
２
ヶ
所
を
見
て
、
空
港
行
き
の
リ
ム
ジ
ン

バ
ス
に
飛
び
乗
っ
た
。
何
と
も

忙
し
い
、
駆
け
足
の
旅
だ
っ
た
。 

鄭州_⼆七塔 

安陽_殷墟 

鄭州_⻩河遊覧区 

鄭州_商代遺址 

鄭州_⻩河遊覧区 

鄭州の繁華街 

安陽_殷墟⼊⼝ 

鄭州_⻩河遊覧区 

<スケジュール> 

8/18(金)北京西→洛陽 K269(19:51-8:22) 

8/19(土)龍門石窟・白馬寺・少林寺観光 

8/20(日)洛陽→安陽 T70(3:04-6:19)(立席)

安陽→鄭州(高速バス)(9:50-13:00) 

鄭州→北京 CZ3175(19:50-21:00) 
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17
．
大
同
・
フ
フ
ホ
ト 

㉘ 

2006
年
８
月
25
日
～
27
日 

今
回
は
世
界
遺
産
「
雲
崗
石
窟
」
で
有
名
な
山
西
省
「
大
同
」
と
内

モ
ン
ゴ
ル
「
フ
フ
ホ
ト
（
呼
和
浩
特
）」
の
２
ヶ
所
を
目
指
す
欲
張
っ
た

計
画
を
立
て
た
。 

［
１
日
目
］ 

夜
、
北
京
西
駅
23
時
30
分
発
の
大
同
方
面
行
き
の
夜
行
列
車
（
寝
台

車
）
で
出
発
。 

［
２
日
目
］ 

早
朝
に
大
同
着
。
先
ず
、
翌
日
の
フ
フ
ホ
ト
行
き
の
切
符

を
買
う
。
中
国
で
は
航
空
券
は
何
処
で
も
買
え
る
の
に
列
車

の
切
符
は
乗
車
駅
で
な
い
と
買
え
な
い
の
で
不
便
だ
。
早
朝

５
時
発
で
し
か
も
立
ち
席
。
４
時
間
立
つ
の
は
き
つ
い
が
仕

方
な
い
。
そ
の
後
、
雲
崗
石
窟
と
懸
空
寺
の
ツ
ア
ー
を
扱
う

旅
行
社
を
探
し
て
申
込
む
。 

ツ
ア
ー
出
発
ま
で
少
し
時
間
が
あ
っ
た
の
で
、
タ
ク
シ
ー

で
大
同
市
内
の
観
光
に
出
か
け
、
九
龍
壁
、
華
厳
寺
、
善
化

寺
の
３
ヶ
所
を
見
て
回
っ
た
。
愛
想
の
良
い
運
転
手
で
ガ
イ

ド
も
し
て
く
れ
た
。 

９
時
に
ツ
ア
ー
開
始
。
雲
崗
石
窟
、
懸
空
寺
の
２
ヶ
所
を

観
光
で
、
中
国
国
際
旅
行
社
の
ツ
ア
ー
だ
っ
た
せ
い
か
参
加

者
は
私
以
外
全
て
欧
米
人
、
今
迄
と
ち
ょ
っ
と
勝
手
が
違

う
。
中
国
の
歴
史
や
固
有
名
詞
の
英
語
で
の
説
明
に
ち
ょ
っ
と
戸
惑
う
。

雲
崗
石
窟
は
大
同
の
西
16k

m

、
武
周
河
の
北
岸
岩
壁
に
東
西
１
km
に

わ
た
り
彫
ら
れ
た
雄
大
な
石
窟
群
で
、
洛
陽
の
龍
門
石
窟
、
敦
煌
の
莫

高
窟
と
並
ぶ
中
国
三
大
石
窟
の
一
つ
。
第
20
窟
に
あ
る
高
さ
14
ｍ
の

微
笑
す
る
大
仏
、
第
９
～
13
窟
に
あ
る
飛
天
や
伎
楽
天
の
レ
リ
ー
フ
は

必
見
だ
。 

懸
空
寺
は
90
度
以
上
の
崖
に
支
え
棒
を
し
て
建
っ
て
お
り
、
文
字
通

九⿓壁 

雲崗⽯窟 

雲崗⽯窟 

九⿓壁 

善化寺 

雲崗⽯窟 
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り
、
空
に
吊
り
下
が
っ
て
い
る
。
高
所
恐

怖
症
の
私
と
し
て
は
腰
が
退
け
た
が
、
何

と
か
見
て
回
っ
た
。 

17
時
に
大
同
に
戻
る
。
ホ
テ
ル
で
、
フ

フ
ホ
ト
へ
は
列
車
よ
り
バ
ス
の
方
が
便
利

と
の
話
を
聞
き
、
早
速
、
乗
り
場
で
調
べ

る
と
、
所
要
４
時
間
で
46
元
。
し
か
も
ま

だ
最
終
便
が
あ
る
。
思
い
切
っ
て
今
日
行

く
こ
と
に
し
た
。
急
い
で
ホ
テ
ル
と
列
車

を
キ
ャ
ン
セ
ル
し
、
フ
フ
ホ
ト
の
ホ
テ
ル

の
予
約
を
電
話
で
手
早
く
済
ま
せ
バ
ス
に

飛
び
乗
る
（
こ
の
あ
た
り
の
動
き
は
だ
い

ぶ
旅
慣
れ
し
て
き
た
感
じ
だ
）
。
バ
ス
は

18
時
出
発
の
は
ず
が
中
々
出
発
し
な
い
。

こ
の
手
の
バ
ス
は
満
員
に
な
る
ま
で
人
引

き
を
し
て
か
ら
出
発
す
る
よ
う
だ
。
出
稼

ぎ
風
の
モ
ン
ゴ
ル
人
団
体
が
20
人
位
集

ま
っ
て
き
て
一
旦
乗
り
込
ん
だ
が
降
り
て
バ
ス
の
関
係
者
と
何
か
口

論
を
し
て
い
る
（
内
容
は
不
明
）
。
１
時
間
以
上
待
た
さ
れ
て
や
っ
と
出

発
。
バ
ス
の
中
は
殆
ど
が
モ
ン
ゴ
ル
人
労
働
者
風
で
ち
ょ
っ
と
怖
い
。

途
中
、
予
約
し
た
ホ
テ
ル
か
ら
２
度
程
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
。
日
本

人
と
名
乗
っ
た
上
に
中
々
到
着
し
な
い
の
で
心
配
し
た
よ
う
だ
。
有
り

難
い
。
深
夜
０
時
に
や
っ
と
フ
フ
ホ
ト
に
到
着
。
タ
ク
シ
ー
で
ホ
テ
ル

へ
行
き
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
。
明
日
の
「
草
原
ツ
ア
ー
（
料
金
180
元
）」
を
そ

の
場
で
予
約
し
た
。 

［
３
日
目
］ 

朝
８
時
出
発
。
ガ
イ
ド
を
含
め
総
勢
10
名
で
私
以
外
は
全
て
中
国
人
。

家
族
連
れ
や
老
夫
婦
の
他
、
出
張
つ
い
で
に
参
加
し
た
上
海
の
青
年
。

彼
と
は
一
人
旅
同
士
な
の
で
色
々
話
を
し
た
。
ソ
フ
ト
開
発
の
仕
事
を

し

て

い

る

そ
う
だ
。 

２

時

間

強
で
「
希
拉

穆
仁
」
草
原

着
。
入
り
口

で

モ

ン

ゴ

ル

族

の

貸

衣
装
（

15

元

）

を

着

て
、
馬
に
乗

り
換
え
（
別

料

金

で

３

時

間

150

元
）
、
更
に

雲崗⽯窟 雲崗⽯窟 

懸空寺 懸空寺 

蒙古語のマックの看板 懸空寺 
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１
時
間
進
む
。
私
の
馬
は
や
や
遅
れ
気
味
。
馬
の
扱
い
が
全
く
分
か
ら

ず
最
初
は
馬
任
せ
、
そ
の
う
ち
右
・
左
と
は
覚
え
た
が
、
進
む
と
止
ま

れ
は
何
だ
っ
た
か
未
だ
に
不
明
。
草
原
は
風
が
強
く
、
砂
埃
で
顔
は
ザ

ラ
ザ
ラ
。
草
は
既
に
盛
り
を
過
ぎ
て
黄
色
っ
ぽ
く
禿
げ
だ
ら
け
。
尻
の

痛
み
が
増
し
て
き
た
頃
に
目
的
地
に
到
着
。
馬
糞
に
注
意
し
な
が
ら
下

馬
。
モ
ン
ゴ
ル
族
の
家
庭
を
訪
問
し
お
茶
や
お
菓
子
を
御
馳
走
に
な
る
。

そ
の
後
、
各
自
各
様
に
草
原
で
過
ご
す
。
私
は
仰
向
け
に
寝
こ
ろ
が
る
。

こ
の
辺
り
の
草
は
丈
が
長
く
蒼
さ
も
残
っ
て
い
る
。
現
地
人
と
も
色
々

話
を
し
た
が
、「
貴
方
は
モ
ン
ゴ
ル
人
に
似
て
い
る
」
と
言
わ
れ
た
。
帰

り
は
大
き
な
馬
に
乗
り
換
え
（
さ
っ
き
の
現
地
人
が
気
を
効
か
せ
て
替

え
て
く
れ
た
）
、
ま
た
１
時
間
か
け
て
戻
っ
た
。
昼
食
後
、
競
馬
や
モ
ン

ゴ
ル
相
撲
を
見
物
し
て
帰
路
に
着
い
た
。 

16
時
半
に
フ
フ
ホ
ト
市
内
へ
入
る
と
、
例
に
よ
っ
て
提
携
店
に
連
れ

て
行
か
れ
買
物
タ
イ
ム
。
私
は
こ
こ
で
ツ
ア
ー
を
離
脱
し
タ
ク
シ
ー
で

市
内
観
光
。「
金
剛
座
舎
利
宝
塔
」
、「
大
召
」
、「
席
力
図
召
」
の
３
ヶ
所

を

見
て

回

っ
た
。
そ
の

後
、
マ
ッ
サ

ー

ジ

店

で

時

間

を

潰

し
、
深
夜
便

で

北

京

に

戻
っ
た
。 

 
 

フフホト_パオ（住居） 

フフホト_草原 

フフホト_草原にて 

<スケジュール> 

8/25(金)北京西→大同 N205(23:29-6:50) 軟臥上(153+50 元) 

8/26(土)大同市内・雲崗石窟・懸空寺観光(CITS ツアー) 225 元(門票,昼食付) 

大同→フフホト(19:20-23:40)バス(46 元)フフホト 天元大酒店泊(220 元) 

8/27(日)8:00-16:30 草原ツアー(希拉穆仁草原)380 元 

16:30-18:00 フフホト市内観光 フフホト→北京 CA1127(23:50-1:10) 

フフホト_⾦剛座舎利宝塔 フフホト_モンゴル相撲 フフホト_⾺に乗って 
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18
．
武
当
山
・
襄
樊
・
武
漢 

⑭ 

2006
年
９
月
15
日
～
17
日 

今
回
は
、
世
界
遺
産
の
「
武
当
山
古
建
群
」
を
見
る
の
が
主
目
的
で

Ｈ
さ
ん
と
二
人
旅
。 

［
１
日
目
］ 

夕
方
、
北
京
西
駅
を
重
慶
行
き
夜
行
で
湖
北
省
北
部
の
「
十
堰
」
に

向
け
て
出
発
。
15
時
間
の
長
丁
場
だ
。
列
車
内
で
重
慶
の
老
夫
婦
と
一

緒
に
な
る
。
と
て
も
元
気
で
81
歳
（
１
９
２
５
年
生
ま
れ
）
に
は
思
え

な
い
。
ず
っ
と
軍
人
だ
っ
た
そ
う
だ
。
食
堂
車
で
夕
食
。
初
め
て
の
体

験
だ
が
、
料
理
（
茄
子
炒
め
他
）
は
冷
め
て
い
て
残

念
だ
っ
た
。 

［
２
日
目
］ 

翌
朝
、
十
堰
駅
で
下
車
す
る
と
客
引
き
が
待
ち

構
え
て
い
た
。
１
日
４
０
０
元
と
言
っ
て
き
た
が

断
り
、
タ
ク
シ
ー
で
武
当
山
入
口
へ
。
こ
こ
か
ら
は

タ
ク
シ
ー
や
一
般
車
は
乗
入
れ
不
可
で
、
全
て
専
用
バ
ス
で
移
動
。
入

場
券
（
門
票
と
い
う
）
込
み
で
１
８
２
元
と
経
済
的
か
つ
合
理
的
。
駅

で
客
引
き
の
話
に
乗
ら
な
く
て
正
解
だ
っ
た
。 

山
門
か
ら
専
用
バ
ス
で
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
乗
り
場
ま
で
約
30
分
か
け

て
山
道
を
上
る
。
今
日
は
晴
天
で
気
温
も
丁
度
良
く
快
適
。
遠
く
ま
で

良
く
に
見
え
る
。 

最
短
の
１
日
観
光
の
た
め
主
要
部
分
を
駆
け
足
で
見
学
。
午
前
中
は

武当⼭_⾦殿(⾦頂) 

列⾞内の⾷堂で 

寝台⾞ 

武当⼭ロープウェイ 

武当⼭_⾦殿(⾦頂) 武当⼭_⾦殿(⾦頂)から 

武当⼭_南岩宮 武当⼭_南岩宮 
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「
金
殿
（
金
頂
）
」、
昼
食
後
に
「
南
岩
」
を
観
光
し
、
最
後
に
「
逍
遥

谷
」
を
見
て
出
発
点
に
戻
る
。
Ｈ
さ
ん
は
寝
不
足
で
バ
テ
ぎ
み
。
来
週

は
友
人
と
二
人
で
九
寨
溝
へ
行
く
そ
う
だ
が
や
や
心
配
。 

17
時
、
宿
泊
地
の
「
襄
樊
」
へ
向
か
う
際
に
、
バ
ス
で
な
く
乗
合
の

客
引
き
の
車
の
方
に
乗
っ
て
し
ま
っ
た
。
客
が
集
ま
る
ま
で
40
分
以
上

も
待
た
さ
れ
ヤ
キ
モ
キ
し
た
が
、
出
発
す
る
と
凄
い
ス
ピ
ー
ド
で
と
ば

し
１
時
間
半
で
到
着
し
た
。 

先
ず
は
長
距
離
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
明
日
の
武
漢
行
き
の
チ
ケ
ッ

ト
を
購
入
し
た
が
、
あ
と
で
時
刻
表
を
見
る
と
、
19
時
発
の
最
終
便
が

ま
だ
あ
っ
た
。
今
日
中
に
武
漢
ま
で
行
っ
た
方
が
明
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
が
ず
っ
と
楽
に
な
る
の
だ
が
、
そ
の
時
点
で
は
気
が
付
か
ず
後
で
ち

ょ
っ
と
後
悔
し
た
。 

チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
し
た
「
南
湖
賓
綰
」
は
江
沢
民
も
泊
ま
っ
た
こ
と
の

あ
る
由
緒
あ
る
ホ
テ
ル
で
、「
襄
陽
城
壁
」
の
近
く
の
公
園
内
に
あ
る
。 

武当⼭_南岩宮 

武当⼭_南岩宮 

襄陽城壁 

襄陽_漢江を泳ぐ⼈々 

武漢_⻑江 

武当⼭_南岩宮 

武当⼭_逍遥⾕ 

武当⼭_世界遺産の碑 

襄陽_漢江 

襄陽_夫⼈城 
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「
襄
樊
」

は

三

国

志

ゆ

か

り

の

古

い

街

で

「

三

顧

の

礼
」
の
舞
台

に

な

っ

た

「
古
隆
中
」

が
近
く
に
あ
る
。
是
非
と
も
行
き
た
か
っ
た
が
時
間
が
無
く
断
念
。 

［
３
日
目
］ 

早
朝
、「
漢
江
」
の
流
れ
を
見
に
「
夫
人
城
」
と
い
う
城
壁
に
行
っ
た
。

よ
く
見
る
と
多
く
の
人
が
泳
い
で
河
を
渡
っ
て
い
る
。
冬
で
も
や
っ
て

い
る
と
の
こ
と
。
漢
江
は
比
較
的
き
れ
い
ら
し
い
。 

８
時
に
襄
樊
を
出
発
し
13
時
前
に
武
漢
着
。
先
ず
は
有
名
な
「
黄
鶴

楼
」
へ
。
10
年
前
に
再
建
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
美
し
く
ま
た
堂
々
と
し

て
い
る
。
そ
の
後
、
長
江
と
漢
江
が
交
わ
る
景
色
を
見
よ
う
と
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
に
従
い
対
岸
の
「
亀
山
」
に
登
り
迷
い
な
が
ら
歩
き
回
っ
た
が
、

木
々
が
邪
魔
に
な
っ
て
展
望
ポ
イ
ン
ト
に
た
ど
り
つ
け
ず
。
次
の
「
晴

川
閣
」
の
上
か
ら
や
っ
と
見
る
こ
と
が
で
き
た
。 

15
時
過
ぎ
に
マ
ッ
ク
で
遅
い
昼
食
。
最
後
は
と
に
か
く
疲
れ
た
。
空

港
ラ
ウ
ン
ジ
で
交
渉
し
て
Ｈ
さ
ん
も
無
理
や
り
入
れ
て
貰
い
ゆ
っ
く

り
休
ん
だ
。 

 

<スケジュール> 

9/15(金) 北京西→十堰 T9(16:25-7:15)軟臥 

9/16(土) 十堰→武当山(タクシーで 1 時間) 武当山観光 

武当山→襄樊(17:30-19:00) 襄樊泊[南湖賓館] 

9/17(日) 早朝 襄陽城観光 襄樊→武漢(武昌) 長途汽車 No.461 8:00-12:30(347km) 

武漢観光 16:30 タクシーで空港へ(40 分) 

武漢→北京 CA1366(18:15-20:00) 

武漢_⻩鶴楼 

武漢_⻩鶴楼 

武漢_⻑江⼤橋 武漢_三国志像(⻲⼭) 武漢_⻩鶴楼からの眺望 
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19
．
集
安
・
瀋
陽 

②
㉖
㉚ 

2006
年
９
月
22
日
～
24
日 

今
回
の
旅
で
は
、
世
界
遺
産
を
見
る
以
外
に
も
う
一
つ
「
北
朝
鮮
を

直
に
見
る
。
可
能
な
ら
国
境
線
を
越
え
る
」
と
い
う
期
待
が
あ
る
。
集

安
は
、
近
く
に
空
港
が
無
く
、
日
に
１
～
２
本
の
列
車
と
車
を
乗
り
継

い
で
た
ど
り
着
く
辺
境
の
地
で
、
し
か
も
週
末
の
み
で
行
っ
て
く
る
超

ハ
ー
ド
な
旅
。
Ｈ
さ
ん
と
一
緒
に
行
こ
う
と
前
か
ら
話
し
て
い
た
が
、

ど
う
し
て
も
都
合
が
合
わ
ず
一
人
旅
と
な
っ
た
。 

［
１
日
目
］ 

午
後
、
半
日
休
暇
を
取
っ
て
、
北
京
駅
14
時
10
分
発
の
夜
行
列
車
で

吉
林
省
の
通
化
へ
向
か
う
。
夜
行
列
車
は
こ
れ
が
４
回
目
な
の
で
慣
れ

て
き
た
が
16
時
間
半
も
の
長
丁
場
は
初
め
て
。
席
は
寝
台
車
（
軟
臥
）

の
下
側
。
２
段
ベ
ッ
ド
２
組
の
４
人
が
１
コ
ン
パ
ー
ト
メ
ン
ト
。
瀋
陽

へ
の
出
張
の
男
性
と
、
通
化
ま
で
行
く
60
歳
の
女
性
が
一
緒
だ
っ
た
。

こ
の
女
性
と
は
最
初
お
互
い
に
言
葉
が
判
り
難
く
て
あ
ま
り
話
を
し

な
か
っ
た
が
下
り
る
頃
に
は
か
な
り
打

ち
解
け
て
話
が
で
き
た
。
今
回
は
Ｐ
Ｃ
を

持
ち
込
ん
で
、
ま
ず
は
や
り
残
し
た
仕
事

を
片
付
け
た
。
車
内
に
は
電
源
コ
ン
セ
ン

ト
が
各
席
に
設
置
さ
れ
て
お
り
と
て
も

便
利
だ
。
Ｐ
Ｃ
が
使
え
た
た
め
列
車
内
で

暇
を
持
て
余
す
こ
と
は
無
か
っ
た
。 

［
２
日
目
］ 

翌
朝
、
目
を
覚
ま
す
と
外
は
濃
い
霧
で

別
の
世
界
に
来
た
感
じ
。 

ほ
ぼ
定
刻
（
６
時
42
分
）
に
通
化
着
。

お
ば
さ
ん
と
握
手
を
し
て
別
れ
る
。
列
車

を
下
り
る
と
寒
く
、
10
度
以
下
の
感
じ
。

目
的
地
の
集
安
は
こ
こ
か
ら
更
に
１
０

０
ｋ
ｍ
以
上
先
。
駅
を
出
て
タ
ク
シ
ー
を

探
す
。
見
る
と
集
安
ま
で
の
乗
合
タ
ク
シ
ー
が
客
引
き
を
し
て
い
る
。

値
段
を
聞
く
と
40
元
、
通
常
だ
と
最
低
１
２
０
元
か
か
る
と
こ
ろ
安
く

あ
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
子
供
連
れ
の
男
性
と
若
い
女
性
２
人
と
相
乗

り
し
、
濃
霧
が
立
ち
込
め
る
細
道
を
ラ
イ
ト
を
点
け
て
猛
ス
ピ
ー
ド
で

突
っ
走
る
。
車
窓
か
ら
は
秋
の
景
色
、
紅
葉
が
始
ま
っ
て
い
る
。
稲
穂

は
黄
金
色
で
刈
り
取
り
寸
前
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
も
い
た
る
所
に
見
え
る
。

道
の
両
脇
に
は
秋
の
草
花
が
ず
っ
と
植
え
ら
れ
て
い
る
の
に
感
心
し

た
。
特
に
コ
ス
モ
ス
が
き
れ
い
だ
。 

１
時
間
半
で
集
安
着
。
先
ず
ホ
テ
ル
に
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
。
電
話
で
予

約
し
た
時
は
２
２
０
元
だ
っ
た
の
に
再
度
尋
ね
る
と
１
８
０
元
で
得

し
た
気
分
。
こ
の
辺
で
は
有
名
な
３
星
ホ
テ
ル
だ
が
設
備
は
値
段
相
当

で
、
ト
イ
レ
と
シ
ャ
ワ
ー
と
洗
面
所
が
一
体
化
。
た
だ
、
飲
料
水
サ
ー

バ
が
あ
る
の
が
有
り
難
い
。 

ロ
ビ
ー
で
ガ
イ
ド
の
金
さ
ん
と
待
合
せ
。
最
近
は
ガ
イ
ド
を
雇
わ
な

北京発-通化⾏き夜⾏列⾞

集安市内のタクシー 
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い
こ
と
が
多
い
が
、
集
安
は
現
地
情
報
が
少
な
く
、
ま
た
北
朝
鮮
近
く

で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
、
今
回
は
２
０
０
元
出
し
て
日
本
語
ガ
イ
ド
を

雇
う
こ
と
に
し
た
。
金
明
竹
さ
ん
、
小
柄
な
朝
鮮
族
の
方
で
45
歳
、
高

校
生
の
子
供
が
い
る
そ
う
だ
。
車
は
彼
の
知
り
合
い
か
ら
１
４
０
元
で

チ
ャ
ー
タ
ー
。
ち
ょ
っ
と
高
め
だ
が
妥
協
し
た
。 

最
初
は
「
丸
都
山
城
」
へ
。
城
壁
の
跡
が
所
々
に
残
っ
て
い
る
だ
け

で
殆
ど
石
が
崩
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
隣
に
貴
族
の
古
墳
群
が
あ

り
、
こ
ち
ら
は
数
も
多
く
壮
観
。
一
面
に
ク
ロ
ー
バ
が
咲
い
て
い
た
。

こ
の
後
「
五
盔
墳
」
や
、
歴
史
で
習
っ
た
「
好
太
王
碑
」
、
「
将
軍
墳
」

と
回
っ
た
。
そ
し
て
最
後
は
、
北
朝
鮮
と
の
国
境
を
流
れ
る
「
鴨
緑
江
」

を
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
で
遊
覧
す
る
予
定
だ
っ
た
が
、
水
量
不
足
で
運
行

停
止
と
の
こ
と
。
今
日
は
た
ま
た
ま
上
流
の
ダ
ム
が
放
水
を
止
め
た
た

め
だ
そ
う
だ
が
、
一
番
期
待
し
て
い
た
の
に
残
念
だ
。 

鴨
緑
江
の
川
辺
か
ら
対
岸
の
北
朝
鮮
の
風
景
が
よ
く
見
え
る
。
特
徴

的
な
の
は
、
山
の
上
の
方
ま
で
木
が
伐
採
さ
れ
て
畑
に
な
っ
て
い
る
こ

と
。
食
糧
事
情
が
逼
迫
し
て
い
る
た
め
だ
ろ
う
が
、
伐
採
で
洪
水
が
起

こ
り
易
く
な
り
、
長
期
的
に
は
逆
効
果
だ
と
思
う
。
集
安
は
漢
民
族
が

多
い
が
、
少
数
民
族
の
中
で
は
朝
鮮
族
が
最
も
多
い
。
１
９
５
０
～
６

０
年
代
に
北
朝
鮮
か
ら
移
り
住
ん
だ
人
も
多
く
、
中
国
側
か
ら
北
朝
鮮

の
親
戚
を
訪
問
す
る
こ
と
が
日
常
茶
飯
事
だ
そ
う
だ
。
手
続
き
は
非
常

に
簡
単
で
身
分
証
と
訪
問
先
を
書
い
て
申
請
す
る
だ
け
で
Ｏ
Ｋ
と
の

こ
と
。
但
し
、
逆
方
向
（
北→

中
）
は
殆
ど
無
し
と
の
こ
と
。
北
朝
鮮

か
ら
は
、
松
の
実
、
蛙
の
油
、
天
然
資
源
（
銅
な
ど
）
が
持
ち
込
ま
れ
、

中
国
か
ら
は
、
電
化
製
品
（
テ
レ
ビ
等
）
の
他
、
時
に
は
バ
イ
ク
も
持

っ
て
行
く
と
の
こ
と
。 

昼
食
は
金
さ
ん
と
一
緒
に
朝
鮮
料
理
。
冷
麺
と
小
豆
腐
（
豆
腐
＋
オ

カ
ラ
）
、
野
菜
天
ぷ
ら
も
ど
き
（
名
前
不
明
）
、
ビ
ー
ル
２
本
で
62
元
。

特
に
小
豆
腐
が
美
味
か
っ
た
。 

午
後
は
ホ
テ
ル
で
一
休
み
し
て
地
図
を
見
て
い
る
と
、
集
安
市
内
か

ら
十
数
キ
ロ
先
に
鴨
緑
江
に
掛
か
る
鉄
橋
が
あ
る
の
を
見
つ
け
た
。
国

丸都⼭城 

貴族の古墳群 

好太王碑 

将軍墳 

将軍墳 
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境
大
橋
と
も
呼
ば
れ
鉄
道
が
北
朝
鮮
の
満
浦
市
へ
延
び
て
い
る
。
前
に

Ｗ
ｅ
ｂ
で
調
べ
た
時
、
確
か
あ
る
旅
行
社
が
「
当
社
は
関
係
筋
と
コ
ネ

が
あ
り
、
特
別
に
橋
の
上
の
国
境
線
を
跨
い
で
北
朝
鮮
側
に
ち
ょ
っ
と

だ
け
入
れ
ま
す
」
と
書
い
て
あ
っ
た
の
を
思
い
出
し
た
。
コ
ネ
が
無
く

と
も
行
け
る
か
も
知
れ
な
い
と
思
い
、
早
速
タ
ク
シ
ー
を
跳
ば
し
て
現

地
へ
。 

国
境
大
橋
に
着
く
と
、
鉄
橋
の
前
は
軍
の
施
設
で
入
口
に
監
視
兵
が

一
人
。「
見
学
で
き
る
か
？
」 

と
聞
く
と
、「
外
国
人
か
？
」
、「
日
本

人
だ
」
と
応
え
る
と
、
「
Ｏ
Ｋ
、
入

れ
」
。
入
口
の
鎖
を
跨
い
で
施
設
内

に
入
り
、
事
務
室
で
担
当
の
若
い
兵

隊
さ
ん
（
20
歳
だ
そ
う
だ
）
に
パ
ス

ポ
ー
ト
を
見
せ
20
元
を
払
い
見
学

許
可
証
を
書
い
て
も
ら
う
。
階
段
を

昇
り
橋
の
入
り
口
で
監
視
の
兵
隊

さ
ん
に
許
可
証
を
見
せ
る
と
、「
あ
っ
ち
だ
」
と
。
前
を
見
る

と
、
橋
の
上
は
鉄
道
が
走
っ
て
い
る
だ
け
で
、
そ
の
左
脇
に

コ
ン
ク
リ
ー
ト
板
を
敷
い
た
50

cm
幅
の
細
い
通
路
が
あ
る
。

手
摺
り
は
あ
る
が
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
間
か
ら
下
が
丸
見
え

で
高
所
恐
怖
症
の
私
に
は
辛
過
ぎ
る
。
が
、
折
角
こ
こ
ま
で

来
て
引
き
下
が
る
訳
に
は
行
か
な
い
。
や
っ
と
の
思
い
で
２

０
０
ｍ
歩
き
国
境
線
に
到
達
。
先
客
（
３
人
の
若
者
）
が
い

て
中
々
退
か
な
い
。
じ
っ
と
待
つ
こ
と
１
分
（
気
持
ち
的
に

は
10
分
く
ら
い
に
長
く
感
じ
た
）
、
や
っ
と
国
境
線
越
え
（
た
っ
た
３

ｍ
位
）
を
体
験
。
写
真
を
撮
り
ま
く
っ
た
。
国
境
越
え
に
旅
行
社
の
コ

ネ
は
不
要
だ
っ
た
。 

帰
り
が
け
に
「
国
内
城
址
」
を
見
て
ホ
テ
ル
に
無
事
帰
還
。
昨
日
か

ら
の
疲
れ
も
あ
り
横
に
な
っ
た
ら
３
時
間
も
寝
て
し
ま
っ
た
。
夕
方
、

金
さ
ん
に
教
え
て
貰
っ
た
「
若
石
」
と
い
う
名
前
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
店
へ
。

旅
先
で
は
よ
く
地
元
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
店
に
行
く
。
疲
れ
を
と
る
の
も
目

鴨緑江⼤橋 

橋を歩いて北朝鮮⽅⾯へ 

北朝鮮国境線 

北朝鮮国境線から戻る 

対岸の北朝鮮⾵景 

鴨緑江 対岸は北朝鮮 

対岸の北朝鮮⾵景 
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的
の
ひ
と
つ
だ
が
、
地
元
の
人
と
そ
の
土
地
の
様
子
な
ど
世
間
話
を
す

る
の
が
何
よ
り
楽
し
み
だ
。
２
時
間
で
40
元
と
安
い
が
腕
は
中
々
だ
。 

夕
食
も
朝
鮮
料
理
を
食
べ
よ
う
と
昼
食
の
店
に
行
っ
て
見
た
が
既

に
閉
店
。
未
だ
８
時
半
。
北
京
の
感
覚
で
は
ダ
メ
の
様
だ
。
何
と
か
店

を
探
し
、
質
素
な
食
事
（
炒
麺
＋
土
豆
絲
で
８
元
）
を
済
ま
せ
た
。 

［
３
日
目
］ 

早
朝
、
近
く
の
店
で
朝
食
（
３
元
）
を
手
早
く
済
ま
せ
、
瀋
陽
行
き

の
バ
ス
に
乗
り
込
む
。
大
型
の
バ
ス
で
設
備
は
並
。
途
中
、
清
の
陵
墓

の
ひ
と
つ
の
「
永
陵
」
の
前
を
通
る
。
突
然
で
写
真
は
撮
れ
な
か
っ
た

が
、
入
口
は
付
近
を
ち
ょ
っ
と
だ
け
見
る
こ
と
が
出
来
た
。 

最
近
、
浅
田
次
郎
著
「
中
原
の
虹
」
第
１
巻
（
張
作
霖
の
物
語
で
「
蒼

穹
の
昴
」
か
ら
話
が
続
い
て
い
る
）
が
出
た
の
で
読
ん
だ
が
、
そ
の
舞

台
が
瀋
陽
（
奉
天
）
や
隣
の
新
民
市
。
バ
ス
で
通
り
か
か
っ
た
「
永
陵
」

は
乾
隆
帝
が
中
華
皇
帝
の
「
龍
玉
」
を
隠
し
た
場
所
と
の
設
定
だ
っ
た

の
で
親
近
感
が
湧
い
た
。 

12
時
に
瀋
陽
に
到
着
。
滞
在

可
能
時
間
は
６
時
間
し
か
な
い
。

直
ぐ
に
タ
ク
シ
ー
を
拾
っ
て
値

段
交
渉
、
半
日
拘
束
：
２
０
０
元

で
手
を
打
つ
。
麦
当
労
（
マ
ク
ド

ナ
ル
ド
）
で
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
し

た
ビ
ッ
グ
マ
ッ
ク
セ
ッ
ト
（
16

元
）
を
車
内
で
食
べ
な
が
ら
、

「
福
陵
（
俗
称
：
東
陵
）」
，「
瀋

陽
故
宮
」，「
張
学
良
旧
居
」
，「
昭

陵
（
俗
称
：
北
陵
）」
と
ま
わ
る
。

「
瀋
陽
故
宮
」
は
北
京
の
故
宮

よ
り
規
模
が
１
桁
以
上
小
さ
い

が
見
る
の
に
は
丁
度
良
い
感
じ
。

瀋陽_福陵(東陵) 

瀋陽_故宮 

瀋陽_故宮 

瀋陽_福陵(東陵) 

瀋陽_故宮 

瀋陽_故宮 

瀋陽_昭陵(北陵) 瀋陽_昭陵(北陵) 
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「
福
陵
」
と
「
昭
陵
」
は
典
型
的
な
皇
帝
の
墓
。「
張
学
良
旧
居
」
は
ロ

ー
マ
様
式
の
「
大
青
楼
」
が
印
象
的
だ
っ
た
。
※
張
学
良
は
張
作
霖
の

長
男 17

時
過
ぎ
に
観
光
終
了
。
運
転
手
は
あ
と
１
０
０
元
出
せ
ば
空
港
ま

で
送
る
と
盛
ん
に
進
め
る
が
、
リ
ム
ジ
ン
だ
と
10
元
で
行
け
る
の
を
知

っ
て
い
た
の
で
遠
慮
。
早
夕
食
（
揚
州
炒
飯
＋
小
籠
包
：
16
元
、
小
籠

包
が
美
味
し
か
っ
た
）
を
済
ま
せ
空

港
へ
。
空
港
で
は
３
時
間
も
待
ち
時

間
が
あ
っ
た
が
、
写
真
と
旅
行
記
の

整
理
に
有
効
活
用
で
き
た
。 

北
京
に
は
予
定
通
り
22
時
半
過

ぎ
に
到
着
し
た
。 

 

        
 

20
．
貴
州
省 

2006
年
10
月
３
日
～
４
日 

国
慶
節
を
利
用
し
て
貴
州
省
へ
１
泊
２
日
の
旅
を
し
た
。 

［
１
日
目
］ 

11
時
に
貴
陽
着
。
空
港
で
ガ
イ
ド
の
劉
さ
ん
と
待
合
せ
、
そ
の
ま
ま

「
黄
果
樹
瀑
布
」
へ
。
昼
食
は
車
の
中
で
の
パ
ン
で
済
ま
し
た
。
天
気

は
予
報
が
外
れ
晴
天
、
絶
好
の
旅
行
日
和
だ
。
車
窓
か
ら
カ
ル
ス
ト
地

形
の
山
々
が
ず
っ
と
続
い
て
見
え
る
。
先
の
丸
ま
っ
た
山
の
斜
面
に
は

灰
色
の
岩
（
石
灰
岩
）
が
剥
き
出
し
て
い
る
。
貴
州
省
は
カ
ル
ス
ト
地

形
が
と
て
も
多
く
全
面
積
の
７
割
を
占
め
る
そ
う
だ
。
そ
う
言
え
ば

「
桂
林
」
は
こ
こ
か
ら
そ
ん
な
に
遠
く
な
い
。
こ
の
辺
は
稲
作
が
多
く

今
が
刈
り
取
り
シ
ー
ズ
ン
。
岩
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
し
て
い
る
中
で
み
ん
な
手

作
業
。
大
変
そ
う
だ
。
山
の
斜
面
は
上
の
方
ま
で
段
々
畑
で
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
の
他
、
見
た
こ
と
の
な
い
作
物
も
見
え
る
。
家
は
ほ
と
ん
ど
が
石

灰
岩
を
利
用
し
た
石
造
り
だ
。
ま
た
、
こ
こ
貴
州
省
は
「
少
数
民
族
の

故
郷
」
と

も
呼
ば
れ

人
口
の
３

分
の
１
は

少
数
民
族
。

特
に
、
苗

（
ミ
ャ
オ
）

<スケジュール> 

9/22(金)北京→通化(14:10-06:42) 軟臥下 

9/23(土)通化→集安[タクシー相乗り(1.5h) 8:30 着 

翠園賓館伯（3☆）

9/24(日)集安→瀋陽 長途汽車 6:20→13:00  417km 

18:00 リムジンで空港へ(40 分) 

瀋陽→北京 CA1626(21:25-22:40) 

農村⾵景 

農村⾵景 

張学良旧居 



69 
 

族
・
布
依
（
プ
イ
）
族
・
侗
（
ト
ン
）
族
が
多
い
そ
う
だ
。 

約
１
時
間
半
で
「
黄
果
樹
瀑
布
」
に
到
着
。
高
速
道
路
は
こ
こ
ま
で

で
そ
の
先
は
工
事
中
。
最
終
的
に
は
雲
南
省
の
「
昆
明
」
ま
で
つ
な
が

る
そ
う
だ
。
連
休
だ
け
あ
っ
て
凄
い
混
雑
。
入
口
か
ら
15
分
程
歩
い
て

下
り
て
行
く
と
、
ア
ジ
ア
最
大
の
滝
「
黄
果
樹
瀑
布
」
見
え
て
き
た
。

さ
す
が
大
き
い
。
高
さ
74
ｍ
・
幅
81
ｍ
だ
そ
う
だ
。
今
は
渇
水
期
で
水

量
が
少
な
め
ら
し
い
が
そ
れ
で
も
凄
い
。
滝
の
裏
側
は
天
然
の
鍾
乳
洞

に
な
っ
て
い
て
歩
い
て
通
り
抜
け
ら
れ
る
。
滝
の
脇
か
ら
裏
側
へ
回
る

と
そ
の
迫
力
た
る
や
凄
い
。
水
し
ぶ
き
で
服
も
髪
も
ず
ぶ
濡
れ
、
カ
メ

ラ
を
庇
い
な
が
ら
写
真
を
撮
る
。
か
な
り
長
い
こ
と
歩
い
て
反
対
側
の

出
口
に
た
ど
り
着
い
た
。
こ
れ
だ
け
で
来
た
甲
斐
が
あ
り
。
エ
ス
カ
レ

ー
タ
（
10
元
）
を
利
用
す
る
人
を
横
目
に
自
力
で
登
っ
て
戻
っ
た
。 

15
時
、
次
の
目
的
地
「
龍
宮
」
へ
向
か
う
。
こ
の
付
近
は
滝
が
多
い

が
渇
水
期
の
今
は
干
上
が
っ
て
岩
肌
だ
け
見
え
て
い
る
も
の
が
多
い
。

⻩果樹瀑布 

⻩果樹瀑布 

⿓⾨⾶瀑 

⿓⾨⾶瀑 

⿓宮 

⻩果樹瀑布 

⻩果樹瀑布_滝の裏から 

⻩果樹瀑布 ⻩果樹瀑布 

⻩果樹瀑布 
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途
中
、
カ
ル
ス
ト
の
丸
山
・
段
々
畑
・
稲
刈
り
風
景
を
見
な
が
ら
、
約

40
分
で
「
龍
宮
」
に
到
着
。
鍾
乳
洞
は
こ
れ
ま
で
何
回
も
見
て
い
る
の

で
余
り
期
待
し
て
い
な
か
っ
た
が
、「
龍
宮
」
の
洞
窟
は
な
か
な
か
の
も

の
だ
。
特
徴
は
、
①
す
ご
く
広
い
、
②
大
き
な
池
「
天
池
」
に
繋
が
っ

て
い
て
ボ
ー
ト
で
洞
窟
内
を
ま
わ
れ
る
、
③
洞
窟
の
中
に
大
き
な
滝

「
龍
門
飛
瀑
」
が
あ
る
、
の
三
点
だ
。
洞
窟
は
か
な
り
奥
ま
で
行
け
る

よ
う
だ
が
時
間
の
関
係
で
ボ
ー
ト
遊
覧
の
終
点
で
引
き
返
し
た
。 

19
時
に
貴
陽
の
ホ
テ
ル
に
到
着
。
ガ
イ
ド
の
劉
さ
ん
、
運
転
手
の
呉

さ
ん
と
一
緒
に
夕
食
。
劉
さ
ん
は
26
歳
。
地
元
の
大
学
を
卒
業
後
、
深

圳
の
日
系
企
業
（
セ
イ
コ
ー
）
で
２
年
間
働
い
た
経
験
が
あ
る
そ
う
だ
。

劉
さ
ん
の
案
内
で
、
苗
族
料
理
の
店
「
老
凱
里
酸
湯
魚
」
へ
。
人
気
の

店
だ
そ
う
で
大
盛
況
、
店
の
外
ま
で
テ
ー
ブ
ル
が
出
て
い
る
。
こ
の
店

の
名
物
料
理
で
あ
る
「
江
黄
魚
」
と
い
う
名
前
の
野
生
魚
の
鍋
を
注
文
。

魚
も
ス
ー
プ
も
と
て
も
美
味
し
い
。
こ
の
他
、
日
本
の
納
豆
に
似
て
い

る
と
言
わ
れ
る
「
豆
鼓
」（
但
し
糸
は
引
か
な

い
＆
辛
い
）、
小
米
（
粟
）、
細
い
茎
の
よ
う

な
薬
膳
菜
（
確
か
湘
西
で
も
食
べ
た
記
憶
有

り
、
不
味
い
）
に
も
挑
戦
。
地
元
の
酒
は
18

度
で
梅
酒
の
よ
う
な
味
が
し
た
。
３
人
で
腹

一
杯
食
べ
て
１
３
４
元
（
約
二
千
円
）
。
大
満

足
。 

［
２
日
目
］ 

翌
朝
は
小
雨
。
主
要
な
所
は
昨
日
見
た
の

で
今
日
は
ゆ
っ
く
り
。
市
内
の
名
所
「
甲
秀

楼
」
を
観
光
し
、
帰
り
は
30
分
か
け
て
歩
い

て
戻
っ
た
。
貴
陽
市
内
は
、
建
設
ラ
ッ
シ
ュ

で
他
の
都
市
と
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
。
少
数

民
族
と
判
る
格
好
の
人
も
思
っ
た
程
多
く
は

な
い
が
、
特
有
の
籠
を
背
負
っ

た
人
が
歩
い
て
い
る
の
が
特
徴

的
だ
。 

14
時
に
ホ
テ
ル
を
チ
ェ
ッ
ク

ア
ウ
ト
し
て
帰
路
に
着
い
た
。 

 

<スケジュール> 

10/3(火)北京→貴陽 CA1461(8:25-11:10)ガイドと専用車で黄果樹へ(137km 2.5H) 

13:00 黄果樹瀑布 15:40 龍宮洞窟 19:00 夕食 in 老凱里酸湯魚 

 神奇金筑大酒店泊 

10/4(水) 貴陽市内 甲秀楼 貴陽→北京 CA1462 (16:45-19:30) 

⿓宮 

貴陽市内のお店 

甲秀楼 
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21
．
チ
ベ
ッ
ト 

⑪ 

2006
年
10
月
11
日
～
15
日 

会
社
の
同
僚
の
Ｙ
君
と
チ
ベ
ッ
ト
（
西
蔵
）
に
４
泊
５
日
で
旅
行
し

た
。
今
回
は
私
が
往
復
と
も
空
路
、
Ｙ
君
は
今
年
開
通
し
た
青
蔵
鉄
道

に
ど
う
し
て
も
乗
り
た
い
と
い
う
の
で
行
き
は
列
車
（
所
要
48
時
間
）

で
帰
り
は
飛
行
機
と
な
っ
た
。
た
だ
、
青
蔵
鉄
道
の
切
符
は
入
手
が
非

常
に
困
難
で
友
人
の
コ
ネ
で
何
と
か
入
手
。
更
に
、
二
人
の
日
程
の
関

係
で
１
日
ず
れ
た
変
則
ツ
ア
ー
（
彼
が
先
に
入
り
先
に
帰
る
形
）
と
な

り
、
結
局
、
現
地
で
は
２
日
間
一
緒
に
観
光
し
た
。 

［
１
日
目
］ 

朝
、
北
京
空
港
か
ら
成
都
経
由
で
ラ
サ
に
向
か
う
。
経
由
地
の
成
都

を
飛
び
立
っ
た
と
た
ん
聞
き
慣
れ
な
い
言
葉
で
機
内
ア
ナ
ウ
ン
ス
が

流
れ
る
。
多
分
チ
ベ
ッ
ト
語
な
の
だ
ろ
う
。
最
初
に
チ
ベ
ッ
ト
語
、
次

に
普
通
話
、
時
に
は
英
語
も
混
じ
り
、
何
か
違
う
国
に
来
た
感
じ
だ
。

事
実
、
我
々
外
国
人
が
チ
ベ
ッ
ト
に
入
る
際
は
事
前
に
旅
行

社
経
由
で
許
可
証
を
取
得
す
る
必
要
が
あ
り
面
倒
だ
。 

四
川
風
の
辛
い
機
内
食
を
食
べ
て
い
る
と
突
然
雪
山
の

景
色
が
見
え
て
き
て
思
わ
ず
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
る
。 

予
定
よ
り
約
１
時
間
遅
れ
の
午
後
３
時
半
に
ラ
サ
（
拉
薩
）

到
着
。
天
気
は
晴
れ
。
迎
え
の
車
に
乗
り
、
途
中
の
ラ
サ
川

の
綺
麗
な
景
色
を
右
手
に
見
て
ラ
サ
市
内
へ
入
り
、
「
ポ
タ

ラ
宮
」
の
前
を
通
り
１
時
間
強
で
ホ
テ
ル
に
到
着
。
部
屋
は

ス
イ
ー
ト
に
当
た
り
、
応
接
間
・
ジ
ャ
グ
ジ
ー
風
呂
付
き
。

一
瞬
ラ
ッ
キ
ー
と
喜
ん
だ
が
、
そ
の
立
派
な
風
呂
が
不
調

（
湯
の
出
が
悪
く
温
度
も
低
め
）
で
最
後
ま
で
苦
労
し
た
。

高
度
順
応
の
た
め
暫
く
ホ
テ
ル
で
休
息
し
た
後
、
先
に
来
て

い
た
Ｙ
君
と
一
緒
に
夕
食
。
標
高
３
６
５
０
ｍ
の
高
地
の
せ

い
か
少
し
気
分
が
悪
く
な
っ
て
き
た
。
Ｙ
君
は
初
日
か
ら
張

り
切
っ
て
歩
き
過
ぎ
た
ら
し
く
、
高
山
病
の
症
状
で
ぐ
っ
た

チベットの⼭（機内から） ヤルツォンボ河 

ヤルツォンボ河 ヤルツォンボ河（着陸時） 

⾹巴拉ホテル ホテル付近の通り 
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り
で
食
が
進
ま
な
い
。
食
後
、
二
人
で
街
を
散
歩
。
ホ
テ
ル
の
近
く
に

は
「
ジ
ョ
カ
ン
寺
（
大
昭
寺
）
」
も
あ
り
賑
や
か
で
、
寺
の
前
で
は
、
夜

に
も
関
わ
ら
ず
、
両
手
・
両
足
・
額
を
地
面
に
つ
け
る
「
五
体
投
地
」

で
祈
り
を
し
て
い
る
人
が
い
る
。 

夜
は
早
め
に
寝
た
が
高
山
病
（
頭
痛
と
呼
吸
困
難
）
が
酷
く
な
り
、

３
時
過
ぎ
に
や
っ
と
浅
い
眠
り
に
就
い
た
。 

［
２
日
目
］ 

朝
、
ま
だ
高
山
病
症
状
が
続
い
て
食
欲
が
無
か
っ
た
が
、
頑
張
っ
て

食
べ
た
ら
少
し
元
気
に
な
っ
た
。
今
日
は
終
日
ラ
サ
市
内
観
光
。
午
前

は
歩
い
て
ジ
ョ
カ
ン
寺
へ
。
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
総
本
山
だ
け
あ
っ
て
朝

か
ら
大
勢
の
巡
礼
者
が
訪
れ
て
お
り
、
寺
院
の
前
で
は
五
体
投
地
で
祈

り
、
本
殿
の
中
で
は
列
を
な
し
て
お
堂
巡
り
を
し
て
い
る
。
灯
明
に
使

う
バ
タ
ー
（
ヤ
ク
の
乳
製
ら
し
い
）
の
燃
え
る
匂
い
が
辺
り
一
面
に
立

ち
込
め
て
い
る
。
唐
の
時
代
に
「
文
成
公
主
」
が
チ
ベ
ッ
ト
に
嫁
い
で

く
る
際
に
唐
の
都
か
ら
持
っ
て
き
た
と
い
わ
れ
る
「
釈
迦
牟
尼
像
」
を

見
た
後
、
本
殿
内
の
巡
礼
路
を
チ
ベ
ッ
ト
式
に
時
計
回
り
に
一
周
、
最

後
に
屋
上
に
登
り
、
金
瓦
の
屋
根
と
そ
の
間
か
ら
「
ポ
タ
ラ
宮
（
布
達

拉
宮
）」
の
遠
景
を
見
た
。
そ
の
後
、
ジ
ョ
カ
ン
寺
の
外
の
巡
礼
路
「
バ

イ
コ
ル
（
八
角
街
）」
を
一
周
、
散
策
。
こ
こ
は
市
場
や
土
産
物
屋
が
立

ち
並
ぶ
バ
ザ
ー
ル
で
庶
民
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
溢
れ
て
い
る
感
じ
。
中
国
の

各
観
光
地
で
見
ら
れ
る
強
引
な
呼
び
込
み
も
少
な
い
。 

昼
食
ま
で
時
間
が
空
い
た
の
で
ホ
テ
ル
脇
の
コ
ー
ヒ
ー
シ
ョ
ッ
プ

で
一
休
み
。
欧
米
人
が
多
く
ラ
サ
版
ス
タ
バ
と
い
う
感
じ
で
の
店
で
コ

ー
ヒ
ー
も
美
味
し
い
。
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
や
パ
ソ
コ
ン
も
揃
っ
て
い
る
。 

昼
食
は
チ
キ
ン
カ
レ
ー
セ
ッ
ト
を
注
文
。
味
は
ま
ず
ま
ず
。
後
で
聞

い
た
話
だ
が
、
チ
ベ
ッ
ト
人
は
鶏
の
様
な
小
動
物
は
食
べ
な
い
と
の
こ

と
、
ま
た
魚
も
あ
ま
り
食
べ
な
い
と
の
こ
と
（
水
葬
の
習
慣
の
関
係
か

ら
か
）
。 

13
時
か
ら
ポ
タ
ラ
宮
を
見
学
。
天
空
に
そ
び
え
る
が
如
く
大
き
く
、

高
さ
117
ｍ
、
東
西
360
ｍ
も
あ
る
。
部
屋
は
一
千
も
あ
る
そ
う
だ
。
以
前

に
承
徳
で
見
た

所
謂
「
ミ
ニ
ポ
タ

ラ
宮
」
と
は
全
く

ス
ケ
ー
ル
が
違

う
。
こ
こ
の
見
学

は
事
前
予
約
制

で
許
可
証
と
パ

五体投地の祈り 

ジョガン寺屋上 

ジョガン寺屋上からの眺め 

ポタラ宮（夜景） 

ポタラ宮（⼣⽅） 
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ス
ポ
ー
ト
が
必
須
、
し
か
も
見
学
時
間
は
１
時
間
以
内
の
制
限
付
。「
之
」

字
形
の
ジ
グ
ザ
ク
階
段
を
、
呼
吸
を
整
え
一
歩
ず
つ
ゆ
っ
く
り
上
っ
て

行
く
。
か
な
り
き
つ
い
。
因
み
に
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
は
裏
か
ら
馬
に
乗
っ

て
入
口
ま
で
行
く
そ
う
だ
。 

見
学
は
、
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
の
居
室
が
あ
り
政
治
を
行
う
「
白
宮
」
側

か
ら
入
り
、
歴
代
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
の
廟
が
あ
り
宗
教
儀
式
を
行
う
「
紅

宮
」
へ
と
ま
わ
る
。
ほ
と
ん
ど
止
ま
ら
ず
に
見
て
ち
ょ
う
ど
１
時
間
。

14
時
半
過
ぎ
に
正
面
に
戻
っ
て
き
た
。 

今
日
は
こ
れ
で
お
終
い
と
ガ
イ
ド
が
言
う
が
、
時
間
が
も
っ
た
い
な

い
の
で
ち
ょ
っ
と
遠
い
（
片
道
65

km
）
が
「
ガ
ン
デ
ン
寺
（
甘
丹
寺
）」

に
行
く
こ
と
に
し
た
。
旅
行
社
の
運
転
手
と
交
渉
し
た
ら
１
人
で
７
０

０
元
、
２
人
で
１
１
０
０
元
と
吹
っ
か
け
る
の
で
タ
ク
シ
ー
を
選
択
。

交
渉
の
結
果
３
０
０
元
。
ラ
サ
（
キ
チ
ュ
）
川
沿
い
に
東
（
川
上
方
面
）

へ
向
か
う
。
タ
ク
シ
ー
は
か
な
り
の
ボ
ロ
で
よ
く
見
る
と
ス
ピ
ー
ド
メ

ー
タ
ー
が
壊
れ
て
動
か
な
い
。
１
時
間
程
の
所
で
甘
丹
寺
へ
の
標
識
を

発
見
す
る
も
、
そ
の
先
に
通
行
止
め
表
示
あ
り
。
諦
め
ず
に
何
と
か
迂

回
路
を
見
つ
け
て
先
に
進
む
と
、
そ
こ
か
ら
先
は
細
い
砂
利
道
。
埃
を

舞
あ
げ
な
が
ら
延
々
と
山
登
り
す
る
も
終
点
が
見
え
て
こ
な
い
。
途
中
、

道
路
工
事
で
10
分
近
く
待
た
さ
れ
た
後
、
更
に
30
分
近
く
登
っ
て
や

っ
と
目
的
の
ガ
ン
デ
ン
寺
の
前
に
到
着
。
山
の
斜
面
に
階
段
状
に
い
く

つ
も
の
建
物
が
建
っ
て
お
り
山
城
の
よ
う
だ
。
海
抜
は
４
３
０
０
ｍ
、

ラ
サ
か
ら
６
０
０
ｍ
以
上
登
っ
て
き
た
こ
と
に
な
る
。
ヤ
ク
が
近
く
に

き
た
の
で
一
緒
に
記
念
写
真
。
満
足
し
て
戻

る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
こ
ん
な
悪
い
道
を
苦

に
も
せ
ず
行
っ
て
く
れ
た
タ
ク
シ
ー
の
運

転
手
に
は
感
謝
・
感
謝
。
１
０
０
元
プ
ラ
ス

し
て
４
０
０
元
を
渡
し
た
。
因
み
に
、
運
転

手
は
、
黒
竜
江
省
）
牡
丹
江
出
身
の
漢
族
で
、

娘
さ
ん
が
大
阪
の
大
学
に
留
学
中
と
の
こ

ポタラ宮全景 

ポタラ宮への登り⼝ 

ポタラ宮へ 

ポタラ宮への登り⼝ 

ポタラ宮の「⽩宮」 ガンデン寺 

ヤクとの遭遇 
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と
。 夕

食
は
チ
ベ
ッ
ト
民
族
舞
踊
観
賞
付
き
。
欧
米
人
ば
か
り
で
日
本
人

は
ゼ
ロ
。
夜
は
高
山
病
で
寝
つ
け
ず
。
４
時
頃
か
ら
少
し
眠
れ
た
が
、

浅
い
眠
り
の
中
で
久
し
振
り
に
子
供
の
頃
に
見
た
よ
う
な
怖
い
夢
を

見
続
け
た
。 

［
３
日
目
］ 

頭
痛
は
残
っ
て
い
る
が
酷
く
は
な
く
、
昨
夜
の
睡
眠
不
足
も
あ
ま
り

感
じ
な
い
。
今
日
は
ラ
サ
郊
外
の
「
カ
ン
パ
ラ
峠
」
を
越
え
て
、
神
秘

の
湖
「
ヤ
ム
ド
ク
湖
」
ま
で
の
片
道
２
０
０
ｋ
ｍ
の
旅
。
天
気
は
曇
り

で
所
々
青
空
が
覗
い
て
い
る
。 

朝
９
時
出
発
。
車
は
時
速
90
ｋ
ｍ
の
猛
ス
ピ
ー
ド
で
ラ
サ
川
沿
い
の

村
々
を
通
り
抜
け
南
西
（
川
下
方
面
）
へ
向
か
う
。
ラ
サ
の
車
は
オ
フ

ロ
ー
ド
車
が
多
く
、
中
で
も
ト
ヨ
タ
の
「
ラ
ン
ド
ク
ル
ー
ザ
」
が
や
た

ら
目
に
付
く
。
中
国
で
は
ホ
ン
ダ
・
日
産
の
方
が
有
名
だ
が
ラ
サ
は
別

だ
。
因
み
に
、
新
車
で
70
万
元
（
１
０
０
０
万
円
強
）
す
る
そ
う
だ
。

今
回
、
市
内
観
光
で
使
っ
て
い
る
「
金
杯
（
ジ
ン
ベ
イ
）」
と
い
う
中
国

で
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
車
は
10
万
元
（
１
５
０
万
円
）
で
買
え
る
と
の
こ
と
。 

約
１
時
間
行
っ
た
所
で
「
ラ
サ
川
」
が
「
ヤ
ル
ツ
ォ
ン
ボ
川
」
に
合

流
、
今
度
は
「
ヤ
ル
ツ
ォ
ン
ボ
川
」
に
沿
っ
て
上
流
方
面
に
進
み
、
ヤ

ル
ツ
ォ
ン
ボ
川
を
渡
っ
た
辺
り
か
ら
幹
線
を
そ
れ
て
峠
に
向
か
う
。
道

は
険
し
く
、
何
百
ｍ
も
あ
る
断
崖
の
中
腹
を
進
み
、
や
が
て
つ
づ
ら
折

り
の
道
へ
と
変
わ
り
、
ど
ん
ど
ん
高
度
を
上
げ
て
い
く
。
斜
面
に
は
「
ヤ

ク
」
の
群
れ
が
見
え
る
。
道
脇
に
は
雪
も
残
っ
て
い
る
。
ヤ
ル
ツ
ォ
ン

ボ
川
は
遥
か
眼
下
に
見
え
る
。 

11
時
ち
ょ
う
ど
に
標
高
４
７
４
９
ｍ
の
カ
ン
パ
ラ
峠
に
到
着
。
突
然

「
ヤ
ム
ド
ク
湖
」
の
鮮
や
か
な
濃
紺
の
湖
水
が
姿
を
現
し
た
。
峠
の
ち

ょ
っ
と
下
っ
た
所
の
休
憩
所
で
暫
く
休
憩
＆
撮
影
タ
イ
ム
。
現
地
の
方

の
出
し
て
く
れ
た
ミ
ル
ク
テ
ィ
ー
を
御
馳
走
に
な
っ
て
い
る
と
、
見
た

こ
と
の
あ
る
若
い
日
本
人
カ
ッ
プ
ル
が
入
っ
て
き
た
。
同
じ
旅
行
社
の

ツ
ア
ー
に
参
加
し
て
い
て
ホ
テ
ル
も
一
緒
。
日
本
か
ら
カ
ト
マ
ン
ズ
経

由
で
ヒ
マ
ラ
ヤ

山
脈
を
眼
下
に

見
て
チ
ベ
ッ
ト

入
り
し
た
と
の

こ
と
。
意
外
に
も
、

ラ
サ
・
カ
ト
マ
ン

ズ
間
は
８
０
０

カンパラ峠からヤムドク湖 

カンパラ峠休憩所 

ヤムドク湖とヤク 

ヤムドク湖 

ヤムドク湖 
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ｋ
ｍ
で
北
京
・
上
海
間
よ
り
ず
っ
と
近
く
、
陸
路
で
も
２
日
で
着
く
そ

う
だ
。
途
中
、
エ
ベ
レ
ス
ト
か
ら
70

km
の
地
点
を
通
る
そ
う
だ
。
標
高

も
５
２
０
０
ｍ
が
最
高
で
問
題
無
い
と
の
こ
と
。
チ
ャ
ン
ス
が
あ
っ
た

ら
行
き
た
い
が
高
山
病
が
怖
い
の
で
悩
む
と
こ
ろ
だ
。
彼
ら
２
人
は
高

山
病
の
気
配
は
全
く
無
く
ピ
ン
ピ
ン
し
て
い
る
。
測
定
器
で
測
っ
て
み

る
と
、
彼
ら
は
共
に
90
代
で
全
く
問
題
無
し
、
Ｙ
君
は
60
で
高
山
病
状

態
、
私
も
最
初
60
で
深
呼
吸
を
繰
返
す
毎
に
３
～
４
ず
つ
上
が
り
最
終

的
に
は
90
代
に
な
っ
た
。
高
山
病
は
個
人
差
が
大
き
い
が
、
対
策
と
し

て
は
、
深
呼
吸
・
水
分
摂
取
・
睡
眠
・
ゆ
っ
た
り
動
作
が
重
要
で
、
風

呂
・
酒
は
避
け
た
方
が
良
い
と
の
こ
と
。 

12
時
過
ぎ
に
ヤ
ム
ド
ウ
湖
の
湖
畔
（
標
高
４
５
０
０
ｍ
）
に
到
着
。

こ
こ
で
昼
食
（
弁
当
）
タ
イ
ム
。
湖
の
水
に
触
れ
る
と
、
冷
た
く
て
気

持
ち
い
い
。
食
後
、
暫
く
寝
そ
べ
っ
て
ゆ
っ
く
り
す
る
。
気
温
は
低
い

が
日
差
し
は
強
烈
だ
。 

約
１
時
間
ぶ
ら
ぶ
ら
し
て
13
時
に
帰
路
に
。
カ
ン
パ
ラ
峠
を
再
度
越

え
、
元
き
た
道
を
引
き
返
す
。
途
中
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
で
峠
越
え
を
し

て
い
る
欧
米
人
ペ
ア
に
遭
遇
。
何
と
も
す
ご
い
。
ラ
サ
ま
で
あ
と
40
分

と
い
う
所
で
、
ラ
サ
川
の
畔
に
車
を
停
め
て
休
憩
タ
イ
ム
。
ラ
サ
川
は

河
原
が
と
て
も
広
い
。
幾
筋
も
の
蒼
い
流
れ
が
河
原
を
ぬ
っ
て
ゆ
っ
た

り
と
走
っ
て
お
り
、
所
々
道
の
反
対
側
ま
で
延
び
て
き
て
い
る
。
ポ
プ

ラ
の
木
々
が
河
原
や
水
の
中
ま
で
生
え
て
お
り
、
九
寨
溝
と
は
い
か
な

い
が
ポ
プ
ラ
の
黄
・
緑
と
川
の
色
が
調
和
し
て
素
晴
ら
し
い
。
水
量
が

増
え
る
８
月
頃
に
は
河
原
は
水
で
隠
れ
て
し
ま
う
と
の
こ
と
。
対
岸
は

草
木
一
本
も
無
い
裸
の
山
々
。
ラ
サ
付
近
の
山
と
い
う
山
は
全
て
こ
ん

な
裸
山
だ
。 

15
時
半
頃
ホ
テ
ル
に
戻
る
。
時
間
が
余
っ
た
が
疲
れ
た
の
で
外
出
せ

ず
部
屋
で
休
息
。
夕
食
は
チ
ベ
ッ
ト
式
火
鍋
だ
が
二
人
と
も
食
欲
無
し
。

Ｙ
君
は
殆
ど
箸
が
進
ま
な
か
っ
た
が
、
私
は
何
と
か
全
種
類
箸
を
付
け

た
（
全
て
の
料
理
に
箸
を
つ
け
る
が
私
が
中
国
で
ず
っ
と
続
け
て
い
る

流
儀
だ
）。
こ
ち
ら
で
初
め
て
ビ
ー
ル
を
１
杯
だ
け
飲
ん
だ
。
ま
た
、
自

家
製
ヨ
ー
グ
ル
ト
も
と
て
も
美
味
し
か
っ
た
。 

夕
食
後
、
二
人
で
ホ
テ
ル
の
脇
の
コ
ー
ヒ
ー
シ
ョ
ッ
プ
へ
。
こ
こ

の
カ
フ
ェ
ラ
テ
を
飲
ん
で
柔
ら
か
い
椅
子
に
深
く
腰
掛
け
て
ゆ
っ

く
り
し
て
い
る
と
高
山
病
の
症
状
も
和
ら
ぐ
。
至
福
の
時
だ
。
今
晩

は
寝
る
前
に
10
分
位
深
呼
吸
を
続
け
た
た
め
か
比
較
的
眠
れ
た
。

た
だ
眠
り
は
浅
く
、
ま
た
し
て
も
怖
い
夢
を
見
続
け
て
い
た
よ
う

な
感
じ
が
す
る
。 

ヤムドク湖 

ヤムドク湖（帰り道） 

ラサ川 
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［
４
日
目
］ 

今
日
は
Ｙ
君
が
帰
る
日
な
の
で
一
人
で
ラ
サ
市
内
観
光
。
10
時
出
発
。

先
ず
、
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
の
夏
の
離
宮
で
あ
る
「
ノ
ル
ブ
リ
ン
カ
（
羅
布

林
卡
）
」
へ
。
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
14
世
（
イ
ン
ド
亡
命
中
）
の
純
金
製
の
椅

子
は
世
界
一
だ
そ
う
だ
が
、
そ
れ
以
外
は
あ
ま
り
見
る
所
が
無
く
30
分

で
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。 

昨
日
か
ら
「
デ
プ
ン
寺
（
哲
蚌
寺
）」
へ
行
き
た
い
と
ガ
イ
ド
と
交
渉

し
て
い
た
が
、
許
可
証
の
中
に
入
っ
て
い
な
い
の
で
駄
目
と
言
っ
て
い

た
。
今
日
改
め
て
根
掘
り
葉
掘
り
聞
い
て
み
る
と
、
ポ
タ
ラ
宮
以
外
は

許
可
証
不
要
、
た
だ
旅
行
社
と
し
て
予
定
外
の
所
は
行
け
な
い
と
の
こ

と
。
一
昨
日
の
ガ
ン
デ
ン
寺
の
時
は
金
を
吹
っ
か
け
て
お
き
な
が
ら
近

場
で
金
が
取
れ
な
い
時
に
は
行
け
な
い
と
言
う
。
呆
れ
た
が
怒
る
気
に

も
な
れ
ず
、
自
分
で
（
タ
ク
シ
ー
で
）
行
く
こ
と
に
し
た
。
昨
日
Ｙ
君

も
行
き
た
い
と
言
っ
て
い
た
の
で
ホ
テ
ル
に
戻
っ
て
探
し
た
が
外
出

中
（
今
日
は
午
前
中
は
自
由
行
動
）。
や
む
を
得
ず
一
人
で
出
か
け
る
。

「
デ
プ
ン
寺
」
は
、
ラ
サ
の
北
西
８
ｋ
ｍ
の
岩
山
の
斜
面
に
あ
り
、
年

に
１
回
の
「
シ
ョ
ト
ン
祭
」
で
寺
院
の
西
側
斜
面
に
掛
け
る
巨
大
な
布

「
タ
ン
カ
」
が
有
名
だ
そ
う
だ
。
寺
院
の
規
模
は
か
な
り
大
き
く
階
段

が
多
い
。
一
通
り
ま
わ
る
だ
け
で
１
時
間
以
上
か
か
り
疲
れ
た
。
帰
り

は
タ
ク
シ
ー
が
拾
え
な
か
っ
た
の
で
、
10
元
で
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
せ
て
貰

っ
て
途
中
ま
で
行
き
、
タ
ク
シ
ー
に
乗
り
換
え
ホ
テ
ル
に
戻
っ
た
。 

午
後
は
、「
セ
ラ
寺
（
色
拉
寺
）」
へ
。
約
100
年
前
に
日
本
人
の
「
河

口
恵
海
」
が
学
ん
だ
こ
と
が
あ
る
寺
院
で
、「
問
答
」
が
有
名
。
僧
侶
達

は
年
１
回
の
問
答
の
試
験
を
通
じ
て
階
級
が
上
が
る
。
こ
の
問
答
の
練

習
は
一
般
に
毎
朝
行
わ
れ
る
が
、
セ
ラ
寺
は
観
光
客
向
け
に
毎
日
午
後

３
時
か
ら
１
時
間
半
程
度
公
開
し
て
い
る
。
質
問
者
と
回
答
者
が
ペ
ア

で
独
特
の
ポ
ー
ズ
で
行
う
問
答
は
興
味
深
い
。 

夜
は
一
人
で
食
事
後
、
コ
ー
ヒ
ー
店
で
ゆ
っ
く
り
す
る
。
や
っ
と
高

山
病
も
収
ま
り
夜
は
ち
ゃ
ん
と
眠
れ
（
７
時
間
）、
悪
夢
も
無
か
っ
た
。 

運転⼿・ガイド・私 

デプン寺 

デプン寺 

タンカをかける斜面 

セラ寺の問答修行 
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［
５
日
目
］ 

高
山
病
の
症
状
は
完
全
に
消

え
た
。
今
日
は
自
由
行
動
。
10
時

か
ら
12
時
ま
で
街
を
散
歩
。
買

物
を
し
な
が
ら
、
ポ
タ
ラ
宮
の
前

の
広
場
ま
で
歩
き
、
真
っ
青
の
空

に
そ
び
え
る
ポ
タ
ラ
宮
を
し
ば

ら
く
眺
め
て
い
た
。 

昼
食
後
、
ホ
テ
ル
を
出
発
し
空

港
へ
。
２
０
０
５
年
か
ら
、
ト
ン

ネ
ル
を
抜
け
る
新
し
い
ル
ー
ト

が
で
き
空
港
が
近
く
な
っ
た
（
２

時
間(

100

km)

か
ら
１
時
間
強

(

60

km)

に
短
縮
）
。
ラ
サ
か
ら
カ

ン
パ
ラ
峠
に
向
か
う
途
中
の
所

で
幹
線
を
外
れ
、
ラ
サ
川
を
渡
り

ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
、
今
度
は
ヤ
ル

ツ
ォ
ン
ボ
川
に
か
か
る
長
い
橋

を
渡
る
。
河
辺
の
感
じ
は
ラ
サ
川

と
同
じ
だ
が
川
幅
は
か
な
り
広

い
。
空
港
は
こ
の
ヤ
ル
ツ
ォ
ン
ボ

川
沿
い
に
あ
る
。 

空
港
に
着
い
た
途
端
、
飛
行
機
の
到
着
が
１
時
間
以
上
遅
れ
る
と
の

ア
ナ
ウ
ン
ス
。
空
港
ラ
ウ
ン
ジ
で
旅
行
記
を
書
い
た
り
し
て
時
間
を
潰

し
17
時
少
し
前
に
離
陸
、
経
由
地
の
成
都
で
更
に
遅
れ
、
北
京
に
は
22

時
15
分
に
到
着
。
久
し
振
り
の
長
旅
で
疲
れ
た
。 

今
回
の
旅
で
感
じ
た
こ
と
。
①
こ
れ
ま
で
「
ラ
サ
」
・
「
チ
ベ
ッ
ト
」

と
言
う
と
「
高
地
」
と
か
「
山
」
を
思
い
浮
か
べ
て
い
た
が
、
今
回
実

際
に
行
っ
て
み
て
「
水
」
の
美
し
さ
に
感
動
し
た
。「
ラ
サ
川
」、「
ヤ
ル

ツ
ォ
ン
ボ
川
」
、「
ヤ
ム
ド
ク
湖
」
の
水
の
美
し
さ
、
空
・
雲
・
太
陽
・

風
の
具
合
に
応
じ
て
水
の
色
が
濃
紺
・
青
・
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
・

白
と
刻
々
と
変
化
す
る
様
子
は
言
葉
に
尽
く
せ
な
い
。
ま
た
、
②
高
地

だ
け
あ
っ
て
、
空
の
青
さ
は
格
別
だ
。
③
チ
ベ
ッ
ト
は
や
は
り
宗
教
の

国
。
生
活
の
中
に
宗
教
が
完
全
に
入
り
込
ん
で
そ
の
一
部
に
な
っ
て
い

る
の
を
実
感
し
た
。 

  

22
．
青
海
省 

2006
年
10
月
20
日
～
22
日 

西
安
出
張
時
の
週
末
を
利
用
し
て
青
海
省
を
旅
行
し
た
。 

［
１
日
目
］ 

西
安
で
の
仕
事
を
終
え
空
港
へ
。
出
発
ま
で
４
時
間
あ
る
の
で
、
足

裏
マ
ッ
サ
ー
ジ
店
と
喫
茶
店
（
ビ
ー
ル
と
軽
食
）
で
過
ご
し
た
。
飛
行

機
は
浦
東
か
ら
の
経
由
便
で
30
分
以
上
の
遅
れ
で
24
時
半
に
西
寧
着
。

<スケジュール>     宿泊は全て「香巴拉酒店」※印は個人行動 

10/11(水)北京→ラサ CA4112(9:30-14:40) 1H 遅れ。車でホテルへ(1H)。八角街散策 

10/12(木)ジョカン寺・バイコル・ポタラ宮・ガンデン寺※観光 

10/13(金)カンバラ峠(4749m)からヤムドク湖を眺める。ヤムドク湖畔で昼食(弁当)。 

10/14(土)ノルブリンカ・デプン寺※・セラ寺観光 

10/15(日)ＡＭ自由行動、ラサ→北京 CA4111(15:40-20:30) 1:20 遅れで離陸、 

1:40 遅れで北京着。 
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ホ
テ
ル
で
寝
た
の
は
深
夜
２
時
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。 

［
２
日
目
］ 

朝
８
時
過
ぎ
、
青
海
湖
日
帰
り
ツ
ア
ー
バ
ス
に
乗
っ
て
出
発
。
参
加

者
は
30
人
弱
で
全
て
中
国
人
。
気
温
は
予
報
に
よ
る
と
最
低
３
度
・
最

高
16
度
。
朝
は
か
な
り
寒
い
。
昨
夜
の
寝
不
足
と
高
地
（
西
寧
の
標
高

は
２
２
７
５
ｍ
）
の
た
め
か
調
子
は
あ
ま
り
良
く
な
い
。 

10
時
に
日
月
山
に
到
着
。
急
に
青
空
が
広
が
っ
て
き
て
辺
り
が
鮮
や

か
に
見
え
る
。
日
月
山
は
標
高
３
５
２
０
ｍ
、
さ
す
が
に
空
気
が
薄
く

感
じ
意
識
的
に
ゆ
っ
く
り
行
動
。
こ
こ
は
唐
の
時
代
（
７
世
紀
）
に
、

唐
の
文
成
公
主
が
吐
蕃
（
チ
ベ
ッ
ト
）
に
嫁
ぐ
途
上
、
唐
か
ら
持
っ
て

き
た
鏡
を
捨
て
て
唐
に
別
れ
を
告
げ
た
と
さ
れ
る
有
名
な
場
所
で
あ

る
。
先
週
の
チ
ベ
ッ
ト
旅
行
時
に
ラ
サ
で
文
成
公
主
の
話
を
色
々
聞
い

た
こ
と
も
あ
り
興
味
深
か
っ
た
。 

こ
の
後
、
倒
淌
河
と
呼
ば
れ
る
河
（
中
国
の
殆
ど
の
河
は
西
か
ら
東

日月山入口 

日月山 

文成公主記念館 

文成公主像 

日月山 日月山から 

青海湖 青海湖 

青海湖 青海湖 
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に
流
れ
る
が
、
全
長
45

km
の
こ
の
河
は
逆

に
流
れ
青
海
湖
に
注
い
で
い
る
）
を
渡
り
、

11
時
30
分
に
青
海
湖
の
湖
畔
に
到
着
。 

青
海
湖
は
中
国
最
大
の
塩
水
湖
で
、
琵

琶
湖
の
６
倍
の
広
さ
で
、
湖
面
の
標
高
は

３
２
６
０
ｍ
と
か
な
り
の
高
地
に
あ
る
。

昼
食
後
、
小
型
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
に
乗
る
。

か
な
り
の
ス
ピ
ー
ド
で
波
も
高
く
ス
リ
ル

満
点
の
爽
快
な
20
分
間
だ
っ
た
。
湖
面

の
青
緑
色
と
青
空
が
調
和
し
て
い
る
。

「
青
海
」
の
名
前
が
ぴ
っ
た
り
だ
。 

し
ば
ら
く
湖
畔
を
散
策
し
た
後
14
時

半
に
出
発
。
核
兵
器
研
製
基
地
記
念
碑
等

を
見
学
し
た
後
、
北
側
ル
ー
ト
で
17
時

半
に
ホ
テ
ル
に
帰
着
。
夜
は
、
繁
華
街
を

散
策
。
中
心
部
の
西
大
街
付
近
は
高
層
ビ

ル
や
高
級
デ
パ
ー
ト
も
多
い
。
ケ
ン
タ
ッ

キ
ー
で
軽
く
夕
食
を
取
り
早
め
に
寝
た
。 

［
３
日
目
］ 

朝
は
ホ
テ
ル
の
部
屋
で
ゆ
っ
く
り
し
、

午
後
の
飛
行
機
（
西
安
経
由
）
で
北
京
へ

戻
っ
た
。 

23
．
武
夷
山 

㉓ 

2006
年
10
月
25
日
～
26
日 

中
国
大
陸
世
界
遺
産
巡
り
の
最
後
は
武
夷
山
。
一
日
の
み
の
強
行
軍

だ
が
天
気
に
も
恵
ま
れ
良
い
旅
だ
っ
た
。 

［
１
日
目
］ 

出
張
先
で
の
仕
事
を
終
え
、
上
海
か
ら
深
夜
便
で
２
時
間
遅
れ
の
１

時
半
に
武
夷
山
着
。
ホ
テ
ル
へ
向
か
う
タ
ク
シ
ー
の
中
で
運
転
手
が

「
１
日
１
５
０
元
で
ど
う
だ
」
と
言
う
。
今
回
は
旅
行
ツ
ア
ー
を
探
し

て
利
用
す
る
予
定
だ
っ
た
が
、
時
間
効
率
と
安
さ
に
引
か
れ
て
タ
ク
シ

ー
に
切
り
換
え
た
。 

［
２
日
目
］ 

朝
７
時
半
に
ホ
テ
ル
出
発
。
先
ず
は
運
転
手
の
勧
め
る
「
龍
川
大
渓

谷
」
と
「
青
龍
大
瀑
布
」
へ
。
最
近
開
発
さ
れ
た
所
で
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

に
は
な
い
。「
九
曲
渓
」
に
沿
っ
て
上
流
へ
。
途
中
、
武
夷
山
の
シ
ン
ボ

ル
「
玉
女
峰
」
を
バ
ッ
ク
に
記
念
写
真
。
ち
ょ
っ
と
肌
寒
い
が
快
晴
で

気

持

ち

が

い
い
。
寝
不

足

も

吹

っ

飛

び

期

待

が
膨
ら
む
。 

８

時

～

９
時
「
龍
川

田園風景（帰路途上） 

<スケジュール>   宿泊: 青海賓館泊(２泊) 

10/20(金)西安→西寧 MU2158(23:05-23:55)  

10/21(土)青海湖日帰りﾂｱｰ参加(日月山,倒淌河,

青海湖,核兵器研製基地記念碑) 

10/22(日)西寧→西安 MU2153(13;20-14:35) 

西安→北京 CA1236(19:05-20:45) 

青龍大瀑布 

青龍大瀑布 
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大
渓
谷
」、
９
時
半
～
10
時
半
「
青
龍
大
瀑
布
」
と
足
早
に
見
て
回
る
。

渓
谷
の
中
を
流
れ
る
清
流
と
大
小
幾
つ
も
の
滝
の
眺
め
が
素
晴
ら
し

い
。
散
策
し
な
が
ら
感
じ
た
こ
と
三
つ
。
①
施
設
が
自
然
に
調
和
し
て

い
る
。
中
国
で
は
自
然
の
中
に
奇
抜
な
色
彩
の
施
設
が
多
々
見
ら
れ
る
。

日
本
人
と
の
感
覚
の
違
い
と
諦
め
て
い
た
が
武
夷
山
は
違
う
。
石
段
・

手
摺
り
・
休
憩
所
等
々
全
て
が
自
然
に
マ
ッ
チ
し
て
い
る
。
遊
歩
道
に

生
え
て
い
る
木
も
切
ら
ず
に
自
然
の
ま
ま
に
し
て
い
る
。
②
遊
歩
道
沿

い
に
植
物
の
名
前
や
説
明
を
書

い
た
板
が
き
ち
ん
と
掛
か
っ
て

い
る
。
③
地
元
の
人
が
と
て
も
親

切
で
丁
寧
に
対
応
し
て
く
れ
る
。

今
回
の
運
転
手
の
丁
さ
ん
も
人

柄
が
良
い
。
門
票
の
購
入
・
筏
乗

り
の
按
配
等
々
、
き
つ
い
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
に
も
嫌
な
顔
ひ
と
つ
せ

ず
に
対
応
し
て
く
れ
た
。 

次
に
、
丁
さ
ん
の
案
内
で
「
仙
凡
岩
茶
厂
」
と
い
う
お
茶
屋
さ
ん
へ
。

武
夷
山
は
烏
龍
茶
の
産
地
。
色
々
な
種
類
の
茶
を
試
飲
す
る
。
私
も
大

分
茶
の
知
識
が
つ
い
て
き
た
の
で
話
が
弾
ん
だ
。
今
日
は
、
日
本
に
帰

っ
て
か
ら
飲
み
比
べ
る
た
め
に
５
種
類
の
茶
を
50
ｇ
ず
つ
購
入
。
４
０

０
元
以
上
す
る
「
金
佛
」
か
ら
１
０
０
元
以
下
の
「
小
紅
袍
」、
皇
帝
に

献
上
し
た
「
大
紅
袍
」
等
、
合
計
８
０
０
元
で
購
入
。
試
飲
後
、
そ
れ

ぞ
れ
の
烏
龍
茶
の
茶
畑
も
見
せ

て
貰
っ
た
。 

12
時
半
か
ら
「
九
曲
渓
」
の
川

下
り
開
始
。
筏
は
６
人
乗
り
で
、

竹
の
下
地
に
竹
製
の
椅
子
が
付

い
て
お
り
中
々
の
作
り
。
足
場
の

所
は
水
に
数
ｃ
ｍ
浸
か
る
の
で

武夷山_玉女峰 

仙凡岩茶厂 

武夷山_九曲渓川下り 

武夷山_九曲渓川下り 

武夷山_九曲渓川下り 

武夷山_九曲渓川下り 

武夷山_天遊峰を望む 

武夷山_天遊峰から 



81 
 

靴
を
脱
い
で
裸
足
に
な
る
。
私
以
外
は
杭
州
か
ら
５
人
（
男
１
・
女
４
）

の
団
体
。
と
て
も
楽
し
い
人
達
で
ひ
っ
き
り
な
し
に
歌
っ
た
り
（
英
語

の
歌
が
多
か
っ
た
）
、
大
声
で
叫
ん
だ
り
冗
談
を
言
っ
た
り
し
て
い
る
。

妻
の
友
達
と
何
と
な
く
感
じ
が
似
て
い
る
と
思
っ
て
聞
い
て
見
る
と

や
は
り
学
校
に
先
生
＋
Ｏ
Ｂ
だ
っ
た
。
約
10

km
の
渓
流
を
第
９
曲
か

ら
第
１
曲
ま
で
、
天
ま
で
届
く
様
な
岸
壁
を
眺
め
な
が
ら
１
時
間
半
か

け
て
ゆ
っ
く
り
下
る
。
渇
水
期
で
水
量
は
少
な
目
だ
そ
う
だ
が
、
足
に

か
か
る
水
の
感
触
が
気
持
ち
い
い
。 

遅
い
昼
食
の
後
、
15
時
か
ら
「
天
遊
峰
」
へ
。
か
な
り
き
つ
い
急
な

石
段
を
４
０
０
ｍ
登
る
と
、
遥
か
眼
下
に
さ
っ
き
川
下
り
し
た
「
九
曲

渓
」
の
く
ね
く
ね
し
た
流
れ
が
見
え
て
き
た
。
武
夷
山
一
と
い
う
だ
け

あ
っ
て
本
当
に
美
し
い
眺
め
だ
。
２
時
間
半
か
か
る
と
こ
ろ
を
１
時
間

強
で
往
復
。
さ
す
が
に
疲
れ
た
。 

最
後
に
「
水
簾
洞
」
へ
。
17
時
を
過
ぎ
辺
り
は
少
し
暗
く
な
っ
て
き

た
。
西
の
山
の
端
に
太
陽
が
沈
ん
で
行
く
の
が
見
え
る
。
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
に
は
、
滝
が
高
い
崖
の
上
か
ら
簾
（
す
だ
れ
）
の
様
に
流
れ
落
ち
る

美
し
い
写
真
が
載
っ
て
い
た
の
で
期
待
し
て
30
分
近
く
歩
い
て
行
っ

て
み
る
と
、
何
と
滝
は
渇
水
期
で
涸
れ
て
い
て
滝
壺
の
池
に
ち
ょ
っ
と

水
が
あ
る
だ
け
だ
っ
た
。
運
転
手
の
丁
さ
ん
も
水
が
少
な
い
か
ら
お
勧

め
で
な
い
と
言
っ
て
い
た
が
本
当
だ
っ
た
。
で
も
貴
重
な
体
験
。
暗
く

な
り
誰
も
い
な
い
道
を
引
き
返
す
と
、
丁
さ
ん
が
途
中
ま
で
車
で
迎
え

に
来
て
く
れ
た
。
進
入
禁
止
の
筈
な
の
に
、
心
配
で
無
理
や
り
入
っ
て

き
て
く
れ
た
様
だ
。
感
謝
。 

18
時
に
観
光
終
了
。
フ
ラ
イ
ト
ま
で
時
間
が
あ
る
の
で
、
按
摩
店
で

期
間
を
潰
し
遅
い
夕
食
を
食
べ
て
空
港
へ
。
か
な
り
詰
め
込
ん
だ
充
実

し
た
一
日
だ
っ
た
。
丁
さ
ん
に
は
感
謝
の
気
持
ち

で
50
元
プ
ラ
ス
し
て
２
０
０
元
を
渡
し
た
。 

 
 

<スケジュール> 

10/25(水)上海→武夷山 MF8552(22:40-23:40) 武夷山泊(蘇閩大酒店) 

10/26(木)武夷山(龍川大渓谷・青龍大瀑布・仙凡岩茶厂・九曲渓竹筏

遊覧・天遊峰・水簾洞) 武夷山→上海 MU5532(23:10-0:25) 

武夷山_天遊峰の頂上 武夷山_天遊閣 

武夷山_天遊峰から 武夷山_天遊峰から 
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24
．
北
京
近
郊 

①
②
⑤
⑳
㉑
㉖ 

北
京
は
２
０
０
３
年
か
ら
４
年
間
駐
在
し
た
思
い
出
の
地
。
北
京

市
内
は
自
転
車
・
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
で
隅
々
ま
で
見
て
回
っ
た
。 

天
安
門
、
故
宮
、
天
壇
、
頤
和
園
、
円
明
園
は
北
京
の
定
番
の
観
光

ポ
イ
ン
ト
。 

北
京
郊
外
の
万
里
の
長
城
（
八
達
嶺
）
や
明
の
十
三
陵
は
日
本
か
ら

の
出
張
者
を
連
れ
て
よ
く
訪
れ
た
。
万
里
の
長
城
の
う
ち
「
八
達
嶺
」

は
観
光
者
が
多
く
て
銀
座
を
歩
い
て
い
る
感
じ
。
一
方
、
幕
田
峪
と
司

馬
台
は
隠
れ
た
穴
場
。
特
に
司
馬
台
は
妻
（
＋
妻
の
職
場
の
仲
間
）
を

連
れ
て
訪
れ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
我
々
以
外
に
誰
に
も
会
わ
な
か
っ

た
く
ら
い
辺
鄙
な
所
で
崩
れ
か
け
た
所
も
あ
る
な
ど
と
て
も
思
い
出

深
い
。 

周
口
店
は
北
京
原
人
発
見
の
地
。
北
京
郊
外
で
タ
ク
シ
ー
を
と
ば

し
て
行
く
と
世
界
遺
産
な
が
ら
ひ
っ
そ
り
と
し
て
い
た
。 

石
家
庄
は
合
弁
会
社
が
あ
る
都
市
で
そ
の
会
社
の
清
算
処
理
の
た

め
何
度
か
訪
れ
た
。 

清
の
西
陵
は
石
家
庄
出
張
の
途
上
で
立
ち
寄
っ
た
。 

北
戴
河
は
「
北
戴
河
会
議
」
で
有
名
な
所
。
会
社
の
旅
行
で
訪
れ
た
。 

天
津
は
北
京
に
近
い
が
訪
問
は
春
節
の
こ
ろ
一
度
だ
け
。 

  
万里の長城_八達嶺 万里の長城_八達嶺 万里の長城_八達嶺 

万里の長城_幕田峪 明の十三陵 万里の長城_司馬台 

天安門 故宮 故宮 
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故宮 故宮 天壇 

頤和園 頤和園 頤和園 

北海公園 

周口店(北京原人) 清西陵 清西陵 

鼓楼 鐘楼と古い街並み(胡同) 

頤和園 釣魚台 円明園 

天津_周恩来専用機 天津市内 北戴河 
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【
北
京
の
お
店
紹
介
⑴
】
利
群
烤
鴨
店(

北
京
ダ
ッ
ク)

 
胡
同
の
中
の
入
り
組
ん
だ
迷
路
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
あ
る
穴
場
中

の
穴
場
。
前
門
か
ら
東
へ
歩
い
て
い
く
と
看
板
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
看

板
の
指
示
通
り
胡
同
を
歩
い
て
い
く
と
た
ど
り
着
く
。 

と
に
か
く
安
く
て
美
味
し
い(

北
京
ダ
ッ
ク
１
羽
60
元)

。
一
見
の
価

値
有
り
だ
。
日
本
か
ら
お
客
さ
ん
や
出
張
者
が
来
る
と
必
ず
連
れ
て
行

く
。
外
国
人
（
特
に
欧
米
人
）
の
間
で
も
ク
チ
コ
ミ
で
広
ま
っ
て
い
て
、

い
つ
も
半
分
以
上
は
欧
米
人
だ
。 

北
京
ダ
ッ
ク
と
い
う
と
、
日
本
で
は
皮
だ
け
を
切
っ
て
食
べ
る
イ
メ

ー
ジ
が
強
い
が
、
北
京
で
は
皮
と
一
緒
に
肉
も
カ
ッ
ト
し
て
食
べ
る
。 

  

ま
た
、
そ
れ
以
外
の
部
位
も
残
ら
ず
利
用
す
る
の
が
特
徴
だ
。 

２
０
０
６
年
の
国
慶
節
に
自
転
車
で
行
っ
て
み
た
ら
、
周
り
の
胡
同

は
だ
い
ぶ
取
り
壊
さ
れ
て
い
た
が
、
店
は
辛
う
じ
て
残
っ
て
い
た
。 

注
）
ネ
ッ
ト
で
調
べ
て
み
る
と
、
現
在
（
２
０
２
３
年
）
も
健
在
で

営
業
中
の
よ
う
だ
。 

当
時
（
２
０
０
４
年
）
の
価
格
は
、
二
人
で
約
１
５
０
元
。 

料
理
の
写
真
中
の
「
○
・
△
」
は
味
の
評
価 
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【
北
京
の
お
店
紹
介
⑵
】
無
名
居 

釣
魚
台
国
賓
館
の
副
総
料
理
長)

呉
家
安
氏
を
総

料
理
長
と
し
て
招
聘
し
て
開
い
た
国
宴
菜(

外
国
賓

客
に
釣
魚
台
で
供
す
る
料
理)

の
店
。
主
体
は
揚
州

菜
。
こ
れ
に
中
国
各
地
の
名
菜
を
加
え
て
い
る
。
高

級
感
の
あ
る
店
だ
が
値
段
は
お
手
頃(

通
常
一
人
百

元
程
度)

。
個
室
が
多
く
少
人
数
で
も
気
軽
に
楽
し

め
る
。
自
宅
か
ら
歩
い
て
５
分
。 

注)
 

赤
字
は
お
勧
め
品(

価
格
は
2004
年
当
時)

。 

場
所
：
北
京
市
朝
陽
区
麦
子
店
棗
営
北
裏3

2

号 

【
北
京
の
お
店
紹
介
⑶
】 

北
京
大
董
烤
鴨
店(

北
京
ダ
ッ
ク)

 

現
代
風
の
ヘ
ル
シ
ー
な
北
京
ダ
ッ
ク
店
。
当
日
予

約
だ
と
満
杯
と
な
る
こ
と
が
多
い
。
北
京
ダ
ッ
ク
と

言
え
ば
老
舗
の
「
全
聚
徳
」
が
有
名
だ
が
、
最
近
は
こ

ち
ら
の
方
が
人
気
の
よ
う
だ
。 

北京市団結北口三号楼
(010-6582-2892) 
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25
．
上
海
・
蘇
州
近
郊 

⑲
㉖ 

上
海
、
蘇
州
、
南
京
は
、
現
地
拠
点(

工
場)

が
あ
っ
た
関
係
で
頻
繁

に
訪
れ
た
。
周
辺
の
観
光
地
に
も
週
末
を
利
用
し
て
た
び
た
び
訪
れ
た
。

ま
た
、
家
族
が
中
国
に
訪
れ
た
際
に
も
観
光
し
て
い
る
。 

  

 
 

上海_外灘 上海_外灘 

上海_外灘 上海_外灘夜景 

上海_南京路 上海_魯迅故居 

上海_豫園 上海_豫園 蘇州_留園 

蘇州_留園 蘇州_拙政園 蘇州_虎丘 

蘇州_寒山寺 蘇州_寒山寺 蘇州_同里 
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26
．
西
安
・
銀
川 

③ 

西
安
は
北
京
に
次
ぐ
思
い
出
の
地
。
最
初
に
訪
れ
た
の
は
２
０
０
２

年
３
月
の
家
族
旅
行
で
、
そ
の
後
２
０
０
５
年
６
月
に
西
安
の
会
社
の

社
長
（
兼
務
）
と
な
っ
て
か
ら
は
頻
繁
に
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
、
結
局
、

ト
ー
タ
ル
で
は
27
回
も
行
っ
た
こ
と
に
な
る
。 

西
安
の
会
社
で
仕
事
が
終
わ
る
と
、
現
地
会
社
の
同
僚
と
現
地
の

お
店
へ
。
こ
こ
で
安
く
て
美
味
し
い
料
理
を
食
べ
、
後
は
行
き
つ
け

の
酒
場
へ
。
南
門
の
近
く
の
「
老
亨
利
（
ラ
オ
ヘ
ン
リ
ー
）
」
と
い
う

名
の
生
演
奏
付
き
の
酒
場
が
お
気
に
入
り
だ
。
価
格
は
北
京
の
三
分

の
一
。
老
板(

マ
ス
タ
ー)

と
も
す
っ
か
り
親
し
く
な
っ
た
。 

 
 

西
安
は
有
名
な
観
光
地
が
多
い
。
休
み
を
利
用
し
て
兵
馬
俑
・
秦

南京_夫子廟 

南京_総督府 

杭州_西湖 

蘇州_同里 蘇州郊外 蘇州郊外 

蘇州_京杭運河 太湖 南通から長江を渡り上海へ 

南通から長江を渡り上海へ 南京_明孝陵 南京_中華門 
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始
皇
帝
陵
・
華
清
池
・
大
雁
塔
・
阿
倍
仲
麻
呂
の
碑
の
あ
る
興
慶
公

園
や
、
西
安
市
の
西
部
に
あ
る
法
門
寺
・
乾
陵
（
唐
高
宗
の
陵
墓
）

に
も
行
っ
た
。
ま
た
、
西
安
の
城
壁
（
中
国
で
唯
一
、
城
壁
一
周
14

km
が
完
全
な
形
で
残
っ
て
い
る
）
の
上
を
２
時
間
半
か
け
て
歩
い
た

り
、
イ
ス
ラ
ム
街
で
買
い
物
し
た
り
、
楽
し
い
思
い
出
が
多
い
。 

銀
川
空
港
の
写
真
は
、
敦
煌
旅
行
の
経
由
地
と
し
て
立
ち
寄
っ
た

時
の
も
の
で
、
唯
一
訪
れ
た
寧
夏
回
族
自
治
区
だ
。 

西安_兵馬俑 西安_兵馬俑 

西安_兵馬俑 西安_兵馬俑 

西安_漢陽陵 西安_漢陽陵 

西安_大雁塔 西安_大雁塔 西安_秦始皇帝陵 

西安_碑林 西安_法門寺 西安_華清池 

⻄安_⼩籠包のお店 西安_城壁 銀川空港 
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27
．
福
建
省
・
台
湾 

福
建
省
は
ビ
ッ
グ
ユ
ー
ザ
が
い
て
合
弁
会
社
も
あ
っ
た
関
係
で
、
福

州
・
泉
州
・
厦
門
な
ど
各
都
市
を
頻
繁
に
訪
れ
た
。
思
い
出
深
い
地
域

の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
厦
門
の
コ
ロ
ン
ス
島
は
有
名
な
観
光
地
。
ま
た
厦

門
の
海
岸
か
ら
台
湾
の
金
門
島
が
よ
く
見
え
る
。 

台
湾(

台
北)

は
２
０
０
２
年
８
月
に
家
族
で
旅
行
し
た
時
の
写
真
。 

アモイ(厦門)の海岸 

アモイ_コロンス島 

アモイ_南普陀寺 

アモイ_コロンス島 

アモイ_金門島対岸 アモイ_金門島を望む 

福州_鼓山 福州_鼓山 泉州市内 

台北_故宮博物院 台北_中正記念堂 中正記念堂内の蒋介石銅像 

台北_士林夜市 台北郊外 猫空(台北郊外) 
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28
．
香
港
・
広
東
・
海
南
島 

香
港
は
日
本
か
ら
福
建
省
へ
出
張
す
る
際
の
中
継
地
と
し
て
空
港

の
利
用
は
何
十
回
と
あ
る
が
観
光
は
ほ
ん
の
少
し
。
そ
の
中
で
も
福
建

省
の
顧
客
と
一
緒
に
観
光
し
た
の
が
思
い
出
深
い
。 

広
東
省
の
広
州
と
深
圳
は
商
談
で
訪
れ
た
が
観
光
は
殆
ど
無
い
。 

 

 

海
南
島
は
「
中
国
の
ハ
ワ
イ
」
と
言
わ
れ
る
観
光
地
。
緯
度
も
ハ
ワ

イ
と
同
じ
で
、
北
京
か
ら
は
る
か
遠
い
南
方
に
あ
り
、
な
か
な
か
行
く

機
会
が
な
か
っ
た
が
、
幸
運
な
こ
と
に
、
某
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
会
議
が

海
南
島
の
三
亜
で
開
催
さ
れ
、
そ
の
機
会
に
観
光
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

マ
カ
オ
の
写
真
は
、
２
０
１
９
年
に
訪
れ
た
時
の
も
の
。 

 

香港 香港 

香港夜景 香港 

香港市内 広州市内 

海南島 

マカオ_聖ポール天主堂跡 

海南島 

海南島 

深圳 広州_陳氏書院 
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［
番
外
編
］
駐
在
以
降
の
中
国
旅
旅
行 

中
国
駐
在
か
ら
帰
任
以
降
は
、
国
内
関
係
の
業
務
が
主
体
と
な
っ
た

た
め
、
中
国
を
訪
れ
る
機
会
が
大
幅
に
減
っ
た
。
そ
れ
で
も
中
国
旅
歩

き
の
味
は
忘
れ
ら
れ
ず
、
退
職
後
は
、
会
社
の
元
同
僚(

Ｏ
Ｂ)

を
誘
っ

て
年
に
１
回
程
度
、
中
国
奥
地
へ
の
旅
に
出
か
け
て
い
る
。 

 

Ａ
．
華
山 

2009
年
９
月
24
日 

中
国
駐
在
中
の
仕
事
の
残
務
の
関
係
で
西
安
を
訪
れ
た
際
に
、
仕
事

の
合
間
を
利
用
し
て
現
地
の
仲
間
と
一
緒
に
「
華
山
」
に
登
っ
た
。 

華
山
は
日
本
人
に
と
っ
て
は
馴
染
み
の
な
い
山
だ
が
、
日
本
に
富
士

あ
り
、
中
国
に
華
山
あ
り
と
言
わ
れ
る
く
ら
い
中
国
で
は
有
名
で
「
中

国
五
大
名
山
」
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
て
お
り
、
奇
険
天
下
第
一
山
、
断

崖
絶
壁
の
山
だ
。 

(

奇
険
は
中
国
語

で
険
峻
の
意
味)

 

今
回
は
時
間
の

関
係
で
、
北
峰
周

辺
の
み
で
、
核
心

部
の
長
空
桟
道
な

ど
は
ス
キ
ッ
プ
。

い
つ
か
機
会
を
見

て
挑
戦
し
た
い
。 

⾦庸の｢華⼭論剣｣の碑 華⼭_擦⽿崖 

華⼭_北峰ロープウェイ 

華⼭_⽇⽉崖 

華⼭_擦⽿崖 

華⼭全景 

華⼭_北峰頂上(1614.7m) 

華⼭_北峰ロープウェイ 

華⼭_北峰ロープウェイ 

華⼭_天梯 
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Ｂ
．
九
寨
溝
・
黄
龍
（
２
回
目
） 

会
社
の
元
同
僚
二
人
一
緒
に
と
九
寨
溝
・
黄
龍
を
旅
し
た
。 

２
０
１
６
年
９
月
５
日
（
月
）
～
９
月
６
日
（
火
） 

九
寨
溝
・
黄
龍
は
、
私
に
と
っ
て
は
13
年
振
り
の
訪
問
だ
。 

九
寨
溝
・
黄
龍
と
も
前
回
に
比
べ
観
光
地
化
が
進
み
、
遊
歩
道

も
し
っ
か
り
整
備
さ
れ
て
い
た
。
黄
龍
に
は
、
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
も

設
置
さ
れ
、
最
上
部
ま
で
楽
に
行
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。 

一
方
で
、
九
寨
溝
の
方
は
昔
よ
り
水
量
が
減
少
し
完
全
に
水
が

涸
れ
て
い
る
所
も
あ
っ
た
。 

            

<スケジュール> 

9/4(日) 

 8:30 羽田空港発(CA184) 11:30 北京空港着 

 13:00 地下鉄で東直門へ 昼食 

 22:15 北京空港離陸(CA4122)[5.5H 遅れ] 

 25:40 九寨黄龍空港着[4.5H 遅れ] 

  タクシーでホテルへ(51km/100 分) 

9/5(月)九寨溝観光 

9/6(火)タクシーで黄龍へ  10:30 黄龍観光 

 16:00 タクシーで松潘へ 松潘古城観光 

9/7(水)次の観光地(楽山)へ 

⻑海(海抜 3060m) 珍珠灘瀑布 珍珠灘瀑布 

珍珠灘瀑布(幅 163m,⾼ 40m) 珍珠灘 五花海 

熊猫海 箭⽵海瀑布 箭⽵海瀑布(幅 150m,⾼ 5m) 
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争艶彩池(海抜 3460m) 

⼈気の五彩池(海抜 2995m) ⾖⾖客桟(宿泊ホテル) 雪⼭梁峠(海抜 3960m) 
[九寨溝→⻩⿓移動中] 

⻩⿓_五彩池 ⻩⿓全景(望⿓坪展望台から) ⻩⿓の最奥部にある五彩池 

⻩⿓_五彩池 ⻩⿓_五彩池 

洗⾝洞(海抜 3280m) ⾦沙舗池(海抜 3305m) 明鏡倒影池(海抜 3400m) 

松藩古城_松州北⾨ 松州⻄⾨は⼭の上 松藩古城市内の露天商 
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Ｃ
．
楽
山
・
峨
嵋
山
・
青
城
山
・
都
江
堰
（
２
回
目
） 

2016
年
９
月
７
日
～
10
日 

九
寨
溝
・
黄
龍
観
光
の
次
は
、
楽
山
・
峨
嵋
山
・
青
城
山
・
都
江
堰

を
一
気
に
回
っ
た
。 

 
 

<スケジュール> 

9/7(水) 11:50 九寨黄龍空港発(CA4488) 12:45 成都双流空港着

13:50 長距離バス+タクシーで楽山大仏へ 

        17:10 楽山大仏 18:30 タクシーで峨嵋山のホテルへ 

9/8(木) 終日 峨嵋山   高速鉄道で成都へ 

9/9(金) AM 青城山 PM 都江堰(灌漑施設) 

        夕方 寛窄巷子を散策&夕食 

9/10(土)8:00 成都観光(錦里/武侯祠,金砂遺址) 

        15:05 成都双流空港発(CA459)   20:45 成田空港着 

楽⼭⼤仏 楽⼭⼤仏 

楽⼭⼤仏 

楽⼭⼤仏からの眺め 

⼤渡河 
岷江 

峨眉⼭_万年寺 峨眉⼭_無梁磚殿(聖寿万年寺) 

峨眉⼭_⾦頂(千仏頂)3077m 峨眉⼭_霧の中の⼗⽅普賢峨眉⼭_⼗⽅普賢 

和諧号利⽤(峨眉⼭→成都) 
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和諧号: 新幹線そっくり ⻘城⼭⼊⼝ 

⻘城⼭ロープウェイ ⻘城⼭_上清宮 

⽉城湖を⾈で渡って駅へ 

都江堰_南橋 

都江堰全景 都江堰_伏⿓観からの眺め 都江堰_宝瓶⼝ 

都江堰_安瀾索橋 成都_武侯祠 

武侯祠に隣接する｢錦⾥｣ 

成都_三義廟 ⾦⾯具(⾦沙遺址博物館) 

都江堰_⿂嘴:岷江が外江(左側)
と内⼝(右側)に分かれる所。 
現在は渇⽔期で、外江側は⽔が
流れていなく⼲上がっていた。 
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Ｄ
．
カ
シ
ュ
ガ
ル 

2017
年
６
月
26
日
～
７
月
５
日 

会
社
の
元
同
僚
２
人
と
中
国
の
西
の
果
て
：
カ
シ
ュ
ガ
ル
に
行
っ
て

き
た
。
本
当
に
遠
い
。
何
せ
イ
ン
ド
の
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
よ
り
も
西
に
位

置
す
る
の
だ
か
ら
。
飛
行
機
を
乗
り
継
い
で
20
時
間
も
か
か
る
（
正
味

の
飛
行
時
間
は
11
時
間
）
。
そ
れ
で
も
四
川
航
空
エ
コ
ノ
ミ
ー
（
格
安

航
空
で
は
な
く
食
事
・
テ
レ
ビ
付
）
で
往
復
２
万
５
千
円
と
い
う
の
は

び
っ
く
り
だ
。
乗
り
継
ぎ
は
あ
ま
り
良
く
な
い
が
。 

カ
シ
ュ
ガ
ル
は
中
国
だ
が
全
く
別
の
国
の
感
じ
。
今
回
は
市
内
の
ホ

テ
ル
に
長
期
滞
在
し
て
、
ゆ
っ
く
り
と
市
内
や
周
辺
の
地
域
を
見
て
回

っ
た
が
、
そ
の
中
で
感
じ
た
こ
と
や
気
付
い
た
こ
と
を
以
下
に
記
す
。 

【
警
備
・
治
安
】 

カ
シ
ュ
ガ
ル
地
区
全
て
に
お
い
て
、
警
察
の
厳
格
な
監
視
下
に
置
か

れ
て
い
る
。
警
官
の
数
が
多
く
、
10
人
に
１
人
は
警
官
と
い
う
感
じ
。 

街
の
通
り
は
20
ｍ
毎
に
警
察
が
詰
め
て
い
る
。
ホ
テ
ル
の
入
口
に
は

警
察
に
よ
る
手
荷
物
Ｘ
線
検
査
が
常
に
実
施
さ
れ
て
い
る
（
地
下
街
、

デ
パ
ー
ト
、
ス
ー
パ
ー
、
バ
ザ
ー
ル
等
も
同
様
）。 

公
園
や
観
光
施
設
の
一
部
も
閉
鎖
中
。
国
道
、
高
速
道
路
の
至
る
所

に
検
問
施
設
が
あ
る
。 

カ
シ
ュ
ガ
ル
か
ら
200

km
先
の
ヤ
ル
カ
ン
ド
と
い
う
町
へ
行
く
間
に
、

３
～
４
回
の
検
問
あ
り
。
車
か
ら
降
り
て
身
分
証
・
パ
ス
ポ
ー
ト
の
写

真
と
本
人
と
を
自
動
で
照
合
す
る
機
械
を
通
過
さ
せ
ら
れ
る
。
日
本
人

に
対
し
て
は
比
較
的
チ
ェ
ッ
ク
は
甘
い
が
、
ヤ
ル
カ
ン
ド
か
ら
の
帰
り

に
詳
細
な
質
問
や
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
た
。 

ヤ
ル
カ
ン
ド
は
ウ
ィ
グ
ル
族
が
95
％
の
町
で
、
以
前
に
暴
動
や
紛
争

が
あ
っ
た
た
め
最
も
厳
し
い
管
理
と
な
っ
て
い
る
。
他
国
か
ら
の
ロ
ー

ミ
ン
グ
で
の
デ
ー
タ
通
信
ま
で
遮
断
さ
れ
て
い
た
時
期
も
あ
っ
た
よ

う
だ
。 

下
っ
端
の
警
官
は
ウ
ィ
グ
ル
族
。
ウ
ィ
グ
ル
族
が
ウ
ィ
グ
ル
族
を
管

理
す
る
体
制
を
作
っ
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
な
状
況
だ
が
、
特
に
緊
迫
感
は
な
く
慣
れ
て
し
ま
っ
て
い

る
感
じ
。 

【
交
通
事
情
】 

タ
ク
シ
ー
運
転
手
の
中
に
は
、
中
国
語
が
話
せ
な
い
、
地
図
が
読
め

な
い
人
が
多
数
。
行
き
先
を
漢
字
で
書
い
て
も
地
図
で
示
し
て
も
Ｎ
Ｇ
。

発
音
し
て
く
れ
と
言
わ
れ
る
が
、
ウ
ィ
グ
ル
族
に
通
じ
る
よ
う
に
発
音

す
る
の
は
結
構
難
し
い
。
結
局
、
ス
マ
ホ
の
ナ
ビ
を
見
て
、
そ
の
角
を

右
へ
左
へ
と
自
ら
指
示
す
る
の
が
確
実
だ
っ
た
。 

タ
ク
シ
ー
の
基
本
料
金
は
５
元
。
市
内
は
５
～
10
元
で
ど
こ
で
も
行

け
る
。
一
時
間
乗
っ
て
も
50
元
（
800
円
）
止
り
。
領
収
書
発
行
の
仕
組

み
が
な
く
、
メ
ー
タ
ー
を
倒
さ
な
い
ケ
ー
ス
が
多
々
あ
る
。 

乗
用
車
は
日
本
車
が
結
構
多
く
５
割
近
い
感
じ
。
バ
イ
ク
は
100
％
電

動
車
。
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
有
り
（
大
型
）
と
無
し
が
あ
る
。 

主
要
な
通
り
は
中
央
が
車
、
一
番
端
が
歩
道
、
そ
の
間
が
電
動
バ
イ
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ク
の
ゾ
ー
ン
。
歩
道
の
一
部
は
車
バ
イ
ク
の
駐
車
場
に
な
っ
て
い
る
。

電
動
バ
イ
ク
は
音
も
な
く
ス
ピ
ー
ド
を
出
す
の
で
要
注
意
だ
。 

【
ウ
ィ
グ
ル
人
に
つ
い
て
】 

カ
シ
ュ
ガ
ル
は
ウ
ィ
グ
ル
族
が
８
割
近
く
。
年
配
の
人
は
中
国
語
が

話
せ
な
い
。
漢
族
は
こ
こ
で
は
少
数
民
族
。
漢
族
居
住
区
に
固
ま
っ
て

暮
ら
す
。
漢
族
居
住
区
に
は
関
門
が
あ
り
固
く
ガ
ー
ド
さ
れ
て
い
る
。 

子
ど
も
が
多
い
。
道
端
の
至
る
所
に
見
か
け
る
。
子
ど
も
も
大
人
も

人
な
つ
っ
こ
い
。
カ
メ
ラ
を
構
え
る
と
寄
っ
て
く
る
。 

ま
じ
め
で
勤
勉
そ
う
。
綺
麗
好
き
で
よ
く
周
り
の
掃
除
を
す
る
。
道

に
ゴ
ミ
が
無
い
。
周
辺
の
道
路
へ
の
水
撒
き
も
日
課
。 

日
本
人
だ
と
分
か
る
と
親
し
み
を
持
っ
て
く
れ
る
。
漢
族
は
嫌
い
。 

【
食
事
に
つ
い
て
】 

羊
肉
と
ナ
ン
が
主
食
。
野
菜
は
少
な
め
。
果
物
は
か
な
り
豊
富
。 

滞
在
中
の
食
事
（
ホ
テ
ル
朝
食
以
外
、
夕
食
７
回
、
昼
食
６
回
）
の

う
ち
、
イ
ス
ラ
ム
系
：
９
回
、
漢
族
（
四
川
）
系
：
３
回
、
西
洋
風
イ

ス
ラ
ム
：
１
回
、
全
て
違
う
店
利
用
し
た
。
特
に
メ
ニ
ュ
ー
の
無
い
よ

う
な
庶
民
の
店
を
意
識
的
に
利
用
。
ビ
ー
ル
は
置
い
て
い
な
い
所
が
殆

ど
だ
が
、
持
込
み
で
飲
む
の
は
許
可
し
て
く
れ
た
。
シ
シ
カ
バ
ブ
ー
（
烤

羊
肉
串
）
は
絶
品
。
羊
肉
や
脂
身
が
嫌
い
な
人
は
辛
い
か
も
。 

【
街
並
み
】 

旧
市
街
、
新
市
街
、
漢
族
街
で
街
の
雰
囲
気
が
全
然
違
う
。 

 
 

<スケジュール> 

①6/26(月)成田 20:20→[3U]→0:40 成都 

②6/27(火)成都 8:10→[3U]→ウルムチ 

→14:40 カシュガル 

③6/28(水)パミール高原日帰りツアー 

④6/29(木)カシュガル(旧市街,時計台,国際バザー

ル,エイティガール寺院) 

⑤6/30(金)ダワクン砂漠日帰りツアー 

⑥7/1(土)ヤルカンド訪問(長距離バス利用) 

⑦7/2(日)カシュガル(アパク・ホージャ墓他) 

⑧7/3(月)カシュガル(旧市街他) 

⑨7/4(火)カシュガル 15:25→[3U]→17:10 ウルムチ

22:40→[3U]→1:50 成都 

⑩7/5(水)成都 12:35→[3U]→17:55 成田 

3U:四川航空 

天⼭⼭脈を超えカシュガルへ 

天⼭⼭脈 

カシュガル市内の眺め 
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カシュガル旧市街 エイティガール寺院 カシュガル旧市街 

エイティガール寺院 エイティガール寺院 アパク・ホージャ墓(⾹妃墓) 

アパク・ホージャ墓(⾹妃墓) アパク・ホージャ墓(⾹妃墓) ⽩沙湖(パミールへの途上) 

カラクリ湖(海抜 3600m) ⾺⾞でタワクン砂漠の⼊⼝へ 7000m 級の⼭々の⼭頂は雲の中
(7-8 合⽬まで⾒える) 

タワクン砂漠 ヤルカンド アマンニサ・ハンの墓 ヤルカンド_⼀般庶⺠の墓 

ヤルカンドの街中 ヤルカンド_街で出会った少年 カシュガル旧市街 
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カシュガル旧市街の⼦ども達 カシュガル旧市街の⼦ども達 カシュガル旧市街の⼦ども達 

カシュガル旧市街の⼦ども達 カシュガル市内の屋台 カシュガル市内の屋台 

カシュガル市内の屋台 カシュガル市内の料理店 カシュガル市内のお店 

ナンを釜の内側に貼り付け 
焼いている 

庶⺠のレストラン 
サムサを⾷べている 

 

カシュガル：⼤バザール カシュガル市内の野菜市場 カシュガル：⼤バザール 

カシュガル：三輪⾞ 宿泊した天縁商務酒店 ⼣暮れのウルムチ空港(帰路) 

サムサを焼いている様⼦。⼩⻨
粉の⽣地の中に⽺⾁,⽺の脂⾝,た
まねぎ,胡桃,胡椒,塩を混ぜ作っ
た飴を包み これを釜の内側に貼
り付け⻩⾦⾊に焼き上げ完成。 
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Ｅ
．
鳳
凰
・
張
家
界
・
上
海 

2018
年
11
月
７
日
～
14
日 

会
社
の
元
同
僚
３
人
と
中
国
湖
南
省
の
鳳
凰
・
張
家
界
と
上
海

を
旅
し
た
。
鳳
凰
・
張
家
界
は
私
に
と
っ
て
は
二
度
目
の
訪
問
だ
。 

 

<スケジュール> 

11/7(水) 14:55 成田(CA930)-17:20 上海(浦東)20:00(MU5375)-

22:45 張家界→ホテル 

11/8(木) 8:00 ホテル発(荷物預け) 9:00 張家界(バス)-12:15

鳳凰 昼食/鳳凰古城観光 

11/9(金) AM:鳳凰古城観光 13:30 鳳凰(バス)-16:45 張家界(荷

物引取)バスで武陵源へ 

11/10(土)武陵源 Gate→百龍電梯→袁家界/天下第一橋→楊家界

→賀龍公園→十里画廊→(トロッコ)→武陵源 Gate 

11/11(日)AM:ガラス橋観光 PM:黄龍洞観光 

11/12(月)9:00 武陵源発 天門山観光 21;30 張家界(FM9344)-

23:20 上海(浦東)→ホテル 

11/13(火)西塘観光→新天地→田子坊→豫園→外灘→ホテル 

11/14(水)AM:南翔古城地 17:20 上海(浦東)(CA157)→21:00 成田

鳳凰古城_雪橋 鳳凰古城_沱江川下り 鳳凰古城_沱江川下り 

鳳凰古城_沱江川下り 鳳凰古城_沱江⾵景 鳳凰古城_沱江夜景 

鳳凰古城_沱江夜景 姜糖(⽣姜飴)作り(伸ばして棒状に) 鳳凰古城_街中にて 
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張家界_⻩⽯寨ロープウェイ 張家界_百⿓⽥梯(エレベータ) 張家界_迷魂台(袁家界景区) 

張家界_迷魂台(袁家界景区) 張家界_乾坤柱(アバターのロケ地) 張家界_⽯峰林 

張家界_⽯峰林 張家界_御筆峰 張家界_⼗⾥画廊 

張家界_⼗⾥画廊 玻璃橋(ガラス橋) 

⻩⿓洞 ⻩⿓洞 

天⾨⼭への 999 段の上天梯 天⾨⼭ エスカレータを 7 回乗り継ぐ 

玻璃橋の上にて 
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上天梯の上から 

天⾨⼭_ガラス桟道 

天⾨⼭_玻璃桟道(ガラス桟道) 天⾨⼭の桟道 

天⾨⼭_後⽅は｢雲夢仙頂｣ ⽔の都_⻄糖(浙江省) 

⻄糖⾵景 ⻄糖_煙⾬⻑廊 
(Mission Impossible の舞台) 

⻄糖⾵景 上海_外灘夜景 上海_外灘夜景 

上海郊外_南翔⽼街 南翔名物の⼩籠包 南翔名物の⼩籠包 
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Ｆ
．
長
春
・
西
寧
・
チ
ベ
ッ
ト
（
２
回
目
） 

2019
年
９
月
10
日
～
18
日 

 

元
会
社
の
仲
間
と
８
泊
９
日
で
西
寧
か
ら
青
蔵
鉄
道
で
チ
ベ
ッ
ト

へ
入
り
、
ラ
サ
・
ギ
ャ
ン
ツ
ェ
・
シ
ガ
ツ
ェ
を
ま
わ
る
旅
を
計
画
し
た
。 

私
自
身
は
、
北
京
駐
在
中
に
空
路
で
ラ
サ
を
旅
し
て
い
る
（
21
章
参

照
）
。
チ
ベ
ッ
ト
の
空
の
青
さ
と
近
さ
、
信
仰
に
対
す
る
直
向
き
さ
が
今

で
も
強
く
心
に
残
っ
て
い
る
。
今
回
の
旅
行
で
は
、
初
め
て
乗
る
青
蔵

鉄
道
と
、
ラ
サ
よ
り
更
な
る
奥
地
へ
の
期
待
感
で
い
っ
ぱ
い
だ
。 

［
１
日
目
］ 

旅
は
初
日
か
ら
ト
ラ
ブ
ル
。
前
日
の
台
風
の
影
響
で
成
田
空
港
内
が

大
渋
滞
し
た
関
係
で
出
発
が
遅
れ
、
乗
り
継
ぎ
便
に
間
に
合
わ
ず
。
こ

の
た
め
、
中
継
地
の
長
春
で
足
止
め
と
な
り
、
航
空
会
社
の
手
配
し
た

ホ
テ
ル
に
宿
泊
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

ト
ラ
ブ
ル
や
予
定
変
更
は
旅
の
醍
醐
味
と
気
を
取
り
直
し
て
、
翌
日

前
半
は
長
春
観
光
に
当
て
る
こ
と
に
し
た
。
取
り
急
ぎ
、
西
寧
へ
の
フ

ラ
イ
ト
の
再
予
約
や
西
寧
観
光
の
日
程
変
更
（
１
日
短
縮
）
を
現
地
の

ガ
イ
ド
と
交
渉
・
調
整
を
し
た
後
、
東
北
菜
で
の
夕
食
が
て
ら
、
翌
日

の
計
画
を
話
し
合
っ
た
。（
東
北
菜
は
中
国
東
北
部
の
料
理
） 

［
２
日
目
］ 

旧
満
州
国
の
首
都
・
長
春
の
半
日
観
光
、
も
ち
ろ
ん
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

な
ど
何
も
無
か
っ
た
が
、
ネ
ッ
ト
で
調
べ
な
が
ら
、
と
り
あ
え
ず
、
偽

⻑春の⼣暮れ 偽満皇宮博物館 偽満皇宮博物館 同徳殿 

偽満皇宮博物館 同徳殿内部 偽満皇宮博物館 同徳殿内部 

旧満州国国務院跡 
(現.吉林⼤学医学部) 

旧満州国軍事部跡 

勝利公園 関東郡司令部旧址 
(現.中国共産党吉林省委員会) 
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満
皇
宮
博
物
院
・
旧
満
州
軍
司
部
跡
な
ど
を
見
て
ま
わ
っ
た(

旧
満
州

国
関
連
の
施
設
は
中
国
政
府
の
立
場
上
、「
偽
・
・
」
が
つ
い
て
い
る)

。 
清
朝
末
期
か
ら
日
中
戦
争
ま
で
を
描
い
た
浅
田
次
郎
の
一
連
の
歴

史
小
説(

蒼
穹
の
昴
・
珍
妃
の
井
戸
・
中
原
の
虹
・
天
使
蒙
塵)

の
中
で
、

完
結
編
の
「
天
使
蒙
塵
」
の
舞
台
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
歴
史
フ

ァ
ン
と
し
て
は
一
度
訪
れ
た
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
今
回
の
ト
ラ
ブ

ル
は
あ
る
意
味
ラ
ッ
キ
ー
で
少
し
得
し
た
気
分
だ
。 

夕
方
、
１
日
遅
れ
の
同
じ
便
で
、
無
事
西
寧
に
到
着
。 

［
３
日
目
］ 

今
日
は
西
寧
観
光
。
２
日
間
の
観
光
の
予
定
だ
っ
た
が
長
春
足
止
め

の
影
響
で
１
日
に
短
縮
。
天
気
が
あ
ま
り
良
く
な
か
っ
た
の
で
青
海
湖

行
き
は
断
念
し
て
西
寧
近
郊
、
タ
ー
ル
寺
（
塔
爾
寺
）
、
青
海
蔵
文
化
博

物
院
、
東
関
清
真
寺
（
モ
ス
ク
）
を
見
て
ま
わ
る
。
ガ
イ
ド
は
、
西
寧

近
郊
出
身
で
チ
ベ
ッ
ト
族
の
多
杰(

ド
ル
ジ
ェ)

さ
ん
。 

タ
ー
ル
寺
は
、
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
ゲ
ル
ク
派
の
六
大
寺
院
※
の
ひ
と
つ

で
、
ゲ
ル
ク
派
開
祖
ツ
ォ
ン
カ
パ
の
生
誕
地
。
１
３
６
０
年
に
ツ
ォ
ン

カ
パ
の
生
母
が
立
て
た
仏
塔
が
も
と
に
な
り
タ
ー
ル
寺
の
名
が
つ
い

た
。
ツ
ォ
ン
カ
パ
は
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
主
流
と
な
っ
て
い
る
宗
派
で
あ

る
ゲ
ル
ク
派
の
開
祖
。
彼
の
死
後
、
ゲ
ル
ク
派
は
二
系
統
に
分
離
し
、

主
流
は
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
、
傍
系
は
パ
ン
チ
ェ
ン
・
ラ
マ
が
継
承
し
た
。 

※
ゲ
ル
ク
派
六
大
寺
院 

【
西
寧
】
タ
ー
ル
寺
◎
、【
ラ
サ
】
ガ
ン
デ
ン
寺
○
、
セ
ラ
寺
◎
、 

デ
プ
ン
寺
○
、
【
シ
ガ
ツ
ェ
】
タ
シ
ル
ン
ポ
寺
◎
、 

【
甘
粛
省
】
ラ
プ
ラ
ン
寺
△ 

 
 

◎
今
回
訪
問
、
○
前
回
訪
問
、
△
未 

我
々
が
こ
れ
か
ら
訪
れ
る
チ
ベ
ッ
ト
の
各
寺
院
の
源
流
と
な
る
寺

院
を
最
初
に
訪
れ
た
の
は
大
変
意
義
深
か
っ
た
。 

ま
た
、
青
海
蔵
文
化
博
物
院
に
展
示
し
て
い
る
６
１
８
ｍ
の
巨
大
な

タ
ン
カ
（
布
に
描
か
れ
た
宗
教
画
）
は
壮
観
で
、
ギ
ネ
ス
に
も
登
録
さ

タール寺(塔爾寺) タール寺(塔爾寺) 

タール寺 如来⼋塔 タール寺本堂に向かって 
五体投地を繰り返す⼈々 

 

東関清真寺(モスク):中国 
⻄北の 4 ⼤イスラム寺院 

の 1 つで最⼤の規模を誇る 

東関清真寺 
お祈りの前に⾜を洗う場所 
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れ
て
い
る
が
、
残
念
な
が

ら
写
真
撮
影
は
不
可
だ

っ
た
。 

夜
、
今
回
の
旅
の
ハ
イ

ラ
イ
ト
の
一
つ
の
青
蔵

鉄
道
に
乗
る
。
コ
ン
パ
ー

ト
メ
ン
ト
に
４
人
が
入
る
軟
臥
（
一
等
寝
台
二
段
ベ
ッ

ド
）
で
西
寧
か
ら
ラ
サ
ま
で
22
時
間
の
列
車
の
旅
。
多
く

の
区
間
で
標
高
４
０
０
０
ｍ
以
上
の
高
地
を
走
り
、
途
中

に
鉄
道
世
界
最
高
地
点
の
タ
ン
ラ
峠
（
標
高
５
０
７
２

ｍ
）
も
あ
り
高
山
病
が
心
配
さ
れ
た
が
、
呼
吸
が
少
し
苦

い
の
と
軽
い
頭
痛
程
度
で
済
ん
だ
。 

［
４
日
目
］ 

夕
方
５
時
、
無
事
ラ
サ
に
到
着
。
ホ
テ
ル
は
チ
ベ
ッ
ト

族
エ
リ
ア
に
あ
る
「
岗
坚
飯
店
」
。
パ
ン
チ
ェ
ン
・
ラ
マ
11

世
が
訪
問
し
た
こ
と
が
あ
る
と
の
こ
と
。 

チ
ベ
ッ
ト
自
治
区
内
へ
の
外
国
人
の
立
入
り
は
、
特
別

な
許
可
証
を
事
前
に
取
得
し
た
上
で
、
旅
行
社
の
ツ
ア
ー

で
の
観
光
が
必
須
（
個
人
旅
行
は
禁
止
）
。
今
回
は
４
人

（
＋
ガ
イ
ド
＋
運
転
手
）
の
ツ
ア
ー
と
い
う
形
で
行
動
し

た
。 ガ

イ
ド
の
劉
さ
ん
は
、
チ
ベ
ッ
ト
で
の
ガ
イ
ド
歴
12
年

鉄道世界最⾼地点はもうすぐ ナクチュ駅(4482m)で停⾞中 

ラサ駅に到着 ラサのホテル:岗坚飯店 ホテルのあるチベット族エリア 

五体投地をしている⼥性 

バルコル⽅⾯へ ヤクのバター販売中 
(蝋燭に使われる) バルコルを祈りながら時計回り 

ジョカン寺前広場へ ジョカン寺前でも五体投地 

鉄道世界最⾼地点(5072m)付近 

客室の様⼦ 
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の
ベ
テ
ラ
ン
。
漢
族
で
甘

粛
省
の
敦
煌
出
身
。
３
月

か
ら
冬
頃
ま
で
単
身
赴

任
と
の
こ
と
。
日
本
語
は

今
一
つ
の
感
が
あ
り
、
時

折
中
国
語
を
交
え
て
の

会
話
と
な
る
が
、
と
に
か

く
真
面
目
で
手
抜
き
は

全
く
な
し
。
し
ば
し
ば
、

観
光
先
の
僧
侶
や
お
店

の
人
と
粘
り
強
く
交
渉

し
、
観
光
が
充
実
す
る
よ

う
頑
張
っ
て
く
れ
た
。 

 

運
転
手
の
占
堆
（
ザ

ン
ド
イ
）
さ
ん
は
、
チ
ベ

ッ
ト
族
で
ラ
サ
出
身
。
運

転
は
や
や
荒
い
が
上
手
。

チ
ベ
ッ
ト
族
ら
し
く
信

心
深
い
。
ま
た
、
彼
の
中

国
語
は
判
り
や
す
い
。
開

発
が
進
ん
で
ラ
サ
の
特

色
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る

こ
と
を
悲
し
ん
で
い
た
。
確
か
に
ホ
テ
ル
の
周
辺
は
13
年
前
に
訪
れ
た

時
に
比
べ
、
整
然
と
し
て
い
て
小
綺
麗
に
な
っ
た
一
方
で
、
チ
ベ
ッ
ト

ら
し
さ
・
特
色
が
失
わ
れ
て
き
た
よ
う
に
思
う
。 

夜
に
ポ
タ
ラ
宮
広
場
を
散
策
。
ポ
タ
ラ
宮
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
絶
景
を

楽
し
ん
だ
。
ガ
イ
ド
さ
ん
に
よ
る
ト
リ
ッ
ク
写
真
も
楽
し
ん
だ
。 

［
５
日
目
］ 

今
日
は
ラ
サ
市
内
観
光
。
ジ
ョ
ガ
ン
寺
、
ポ
タ
ラ
宮
、
セ
ラ
寺
を
見

学
。
標
高
３
６
０
０
ｍ
～
３
７
０
０
ｍ
の
所
で
階
段
も
多
い
た
め
息
苦

し
く
、
ゆ
っ
く
り
時
間
を
か
け
て
見
て
回
っ
た
。
ラ
サ
は
宗
教
の
街
で

至
る
所
に
巡
礼
者
の
姿
、
五
体
投
地
を
し
て
い
る
人
も
多
く
見
ら
れ
る
。 

◇
ジ
ョ
カ
ン
寺
豆
知
識 

 
 

７
世
紀
の
吐
蕃
時
代
に
ソ
ン
ツ
ェ
ン
・
ガ
ン
ポ
王
の
菩
提
寺
と
し
て

創
建
さ
れ
た
寺
院
で
、
２
０
０
０
年
に
世
界
文
化
遺
産
に
追
加
登
録
さ

れ
た
。
寺
の
創
建
に
関
し
て
は
、
唐
か
ら
嫁
い
だ
文
成
公
主
、
ネ
パ
ー

ル
か
ら
嫁
い
だ
テ
ィ
ツ
ン
王
女
に
関
わ
る
伝
説
が
あ
る
。
現
在
、
寺
に

は
、
テ
ィ
ツ
ン
王
女
が
持
参
し
た
十
一
面
観
音
像
と
、
文
成
公
主
が
持

参
し
た
釈
迦
牟
尼
像
が
祀
ら
れ
て
い
る
。 

◇
ポ
タ
ラ
宮
豆
知
識 

 
 

ラ
サ
に
あ
る
マ
ル
ポ
リ
の
丘
（
チ
ベ
ッ
ト
語
で
紅
山
）
に
、
１
６
４

２
年
か
ら
十
数
年
か
け
て
建
設
さ
れ
た
宮
殿
。
富
士
山
並
の
標
高
３
７

０
０
ｍ
に
位
置
し
、
東
西
３
６
０
ｍ
、
南
北
３
０
０
ｍ
、
13
階
建
て
で
、

部
屋
数
も
１
０
０
０
を
超
え
、
単
体
建
築
物
と
し
て
は
世
界
最
大
級
。

ポタラ宮(ライトアップ直前) ポタラ宮(ライトアップ直後) ボトルの⽔を広場に撒くと 

涅槃像スタイル チャクポ・リの観景台から ⼈⼒⾞でホテルへ戻る 
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ダ
ラ
イ･

ラ
マ
５
世
か
ら
ダ
ラ
イ･

ラ
マ
14
世
が
イ
ン

ド
へ
亡
命
す
る
ま
で
の
間
、
居
城
と
し
て
の
役
割
も
担

っ
て
い
た
。 

 
 

宮
殿
は
、
歴
代
ダ
ラ
イ･

ラ
マ
の
居
住
と
政
治
機
能
を

司
る
「
白
宮
」
と
、
宗
教
的
な
領
域
で
あ
る
「
紅
宮
」
に

分
か
れ
て
い
る
。
宮
殿
内
に
は
数
々
の
仏
像
や
壁
画
な

ど
が
あ
り
芸
術
品
の
宝
庫
。 

 
 

ポ
タ
ラ
宮
の
壁
は
、
白
・
紅
・
黄
の
３
色
で
で
き
て

い
る
。
建
物
自
体
は
大
理
石
だ
が
、
壁
は
そ
の
上
の
３

色
の
塗
装
を
し
て
い
る
。
白
は
ミ
ル
ク
の
混
合
物
、
紅

は
赤
い
柳
か
ら
作
る
顔
料
、
黄
色
は
天
然
の
鉱
物
か
ら

作
る
顔
料
と
の
こ
と
。
ま
た
、
通
路
も
全
て
大
理
石
で

で
き
て
い
た
。 

◇
セ
ラ
寺
豆
知
識 

 
 

ラ
サ
中
心
部
か
ら
北
に
８
km
の
セ
ラ
・
ウ
ツ
ェ
山
の

麓
に
あ
る
寺
で
、
１
４
１
９
年
、
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
ゲ
ル

ク
派
創
始
者
の
ツ
ォ
ン
カ
パ
と
そ
の
門
弟
ツ
ォ
チ
ェ

ン
・
チ
ュ
ジ
ェ
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
。 

 
 

か
つ
て
は
仏
教
大
学
で
、
最
盛
期
に
は
5500
人
も
の
僧

侶
が
い
た
が
今
は
約
400
人
。
そ
れ
で
も
、
チ
ベ
ッ
ト
で

も
有
数
の
僧
侶
を
抱
え
る
寺
（
ジ
ョ
カ
ン
寺
は
124
人
、

ポ
タ
ラ
宮
は
20
人
）。 

朝のジョカン寺 ジョカン寺の内部１F ジョカン寺の内部２F 

ポタラ宮へ 階段(387 段)をゆっくり 階段途上で振り返る 

デヤン・シャルから⾒た⽩宮 午後、セラ寺へ セラ寺 本殿ツォクチュン 

ハムドン・カンツァン 
河⼝慧海や多⽥等観が学んだ 

中庭で⾏われている問答修⾏ 中庭で⾏われている問答修⾏ 
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境
内
に
は
本
堂
、
大
集
会
場
、
異
邦
堂
、
下
方
堂
、
真
言
堂
の
他
、

僧
侶
た
ち
の
居
住
す
る
僧
房
が
建
ち
並
ぶ
。
明
治
か
ら
大
正
時
代
に
か

け
て
、
日
本
の
仏
教
学
者
：
河
口
慧
海
と
多
田
等
観
が
滞
在
し
修
行
を

し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。 

◇
セ
ラ
寺
の
問
答
修
業
に
つ
い
て 

 
 

日
曜
を
除
く
毎
日
15
時
～
17
時
半
、
50
～
60
人
の
僧
侶
が
参
加
。

二
人
一
組
で
、
質
問
役
と
回
答
役
に
分
か
れ
、
回
答
役
が
質
問
に
上
手

く
答
え
ら
れ
な
い
と
、
質
問
役
が
大
き
な
身
振
り
で
両
手
を
た
た
き
回

答
者
を
問
い
詰
め
る
。
こ
れ
が
延
々
と
続
く
。
時
間
が
来
る
と
、
質
問

者
と
回
答
者
が
交
代
し
た
り
、
組
合
せ
が
変
わ
っ
た
り
す
る
。
初
級
、

中
級
、
上
級
と
列
が
分
か
れ
て
い
る
が
、
初
級
か
ら
上
級
に
上
る
に
は

20
年
以
上
か
か
る
と
の
こ
と
。 

［
６
日
目
］ 

今
日
は
ラ
サ
か
ら
よ
り
奥
地
の
ギ
ャ
ン
ツ
ェ
へ
。
途
中
、
カ
ン
パ
ラ

峠
、
カ
ロ
ー
ラ
氷
河
を
越
え
て
行
く
。
カ
ン
パ
ラ
峠
（
４
９
９
８
ｍ
）

か
ら
は
、
ト
ル
コ
石
の
よ
う
な
神
秘
的
な
色
合
い
の
ヤ
ム
ド
ク
湖
を
望

む
。
青
空
で
な
く
と
も
こ
ん
な
に
美
し
い
色
が
出
る
の
は
不
思
議
。
カ

ロ
ー
ラ
氷
河
も
圧
巻
で
間
近
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
温
暖
化
の

影
響
で
先
端
が
少
し
ず
つ
後
退
し
て
い
る
と
の
こ
と
。
カ
ロ
ー
ラ
氷
河

の
展
望
所
は
標
高
が
５
０
３
９
ｍ
あ
り
、
二
本
足
で
地
面
に
立
っ
た
状

態
で
の
最
高
高
度
を
久
々
に
更
新
。
因
み
に
今
夜
の
ホ
テ
ル
も
宿
泊
最

高
高
度
記
録
（
４
０
４
０
ｍ
）
。
高
度
順
応
が
だ
い
ぶ
進
ん
で
き
た
感
じ
。 

カンパラ峠への途上、ヤルン
ツァンボ河を望む展望台から 

ヤムドク湖(カンパラ峠から) ヤムドク湖(カンパラ峠から) 

カローラ氷河(海抜 5039m) トルコ⽯のような神秘的な⾊
のヤムドク湖(曇でも鮮やか) 

カローラ氷河(展望所から) 

カローラ氷河の先端(拡⼤) 斬⽶拉神⼭(4354m)から望むダム湖 ギャンツェ飯店(4040m) 
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［
７
日
目
］ 

今
日
が
観
光
の
実
質
最
終
日

（
明
日
・
明
後
日
は
移
動
中
心
）
。 

ギ
ャ
ン
ツ
ェ
か
ら
更
に
奥
の
シ

ガ
ツ
ェ
へ
。
こ
の
辺
り
は
チ
ベ
ッ

ト
の
穀
倉
地
帯
で
麦
畑
（
大
麦
）
が

広
が
っ
て
お
り
４
０
０
０
ｍ
の
高

地
と
は
思
え
な
い
農
村
風
景
が
広

が
る
。
白
居
寺
、
シ
ャ
ル
寺
、
タ
シ

ル
ン
ボ
寺
を
ゆ
っ
く
り
見
て
回

る
。 

◇
タ
シ
ル
ン
ボ
寺
豆
知
識 

１
４
４
７
年
、
ゲ
ル
ク
派
の
開

祖
ツ
ォ
ン
カ
パ
の
高
弟
ダ
ラ
イ
・

ラ
マ
１
世
に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
、

ゲ
ル
ク
派
六
大
寺
院
の
ひ
と
つ
。

ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
５
世
時
代
に
同
寺

の
僧
院
長
が
阿
弥
陀
菩
薩
の
化
身

と
し
て
、
パ
ン
チ
ェ
ン
・
ラ
マ
の
地

位
を
得
て
か
ら
は
、
歴
代
の
パ
ン

チ
ェ
ン
・
ラ
マ
に
よ
る
政
治
・
宗
教

の
中
心
と
し
て
繁
栄
。
最
盛
期
に

ホテル近くの⽩居寺へ ⽩居寺 ⼊⼝付近 ⽩居寺 パルコル･チョルテン 

農村⾵景:⼤⻨畑(ギャンツェ→
シガツェへ途上,4000m の⾼地) 

農村⾵景:塀にヤクの糞を 
 貼り付けて乾かしている。 シャル寺(シガツェの途上) 

シャル寺:チベット中国折衷様式 シガツェで昼⾷(チベット料理) チベット料理(中華に似ている?) 

昼⾷後、タシルンボ寺へ タシルンボ寺全景 タシルンボ寺は敷地が広い 

そびえ⽴つタンカをかける壁 タシルンボ寺の⼤弥勒殿 
 「タシ・ナムギャル・ラカン」 

タシルンボ寺の仏塔 
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は
４
５
０
０
人
、
現
在

で
も
１
０
０
０
人
の

僧
侶
が
生
活
し
て
い

る
。
タ
シ
ル
ン
ボ
寺
の

大
弥
勒
殿
「
タ
シ
・
ナ

ム
ギ
ャ
ル
・
ラ
カ
ン
」

に
は
、
像
高
26
ｍ
の
弥

勒
座
像
（
金
銅
仏
と
し

て
は
世
界
最
大
）
が
安

置
さ
れ
て
い
る
。 

タ
シ
ル
ン
ボ
寺
の

見
学
中
、
座
主
の
パ
ン

チ
ェ
ン
・
ラ
マ

11

世

（
北
京
在
住
）
が
こ
れ

か
ら
寺
に
来
る
と
い

う
話
が
伝
わ
り
、
観
光

者
が
一
目
見
よ
う
と

色
め
き
立
っ
て
待
ち

構
え
た
。
ガ
イ
ド
の
劉

さ
ん
も
興
奮
状
態
。
私

達
も
１
時
間
待
っ
た

が
時
間
の
関
係
で
諦

め
て
戻
る
こ
と
と
し
た
。 

パ
ン
チ
ェ
ン
・
ラ
マ
11
世
は
、
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
14
世
が
認
定
し
た
ゲ

ン
ド
ゥ
ン
・
チ
ュ
ー
キ
・
ニ
マ
と
、
中
国
政
府
が
認
可
し
た
ギ
ェ
ン
ツ

ェ
ン
・
ノ
ル
ブ
の
二
人
が
並
立
。
但
し
、
前
者
は
中
国
政
府
に
保
護
（
隔

離
）
さ
れ
行
方
不
明
。
現
在
は
、
中
国
政
府
が
認
可
し
た
方
が
実
質
上

の
パ
ン
チ
ェ
ン
・
ラ
マ
11
世
と
な
っ
て
い
る
。
本
件
を
西
寧
で
ガ
イ
ド
：

ド
ル
ジ
ェ
さ
ん
（
チ
ベ
ッ
ト
族
）
に
そ
れ
と
な
く
聞
い
て
み
た
と
こ
ろ
、

「
最
初
は
違
和
感
が
あ
っ
た
が
、
徐
々
に
尊
敬
の
強
く
抱
く
よ
う
に
な

っ
た
」
と
の
こ
と
。
複
雑
な
心
境
だ
。
一
方
、
ガ
イ
ド
の
劉
さ
ん
（
漢

族
：
宗
教
は
未
確
認
）
が
興
奮
し
た
の
は
信
仰
心
と
言
う
よ
り
は
、
め

っ
た
に
無
い
機
会
な
の
で
一
緒
に
写
っ
て
い
る
写
真
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
ア

ッ
プ
し
た
い
と
い
う
こ
と
ら
し
い
。 

［
８
日
目
］ 

チ
ベ
ッ
ト
も
今
日
が
最
後
。
シ
ガ
ツ
ェ
か
ら
ヤ
ル
ン
ザ
ン
ポ
川
沿
い

の
Ｇ
３
１
８
国
道
を
東
進
し
ラ
サ
空
港
へ
。
Ｇ
３
１
８
国
道
は
、
上
海

と
シ
ガ
ツ
ェ
を
結
ぶ
全
長
５
４
７
６
ｋ
ｍ
の
中
国
最
長
の
国
道
で
、
そ

の
先
は
１
１
５
ｋ
ｍ
で
ネ
パ
ー
ル
の
カ
ト
マ
ン
ズ
ま
で
続
い
て
い
る
。 

ヤ
ル
ン
ザ
ン
ポ
川
は
、
西
チ
ベ
ッ
ト
の
カ
イ
ラ
ス
山
付
近
に
源
を
発

し
、
チ
ベ
ッ
ト
を
南
東
に
流
れ
た
後
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
の
縁
を
回
り
込

み
南
西
に
流
れ
を
変
え
ブ
ラ
マ
プ
ト
ラ
川
と
な
り
、
最
終
的
に
ガ
ン
ジ

ス
川
に
流
れ
込
む
チ
ベ
ッ
ト
最
大
の
川
だ
。 

ラ
サ
か
ら
は
空
路
で
成
都
へ
。
ラ
サ
空
港
か
ら
離
陸
直
後
、
機
内
か

ヤルンザンポ川展望所 

タシルンボ寺から市内を望む 

ヤルンザンポ川(⾶⾏機から) 

ヤルンザンポ川 ヤルンザンポ川。対岸は 
ラサとシガツェを結ぶ鉄道線路 

ツアー最後の記念写真 
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ら
ヤ
ル
ン
ザ
ン
ポ
川
の
流
れ
が
よ
く
見
え
た
。 

成
都
で
の
夕
食
は
最
近
話
題
の
寛
窄
巷
子
へ
。
寛
窄
巷
子
は
清
代
に
築

か
れ
た
古
い
町
並
み
を
若
者
が
集
う
モ
ダ
ン
な
エ
リ
ア
に
大
変
身
さ

せ
た
と
こ
ろ
で
、
す
ご
い
活
気
だ
。
成
都
の
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ

て
い
る
と
の
こ
と
。 

［
９
日
目
］ 

成
都
で
一
泊
後
、
朝
は
ゆ
っ
く
り
し
て
、
お
昼
の
便
で
帰
国
の
途
に

つ
い
た
。 

今
回
は
飛
行
機
の
乗
り
継
ぎ
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
あ
っ

た
が
、
西
寧
・
青
蔵
鉄
道
・
ラ
サ
か
ら
、
更
に
奥
地
の
ギ
ャ
ン
ツ
ェ
・

シ
ガ
ツ
ェ
ま
で
行
く
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
５
０
０
０
ｍ
を
超
え
る
高

地
体
験
な
ど
、
チ
ベ
ッ
ト
を
十
分
に
堪
能
で
き
た
。 

ま
た
、
思
い
が
け
な
く
旧
満
州
国
の
首
都
だ
っ
た
長
春
も
観
光
す
る

こ
と
が
で
き
た
。 

手
作
り
の
旅
の
醍
醐
味
を
十
分
満
喫
で
き
た
貴
重
な
体
験
だ
っ
た
。 

 

 
 

寛窄巷⼦の説明板 

成都の寛窄巷⼦を散策 

寛窄巷⼦の様⼦ 

チベット旅⾏⾏程 (2019/9/10-18)
行程 宿泊

9/10 (火)
14:35成田→16:10長春  (CZ624)
  [70分遅れ 乗継便に間に合わず長春泊]

長春)
乾元富民酒店

9/11 (水)

長春観光  偽満皇宮博物院・旧満州国国
務院跡・旧満州国軍事部跡・関東軍司令部
旧址・勝利公園
長春16:40→20:10西寧 (CZ6453)

西寧)
神旺大酒店

9/12 (木)

10:50-12:30タール寺
13:50-15:00青海蔵文化博物院
15:30-16:15東関清真寺(モスク)&回族街
19:31 青蔵鉄道(Z265次列車) でラサへ

車中泊

9/13 (金)
16:45 ラサ着
18:55-21:10バルコル&ポタラ宮広場散策

ラサ)

岗坚飯店

9/14 (土)
ラサ観光   8:45-9:45ジョカン寺
10:10-12:45ポタラ宮 14:00-16:00セラ寺

ラサ)

岗坚飯店

9/15 (日)
12:25雅江河谷   13:15カンパラ峠
13:35ヤムドク湖   16:15カローラ氷河

ギャンツェ)
ギャンツェ飯店

9/16 (月)
8:30-9:20白居寺
10:45-11:15シャル寺  シガツェへ移動
13:10-15:20タシルンポ寺

シガツェ)
神湖酒店

9/17 (火)
7:25ラサ空港へ移動  11:50 空港着
ラサ15:20→17:30成都 (3U8696)
19:30-21:10寛窄巷子散策&夕食

成都)
成都礼頓酒店
春熙店

9/18 (水) 成都12:25→17:55成田 (3U8085) －

日付
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あ
と
が
き 

２
０
２
０
年
か
ら
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
で
海
外
に
出

る
の
が
難
し
い
状
況
と
な
り
、
旅
歩
き
大
好
き
人
間
と
し
て
は
何
と

も
モ
ヤ
モ
ヤ
し
た
日
が
続
い
た
。 

た
だ
、
じ
っ
と
し
て
い
て
も
仕
方
が
な
い
の
で
、
こ
の
間
は
、
近
場

に
目
を
向
け
た
活
動
を
し
よ
う
と
思
い
、
「
東
京
23
区
内
の
旧
河
川
・

旧
水
路
の
痕
跡
を
く
ま
な
く
辿
る
」
と
い
う
目
標
を
立
て
、
現
在
も
歩

き
続
け
て
い
る
（
23
区
中
、
残
り
あ
と
３
区
に
な
っ
た
）
。
さ
ら
に
、
そ

の
地
域
の
主
な
旧
道
や
坂
道
、
ス
リ
バ
チ
地
形
な
ど
も
探
し
な
が
ら
、

「
プ
チ
・
ブ
ラ
タ
モ
リ
」
的
な
探
検
も
楽
し
ん
で
い
る
。 

２
０
２
３
年
も
５
月
に
入
る
と
、
世
界
的
に
も
コ
ロ
ナ
前
の
状
況
に

戻
り
、
海
外
旅
行
も
解
禁
と
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
、
今
年
後
半
か
ら

は
ま
た
中
国
の
旅
歩
き
を
再
開
し
た
い
と
、
中
国
地
図
を
眺
め
な
が
ら

ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
る
。
た
だ
、
年
齢
も
考
え
、
あ
ま
り
無
謀
な
・
ハ
ー

ド
な
計
画
は
慎
も
う
と
思
っ
て
い
る
。
ま
た
、
退
職
後
に
参
加
し
た
地

元
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
ま
ち
づ
く
り
関
連
）
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
も
う

ま
く
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
な
が
ら
進
め
て
行
き
た
い
。 

こ
の
旅
行
記
は
、
私
が
旅
行
中
に
感
じ
た
こ
と
の
記
録
と
写
真
を
再

編
集
し
た
も
の
だ
が
、
こ
れ
か
ら
中
国
を
旅
し
て
み
よ
う
と
思
っ
て
い

る
方
々
の
参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。 

 

  

最
後
に
、
今
回
の
中
国
各
地
へ
の
旅
行
に
同
行
い
た
だ
い
た
方
々
、

計
画
作
り
や
準
備
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
方
々
、
並
び
に
、
本
旅
行

記
の
執
筆
・
出
版
に
当
た
っ
て
有
益
な
ア
ド
バ
イ
ス
・
ご
協
力
い
た
だ

い
た
関
係
各
位
に
心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。 

 
 

２
０
２
３
年
７
月 
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